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                                 小川 正人

本調査資料は、2012年 11月と 2013年 1月に

実施した佐賀県の教育事務所再編に関する佐

賀県教育庁へのインタビュー記録である。

私は、現在、日本学術振興会の科学研究費（基

盤研究 B、2011年度～2014年度）の交付を受け

て、研究課題「2000年代以降の分権・行財政改

革下における地方教育行財政の変容に関する調

査研究」を学外の中堅・若手研究者と一緒に取

り組んでいる。

1990年代以降に地方分権改革の政治的高揚

が生まれ、地方分権一括法の成立（1999年）で

地方自治法と共に地教行法の改正も実現した。

当時、その延長線上に更なる地方分権改革と教

育行政の分権改革が進展していくのではないか

という見通しもあったが、分権改革は都道府県

レベルに留まった感がある。しかし、その一方

で、地方自治体の財政逼迫と行財政改革を背景

に市町村合併が大きく進み 3千数百の市町村数

が 1千 8百弱にまで減った。

こうした市町村合併の進展は、都道府県と市

町村の関係も孕んで地方教育行政の形を大きく

変えてきている。上記の科研費の調査研究は、

そうした地方教育行政の変化とその中で生起し

ている新たな問題や課題を実証的に調査検証す

ることを目的に取り組まれている。昨年度から、

主に、地方教育行政の変化の中で特徴的な動き

のひとつでもある教育事務所の廃止・再編に焦

点をあて、教育事務所を廃止した県（山口県、

長崎県、和歌山県）、従来から教育事務所を設置

していなかった県（徳島県、滋賀県）、教育事務

所の設置数・区域を再編した県（佐賀県、岩手

県）に訪問し関係機関・者へインタビュー調査

を進めてきた。

昨年度の研究室紀要第 2号には、その中から

和歌山県の教育事務所廃止に関するインタビュ

ー記録を整理し掲載した。今回は、それ以外の

残された県へのインタビュー記録を整理し掲載

する予定であったが、時間的余裕がなかったこ

ともあり佐賀県教育庁へのインタビュー記録を

そのまま掲載することにした。

佐賀県教育庁は、2011年 10月からそれまで

の５教育事務所体制を２教育事務所・１支局体

制に再編した。他の多くの県が県行財政改革の

一環として職員数の削減等をねらいとした教育

事務所再編を進めてきているが、佐賀県の場合

には、そうした影響を受けながらも、教育事務

所再編の主目的を、教育事務所スタッフを厚く

し専門性を高めることで市町・学校への支援・

援助機能を強化することにおいている。事実、

教育事務所の再編によっても事務所全体の専門

職員数は再編前の現数を維持し、市町・学校か

らの支援・援助要請に細やかな対応をとる取り

組みに努めている。教育事務所再編による新た

な活動は、2013年 4月から本格化するため、そ

の成果を確かめるにはもう少しの時間が必要で

あるが、県―教育事務所―市町村の関係を含め

今後の地方教育行政の在り方を考えていく上で

佐賀県の教育事務所再編による事務所と市町の

新たな関係作りの試みは参考になろう。なお、

本インタビュー記録は、下記の 3部からなって

いる。

１．佐賀県教育庁インタビュー記録

２．佐賀県東部教育事務所インタビュー記録

３．佐賀県西部・北部支局インタビュー記録
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：2012年 11月 27日

：佐賀県庁・県教育庁会議室

：志岐宣幸（副教育長）、水田和彦（企画・経営グループ副課長）

      白仁田茂（教職員課参事）、本村正信（学校教育課・指導主幹）、他（白坂、生江）

１．教育事務所の再編の背景と目的について

・県教育事務所の再編について、その背景と目的を教えて下さい。

・県教育庁の教育事務所再編の方針に対して、市町村（教育委員会）との話し合いとか市町村（教育

委員会）からの要請等はあったのでしょうか。もし、あればどのような話し合いや要望等があったの

か教えて下さい。

２．教育事務所の再編に伴う県教育庁・教育事務所と市町村教委事務局体制の整備について

・教育事務所の再編に伴い県教育庁と東西部教育事務所（北部支部）の体制はどのようになったので

しょうか。そして、教育事務所の業務内容等において何か変化があったのでしょうか。

・教育事務所の再編に伴い、県教育庁から市町村教育委員会に事務局体制の整備や学校指導業務等で

何か対応とかご指導等をなされたのでしょうか。

・教育事務所の再編により、教職員研修や教職員人事、学校支援等に関する業務遂行上の手続きや内

容に変化があるのでしょうか。

・教育事務所の再編に際し、特に懸念された（されている）問題があれば教えてください。

・もしそうした懸念された（懸念されている）問題がある場合、その問題を改善するために何か必要

な方策等を考えられているでしょうか？

３．教育事務所再編に伴う効果や市町村教育委員会の変化について

・教育事務所の再編に伴い、市町村教育委員会では事務局体制や学校支援業務等で何か新たな見直し

や対応等が行われた（行われている）のでしょうか。

４．県教育庁の指導主事・管理主事と県内市町村（教委）における指導主事について

・県教育庁の指導主事・管理主事の配置数と県内市町村教育委員会毎の指導主事の配置数とその形態

（派遣か、充てか、市町村割愛＝独自財源か等）を教えてください。

・どのようなキャリア（経歴，経験年数）の教員が指導主事・管理主事に任用されているのでしょう

か

・指導主事・管理主事の研修等はどのようにおこなわれているのでしょうか？

・県教育庁の指導主事と市町村教委の指導主事のそれぞれの役割と連携等はどのように行われている

のでしょうか

【小川（聞き手）】 お忙しいときに、どうもす

みません。ありがとうございました。メールで

もちょっとお伝えしたんですけれども、一応、

去年から国の研究費をもらって、この研究、共

同で大体 10名ぐらいの方とやってるんですが。

やはり地方分権改革の目玉の中で、特に市町村

合併、佐賀県も 50 市町村から 20……というこ

とで、市町村合併とか、あと県の行財政の改革

の動きもあって、全国的に事務所の廃止とか再

編というのは広がっていく中で、県と市町村の

いろんな権限とか見直しが進んでるんですよね。

ただ、県によって全然事情が違うので、表れ方

が全然違いますので、これから総選挙終わった

後、恐らく教育委員会制度廃止含めて、教育委

員会制度自体はかなりドラスティックに動くと

思うんですけども、ただ、その前提で県と市町

村の問題、県と市町村の関係というのはまだ不

透明なんですけども、恐らく教育委員会のそう

いう議論に絡めて、もう１度、地方教育行政の

在り方の議論というのは、政府レベルで議論さ

れるかと思うんですね。ですから、その辺のと

ころ、どう考えていったらいいのかというのが、

市町村、県ごとに全然事情が違うので、強引に

全国一律の制度設計しても難しいので、恐らく
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幾つか類型でいろんな条件整備していくこと

になると思うんですが。

そういうことをいろいろ考えるということ

で、去年から事務所廃止した県と、もともと事

務所のない県と、佐賀のように再編で今、動い

てるところという、１県ずつヒアリングお願い

して、聞いているところなんです。ぜひ、今日

またいろいろ教えていただければと思います。

よろしくお願いします。

【志岐】 よろしくお願いします。

【小川】 私たちの聞きたい基本的なことは、

お送りしたこういう内容でありますので、最初、

大きな１、２、３、４で一応、お話伺って、そ

の後にまた私たちのほうから、分からないこと

質問させていただくっていうふうなことで、進

めさせていただければと思うんですが。

【志岐】 そうですね。承知しました。私、県

教育委員会副教育長の志岐と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。

【小川】 よろしくお願いします。

【志岐】 今日はそれぞれ関係課からまいって

おります。佐賀県教育委員会の中に企画経営グ

ループという、組織の名称だけではなかなか分

かりにくいっていうのがあろうかと思います

けど、私どものほうで組織、人事あるいは予算、

こういったものを所管しておりまして、教育事

務所の再編についても、私ども企画経営グルー

プのほうで担当させていただいています。隣に

おりますのは水田副課長です。今日、また関係

課として、人事を担当してます教職員課の。

【白坂】 白坂と申します。

【小川】 よろしくお願いいたします。

【志岐】 学校教育関係を担当してるのは。

【生江】 ……担当の生江です。

【志岐】 以上で対応させていただきたいと思

います。

【小川】 よろしくお願いします。

【志岐】 ご質問の件にお答えさせていただき

たいと思いますけども、教育事務所の設置は各

県によってまちまちですよね。先生方はもうご

承知のとおりでありまして。佐賀県が昭和 31

年に現在の５事務所体制になっております。こ

のプレスリリースの資料の裏面を見ていただ

きますと、佐賀県の地図がありまして、再編前

の５事務所体制が上で、それを下のほうに２事

務所と１支所という体制に今回、再編をしたと

いうわけであります。県の規模としては、他県

に比べてちっぽけな、コンパクトな県の構成に

なっておりますので、県の現地機関、出先機関

というのは事務局のほうにおいても、５ないし

３とか、大体これぐらいの規模で県内を５、６

なり、３、６ぐらいに分けて所管してるという

のは実情でして、佐賀の場合にはもう 50 年以

上、この５事務所体制でやってきたわけですけ

れども、まず背景あたりからの話を申し上げた

ほうがいいと思うんですよね。

佐賀県においては、こういう出先機関、われ

われ現地機関と呼んでますけども、現地機関の

見直しについては、ずっと前からその在り方に

ついて検討をやってきておりました。この教育

事務所に関しても、平成 16 年あたりから、事

務局を中心とした全庁的な現地機関の在り方

についての検討を行ってきてたわけですね。そ

ういう中でこの教育事務所についても、もう 50

年以上たつというふうなことで、こんにち的に

はどうなのかというふうな検討をやってきて

おりました。

ちょうどその時期には、最終的には平成 19

年に地教行法が改正されましたけども、やはり

地方分権という大きな時代の変化なり、要請っ

ていうのが、１つ底流としてあったのかなとい

うふうに思っております。そういう状況の中で、

市・町の教育委員会の体制というのが非常に脆

弱といいますか、実際に指導主事の配置にして

も、今なお指導主事の配置がゼロという市・町

もありますけれども、一部の市・町を除けば、

指導主事の配置を取ってみても非常に脆弱な

体制で、そういう中で教育課題というのは、い

ろいろ複雑多岐にわたって、より専門的な、高

度な対応が必要になってると。

それはもう学力向上はじめ、不登校、いじめ、

特別支援教育、そしていろんな危機管理事象へ

の対応と、なかなか市・町教育委員会の対応と

いうのが、そういった非常にニーズが高まって

る中で、十分な体制が取れてなかったというの

があります。それと、地教行法の改正によって、

市・町教育委員会に指導主事を置くということ

が規定として盛り込まれました。その前には充

て指を配置してたわけですね。19 年までは 11

名、充て指を配置してましたけれども、それを

法改正を受けた形で、20年度には全員もう県の

ほうに引き揚げました。

そういった状況の中で、平成 18年度の後半、

平成 19 年３月ぐらいから、具体的に教育事務

所の再編の話を、市・町教育委員会と協議する

ようになったわけですね。時代背景としては地

方分権の流れがありましたし、そして地教行法

の改正を受けた形で、指導主事、充て指を引き
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揚げるというような状況の中にあって、やはり

再編の話を持ち出したときには、相当強い抵抗

がありました。市・町教育委員会から。

これは市・町のほうからの要請ということじ

ゃなくて、県のほうが県と市・町との関係で、

さまざまな教育課題への対応を考えたときに、

県のほうでより高度で専門的な支援を行って

いく必要があろうというふうなことで、あくま

で支援機能の強化という目的、狙いでこの再編

についての検討を始め、なおかつそういう方向

性で市・町と協議は進めてきました。

また、その一方で、県のほうでは平成 19 年

に行財政改革緊急プログラムと、行革のための

プログラムを平成 19 年につくりまして、その

中で当然、現地機関の在り方、厳しい行革です

ね。職員の削減を含めた現地機関の在り方につ

いて、検討会を進めるようになりました。です

から、ちょうどそういう状況と重なったもので

すから、知事部局のほうでは現地機関を例えば

縮小するとか、それに伴って職員数を減らすと。

よりコンパクトな県の組織をつくっていくと

いう、行財政改革緊急プログラムが始まったも

のですから、それと、じゃあもともと教育委員

会が考えてた機能強化のための教育事務所の

再編というのを、どう折り合いつけるかという

ことで、しばらく内部で調整をする時間があり

ました。

一番最初は 20 年に再編しますよって言って

たのが、１年延びて 21年に、さらにその 21年

というのも、今のような行革と重なったもので

すから、内部調整に時間かかって、22年にやり

ましょうということになってたんですよ。１年、

１年延びて、22年の４月にやりましょうかとい

うふうなことで、市・町との話もついてたんで

すね。実際には、いろいろ何度も何度も、市・

町との協議をやって、最終的には 21 年の８月

に、市・町のほうから文書回答をいただきまし

た。県が進める教育事務所の再編については、

もう理解したと。それまでは一部の市・町から

は反対の声が上がってました。特に身近な教育

事務所が遠くになると。例えば、県の一番の東

の端とか、南西部、南東部のほうは、事務所が

この地図で言いますと、三神教育事務所がある

ところのエリアは、今回、佐賀市のほうに東部

教育事務所ということで再編しましたので、東

部のほうから遠くなると。それと県の西部、南

部ですね。藤津教育事務所というのがあったわ

けですけども、これが西部教育事務所というこ

とで、武雄市のほうに本所のほうが移りました

ので、やはり距離的に遠くなるというところか

ら、特に反対の声が強く上がってまして、最後

の最後まで強く抵抗されてました。

ただ、最終的には市・町教育委員会の皆さん

集まって、協議を重ねられて、県の教育事務所

の再編については、新機能強化のためというこ

とについてはご理解をいただいて、21年の８月

に市・町教育長連合会名で理解したと。了解と

いう文書回答いただきました。

そのときに幾つか条件は付けられましたけ

れども、条件というのはあくまで市・町に対す

る支援機能強化という、その目的をしっかりや

ってくれという内容だったものですから、それ

については現に今回の再編においては、いろい

ろ条件付けられたことに対しては、１つ１つ確

実に実現できたかなというふうには思ってお

ります。

それで 21 年の８月に合意が得られたもので

すから、じゃ、22年の４月にやろうかというこ

とで準備を進めておりました。ところが、21年

の８月から９月にかけて政権交代がありまし

て、民主党のマニフェストの中で、教育事務所

の廃止を含めた抜本的な見直しを行うという

ことがうたわれたものですから、そうすると、

教育事務所の在り方そのものが変わるなとい

うことで、無用な混乱を招くことになりはしな

いかというふうなことで、民主党のマニフェス

トを受けた形で、この教育事務所の再編計画に

ついては、計画は維持しながら凍結するという

ことを表明させていただきました。

ですから、一番最初に 20 年にやる、次、21

年にやる、22年にやろうかというふうに表明し

てた矢先に、そういった民主党の政権交代があ

ったものですから、それからまた再編の時期が

延び延びになって、最終的に今年の 10 月にな

ったということです。ですから、もう再編の話

が動き出して５年ぐらいたつわけですね。

それで、最終的にどういう目的で教育事務所

の再編をやるかっていうことについては、お手

元の資料の３枚ほどめくっていただいて、「教

育事務所の再編について」というタイトルで、

これは６月５日に県のほうから、市・町教育委

員会。

【白坂】 11ページ。

【志岐】 11、12ですね。ちょっとすみません。

６月５日。このペーパーで市・町教育委員会に

対して、本年 10 月１日付で再編をする計画だ

ということで、説明した資料です。右下のほう

に 12 というページ数を打ってますけども、こ
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こにいろんな教育課題に対応するために、県の

市・町に対する支援機能の強化のために教育事

務所の再編をやりますよという、意義、目的を

整理させていただいてます。文字にしたのが、

右のほうの上の 13ページのところに、「再編の

基本的な考え方」ということで、簡単に整理さ

せていただいております。さまざまな教育課題

に加えて、新たなこんにち的な課題にも、適切

かつ機能的に対応するために、専門性を高め、

支援機能を強化するということで、５事務所体

制を見直すということで説明をし、これで理解

をいただいたところです。

あと大まかに、再編後の庁舎をどうするかと

いうことと、再編後のそれぞれの事務所の内部

組織体制をどうするかということで、概略をま

とめて、そしてなおかつ再編後、市・町に対す

る支援はどうなるのかということについてご

理解いただくために、こちらのほうの考え方を

お示ししたところです。実質、もうこれで計画

を示して、最終的な了解を得たということにな

ります。21 年の８月に文書回答をもらった後、

３年近く経過したものですから、あらためて計

画の骨子を示して了解いただいたということ

になります。

【小川】 はい、分かりました。

【志岐】 もう何回も何回もですから、協議を

重ね、計画を決定した後も丁寧にこちらの考え

方を示して、少しでも不安を和らげていただく

ように、払拭してもらうために、われわれとし

ては最善の努力を重ねてきたというところで

す。まず、ちょっと。

【小川】 じゃ、まず最初、この質問項目で言

えば、１の事務所の再編の背景と目的について、

今お話伺ったんで、それに関して、まず皆さん

のほうから追加質問があれば。

じゃ、最初、私のほうからよろしいですか。

最初に平成 20 年に充て指導主事を全部、市・

町から引き揚げたっていう話ありましたけど

も、それに対応して地教行法改正でも、既存自

治体、全部、指導主事置きなさいという、そう

いう規定もあったんですけども、市町村では独

自に指導主事配置というのは、それ以降、どの

程度進んだんでしょうか。

【志岐】 基本的には変わってないですね。

【白坂】 そうですね。19年度には、市・町が

いわゆる市費で雇ってるのが 18 人でありまし

た。

【小川】 全市町村で。

【白坂】 はい。20年度になりますと、それが

29名という状況になって、もう少しさかのぼっ

ていきますと、平成 15 年度には市・町が独自

で雇ってるのが２名だったと。

【小川】 ２名。

【白坂】 はい。県のほうから、その平成 15

年当時は 14名を派遣しておりました。

【小川】 14名派遣。それで平成 19年が 18。

【白坂】 はい。いわゆる市・町の教育委員会

の学校教育課長だとかは、もう派遣をしてたわ

けなんですが、いわゆる指導主事。

【小川】 指導主事だけで、18。それで、今。

【白坂】 現在。

【－－】 現在の人は、今、お手元の一番最後

の配布資料。

【白坂】 今、32。

【小川】 32ですか。現在、32。そうすると全

部で今、25ぐらいでしたっけ。市町村。

【白坂】 20市町村。

【小川】 23ですか。

【白坂】 20です。

【小川】 20か。

【志岐】 はい。

【小川】 それで全市・町。

【志岐】 これ。20市・町の配置状況ですね。

【小川】 はい。分かりました。ありがとうご

ざいました。

それと僕たちもこの間、事務所廃止とか再編

のいろいろ県の事情、お話伺ってきたら、確か

に教育行政も分権改革の流れの１つの契機で

すけれども、やはり多くが県の行財政改革で、

かなり厳しい教育行政の職員の削減というの

を打ち出されて、その影響がすごく強かったの

かなという印象を持ったんですけども、これま

で。ちょっとその点でお伺いしたいんですけど、

平成 19 年度から行財政の改革のプログラムが

進んで、その中で現地機関の在り方等々も、教

育事務所の在り方も含めて、知事部局も含めて

検討があったという話ですけど、例えば、職員

数の削減ということにかかわっては、教育行政

分野ではどれくらいの削減数なんか、県のほう

からは。

【志岐】 結果的に教育事務所は全然減らして

ないんですよね。減らしてないんですけれども、

教育委員会を含めて、県全体でそのプログラム

期間中、大幅な職員数の削減やりまして、最初

に何人やったかな。何人決めたかな。その辺、

何百人やったかな。

【白坂】 職員数削減と給与カットもですね。

【小川】 給与カット。
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【志岐】 20 年から 22 年まで給与カット。職

員数の削減数はちょっと正確な数字は。当然、

この教育委員会事務局も本庁も、知事部局と合

わせて職員数の削減には取り組んできました。

ですから、県庁全体では相当数減ってるんです

よ。何百人規模ということで。この３年間、４

年間の間に。先ほど申し上げたんですけども、

そういうプログラムが一方で平行して進んで

たものですから、当然、教育事務所の再編とい

うことになれば、それも職員の削減を伴っての

見直しじゃないのかと、見直しをすべきだとい

う知事部局からの投げ掛けがあったわけです

ね。

ところが、一番最初のこちらのほうの再編の

狙いとしては、いわゆる行革、マイナス面が非

常に強い、人を減らすための行革ということじ

ゃなくて、あくまで市・町に対する支援機能強

化だと。市・町のほうでは、学校に対して日常

的な指導、支援はしてきてますけれども、より

専門性の高い、高度な支援ということになると、

なかなか市・町では十分な指導はできないとい

うふうなことで、やっぱりそれは県が見直すべ

きだろうということで、支援機能の強化という

のを当初からの狙いにしてましたので、それと

は路線、別なんだよという内部調整にしばらく

時間かかったわけですけど。

【小川】 なるほど。

【志岐】 それで、先ほど見ていただいた資料

の中にも書いてるんですけども、１枚めくって

いただいたところには、職員総数 45 名を維持

するということで、よく言われてる行革の一環

で、この教育事務所の再編やるわけじゃないん

だよということを、最後の最後まで市・町教育

委員会のほうにはそれを示し、そういうことで

理解をしてもらった。そうするとスケールメリ

ットが生かされて、もともと小規模な教育事務

所の機能強化になると。例えば、10 足す 10 で

20になれば、当然、専門性も高まりますよねと。

職員数は厚くなるしという本来のスケールメ

リットが生かせるということで、理解もしても

らったわけですね。

【小川】 ５事務所を２つと１支部に再編する

という、そういうふうなこと以外のほかの選択

肢みたいなのも、何か議論あったんでしょうか。

【志岐】 結果的には、19年に今のこの２事務

所、１支所体制というのが骨格ができて、それ

以降、その基本的な形では見直しをしてないん

ですね。基本的には５事務所では１事務所、８

ないし９名ぐらい、８名から 10 名ぐらいだっ

たものですから、どうしてもその体制で専門性

を高めるというのは限界があって、これはやっ

ぱり幾つか束ねる必要があろうと。大きくは５

事務所、２つの本所を 11 に分けましょうと。

ただ、唐津を中心とする東のほうの東松浦地区

については、離島とかがあったり、小規模な学

校が多いということで、そこから完全に事務所

を遠ざけてしまうと、日常的な業務に支障を来

すんじゃなかろうかと。どうしても学校の体制

が弱いですよね。小規模であるがゆえに。そう

すると日常的な支援業務も必要であろうとい

うふうなことで、そこには本所と別に、本所の

下にぶら下げる支所を置きましょうというこ

とで、当初から２本所と１支所ということで、

この体制については考え方をまとめて、それで

ずっと説明してまいりました。

【小川】 じゃあその詳しいのはまた後で、お

話をお伺いするとして。まず、事務所再編の背

景とその動きについて、そのほか追加質問ござ

いますか。

【聞き手Ａ】 １つだけ。10月１日という実施

スタートって、何か特別な意味があったんです

か。４月１日ではなくて。

【－－】 人事異動ですね。作業がもう１月ぐ

らいから始まって、３月末まで入っているもの

ですから、できるだけ混乱を避けるということ

で。

【志岐】 ３月いっぱいで人事異動の作業が完

結、終わるわけではなくて、その後、また５月

に向けての年次異動の最後が残ってるもので

すから。

【聞き手Ａ】 なるほど。

【志岐】 年度中とかであると、なかなか人を

動かすという点でも難しい面があって、やりに

くい面があるんですけども、後で資料を見てい

ただければ分かるとおり、10月１日付と、また

来年の４月１日付と、２段階で再編をやろうと

いうことになりまして、まだ完成したわけじゃ

ないですよね。一応、看板の付け替えと、わず

かに１名の職員の異動、配置替えはしましたけ

れども、実質的なメンバーの入れ替えだとか、

適性配置は来年４月と。

【聞き手Ａ】 なるほど。ありがとうございま

す。

【小川】 ほかの県のいろんな事情を聞いてき

たら、佐賀県の場合には県と市・町の話し合い

がかなり丁寧になされているなというのを、今、

聞いたんですけど、大体ほかのところはトップ

ダウンで、今お話聞いたら、結構、佐賀県でも
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そういう話し合いでも、市・町からいろんな要

望とか反対あったんですけど、最後、平成 21

年ですか、８月に市・町連合会のほうから了解

いただいた。最後のポイントは５事務所の総職

員総数、55は維持するというところが、最後の

了解いただいたポイントだったんでしょうか。

【志岐】 そうですね。それとやっぱり人事面

もあるわけでしょう。ちょっと人事面は白坂の

ほうからお話ししたいと思いますけど。

【白坂】 人事がそれまでは５教育事務所体制

で、それぞれ事務所の所長が中心になって管内

の配置等やっていたわけですね。これは再編し

たら、まず１つ不安があったのは、事務所の所

長が１人になりますので、本当にそれで相談が

できるのかどうかっていうのが、非常に不安が

ありました。人事異動については、当面、旧教

育事務所の管轄の区割りを、そのまま担当者を

配置をしますと。同じ教育事務所の中であって

も、佐城担当、それから三神担当というような、

そういうのが所長あるいは副所長が別々に担

当するというふうなシステムをつくって、それ

でだいぶ安心はされたという状況です。

【小川】 なるほど。

【白坂】 一番の心配事は。

【志岐】 それです。

【小川】 じゃ、それは後でまた人事のところ

でお伺いしてみたいと思いますので。なるほど。

いいですか。川上さん、どうですか。じゃ、あ

りがとうございました。

じゃあ具体的に、事務所の再編に伴う県の教

育長と、あと事務所、市町村の教委の事務局体

制の整備ですね。これについてまず、お話しい

ただければと思います。

【志岐】 大きな２番のほうでよろしいですよ

ね。

【小川】 よろしくお願いいたします。

【志岐】 お手元の資料をご覧いただきたいと

思います。１枚めくっていただいて、レジュメ

ナンバーの５、６あたりを見ていただければと

思いますけども。右のほうですね。もともとそ

れぞれの事務所が、小さいところをはじめ、大

きいところで 10 名ぐらいの小規模な組織体だ

ったわけですけども、これを東部のほうは 19

名の、西部のほうは支所まで含めて 26 名とい

う体制で、それなりの陣容を備えた組織に再編

をいたしました。ということで、再編前は１つ

の事務所の中に、特に担当だとか係というのは

設けなくて、職務を遂行したわけですけども、

少し大きな組織になったものですから、より専

門性の高い支援を行うという目的の下に、所内

の業務分担を明確にしようということで、内部

体制の整理もさせていただきました。

所長がいて、その下に副所長を兼ねる教育指

導官と。でも年度中の異動だったものですから、

所長を格下げするわけにはいかんものですか

ら、処遇のほうでも工夫をいたしまして、所長

と同格の教育指導官という新たな職を設けま

した。教育指導官が、仮称ということにしてま

すけども、これはもう正式決定です、副所長を

兼ねております。そして、その下に３つの担当

を設けまして、上から危機管理事象等への対応、

あと企画関係ですね。２つ目に学校経営担当と

いうことで、ここは人事を主として担当する部

署です。３つ目に学校教育担当ということで、

学力向上だとか、それぞれの教科担当を配置し

てるという、こういう体制に再編をいたしまし

た。

それとは別に、本所の下に置いた支所には、

学校経営担当と学校教育担当というふうに２

つのラインを設けたというふうな形で、整理を

させていただいております。

再編から２カ月近くが経過したわけですけ

ども、１カ月後の 10 月末から 11 月にかけて、

市・町教育委員会に対してアンケート調査をい

たしました。再編後の事務所に対する感想なり、

評価をもらって、まだ十分でないところは改善

していきますというふうなことでアンケート

したところ、特に学校訪問ですね。学校訪問と

いうのはこの組織でいいますと、学校教育担当

が担当するわけですけども、それについては従

来よりも事前の準備からを含めて、これまで以

上にきめ細かな指導、支援をしてもらってると

いうことで、その点については非常に評価をい

ただいております。その辺、ちょっと本村先生。

【本村】 はい。この一覧表のですね。

【志岐】 いや。

【本村】 こっちですね。分かりました。こち

らの県としては学校訪問、それから教育事務所

の学校訪問というのを年間数校、位置付けてお

りまして、その中で学校の指導、学習指導要領

等、学校運営とも合わせて訪問しております。

その際には、直接の管理者である市・町教育委

員会と一緒に全部出向いて、一緒に指導をする

という体制を取っております。先ほど、志岐副

教育長からございましたように、学校の課題と

いうのが近年高まっている。特に不登校管理等、

それから学力向上等で、学校からの要請という

のが非常に数多くありまして、この教育事務所
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のそれぞれ各教科、危機管理、生徒指導等担当

しておりますが、多いところで年間 300回以上、

学校訪問、要請訪問なんですが、そういったこ

とに対応してると。

それと共に、先ほど申しました定期的な学校

訪問も合わせてやっているというふうなこと

で、従来よりも増して、非常に学校からのニー

ズが高まってきてるということで、先ほどの話

にあったとおりでございます。

【白坂】 東部教育事務所が 10月に再編して、

１カ月間でもう 160 件ぐらい訪問したりして、

西部教育事務所が 130数件、かなりの回数、出

ていってるという状況です。

【志岐】 話がいろいろ飛んで恐縮ですけど、

やはり事務所までの距離が遠くなるという

市・町からは、もともとそのことが非常に問題

だという指摘もあったものですから、今回の教

育事務所の再編に当たっては、そういった不安

を解消する意味でも、事務所のほうから市・町

に出向きますよということを基本として、いろ

んな支援を行っていきますと。その一番代表的

なものが、今の学校訪問なんですけれども、わ

ざわざ市・町から教育事務所に来てもらうこと

なく、こちらのほうが出向いていきますという

ふうな姿勢で、今、支援をやってます。そのこ

とに対して、われわれは事前に申し上げてたこ

とが着実に実行できてるものですから、そこは

評価をいただいているのかなというふうに思

ってます。

もともと、やっぱり県と市・町だと、その信

頼関係ないことには、いくら教育事務所でこち

らのほうが体制整備しても意味がないもので

すから、事前の相談協議の段階から、とにかく

事務所の再編については市・町のほうに理解を

得るということをやるまで、丁寧に説明してい

こうということで、回数をずっと重ねてきて、

こんにちに至ったということです。そのあたり

の考え方は、ページ数でいきますと 16 ページ

のところに、「再編後の市・町教育委員会の支

援」ということで、基本的な考え方をここに整

理させていただいてます。

【小川】 じゃ、こちらのほうから質問よろし

いですか。最初、僕のほうで聞いて。事務所、

５つから２つにしたことによって、東と西と支

部の人的構成は分かったんですけども、県の教

育庁の本体のほうの組織替えとか、人数の再編

成というのはあったんですか。

【志岐】 いえ、それは。

【小川】 それは全くなくて。

【志岐】 ないです。

【小川】 あと、市町村のほうでこの事務所配

置、事務所を５つから２つ、１支部にしたこと

によって、県内の市町村のほうで何かそれに対

応した動きで、特に特徴的なものが、もしもあ

れば。

【志岐】 聞いてないですね。先ほどの指導主

事の関係については、再編を機にということは

ないですね。

【小川】 あと指導主事以外に、例えば市・町

の学校の教育課長さんを県から。

【白坂】 派遣とか、何かそういったのはござ

いませんですね。

【小川】 例えば、そういうのは再編以降、増

えてるとかっていうこともないですか。

【白坂】 ないですね。平成 20 年度に市・町

から引き揚げ完了したその時点で、市・町のほ

うの自立性ということでお願いして、課長を据

えたりというようなことはございましたけれ

ど、それ以降はありません。

【小川】 じゃ、恐らく事務所から市・町への

支援のあれの１つは、学校支援業務と、もう１

つは人事の大きな２つあるので、最初じゃあ、

どうしようか。学校支援業務のほうで何かあれ

ば。

【聞き手Ｂ】 よろしいですか。再編が進む２

年ぐらい前に、ちょっとわがままなお願いして、

５つの教育事務所でお話を聞かせていただい

たことがあったんですが、その際の学校支援の

話、だいぶここ何年で手厚くして頑張ってます

というお話の中で、例えば授業の支援に行きま

すというときに、教科とかである程度ばらつき

というか、むらというか、やはり要請の多い教

科と、あまり要請のない教科がありますという

ような話をされていたんです。

今回、年度途中で再編をされて、そのときも

やはり全教科とか広い領域で、それぞれ担当の

先生が教育事務所にいらっしゃる形にするの

が、支援能力の強化であるというようなお話を

されてたんですが、この 10 月の再編の際に、

その前だと各事務所で幾つかの教科、領域で、

担当の先生を置かれていたと思うんですが、た

だ、その枠付けると被ってくる部分とか、くっ

つけたけど穴がある部分とかが出てきてしま

うのではないかなというふうに、ちょっと思っ

たんですが、その辺の調整って事前にされてい

たようなものなんでしょうか。

【白坂】 実は 24 年の４月１日付の人事異動

で、先を見越したような形で、可能なところで
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教科の調整を行っていました。ただ、おっしゃ

るように、１回の異動でできるかというと、そ

ういう状況にはありませんで。現在は、例えば

数学が２名いるというような状況、そういうの

もございます。それを今度、25年の４月１日付

の異動で調整をしていくという計画でおりま

す。

【志岐】 学校訪問のチーム編成も、再編によ

って、より何か専門性高めるような編成ができ

るようになってるわけでしょう。

【小川】 つまり事務所が 19とか 26だと、専

門の指導主事をすべて配置できるとか。

【志岐】 そういうのは。

【白坂】 教科はすべて配置ができたというこ

とです。ただ、小学校の算数とか中学校の数学

とかいうところまではいってませんけど、数学、

算数ということで１人っていう、そういう配置

はできます。

【小川】 事務所でそういう指導主事の学校支

援業務がかなり充実してくると、市・町の指導

主事の仕事の在り方というのは、従来と変わっ

てくるように思うんですが、その辺は何か変化

があるのか。それと、事務所の指導主事と市・

町の指導主事の役割分担みたいなのは、どうい

うふうにして今、進められてるんでしょうか。

【白坂】 事務所管内はあくまでも管内の教育

課題に対しての指導ということを主にしてる

わけですけれど、市・町の指導主事さん方は教

育委員会内の指導を継続的に、またそれをやっ

ていただくと。１つの事務所管内に 100校以上

の学校ございますので、機能強化になったとい

っても、全部が全部、継続的にずっとやってい

くっていうのは無理がございます。市・町は

市・町でまたそういう指導を踏まえながら、継

続していくというような考え方ですね。

【小川】 市・町の指導主事の育成とか人事の

在り方なんかも、こういう事務所再編でもって

変わってきた面は何かございますか。あと留意

するようなこととか。

【白坂】 これまでも例えば、市・町の指導主

事さんというのは単数配置っていうのが結構

ありまして、そういう面では質をですね。全く

の経験がない方を配置するというふうになり

ますと支障が生じるということから、例えば事

務所の指導主事の経験者を市・町に配置をする

というようなことなんかも、結構やっていって

ます。ただ、全く現場から、学校から配置をす

るという状況もございますので、そういった場

合も含めて、指導主事の質の向上ということで、

研修会をやったりとか。特に再編があって、余

力といいますか、力がついておりますので、事

務所から市・町の教育委員会の指導主事さんた

ちの指導というのを中に入れて、学校支援だけ

ではなくてですね。

【小川】 和歌山にも行ったとき、事務所、あ

そこ廃止だったんですけども、それでもって市

町村に指導主事をちゃんと置けっていうふう

に、県のほうで指導したんだけども、あそこは

市町村合併が中途半端に終わってしまって、そ

れでもってきちっと置けない小さな町も結構

あったんですけども、１、２配置というの、結

構多くて、そのときに１、２配置のところはそ

ういう研修といっても、なかなか自分１人でで

きないからということで、複数の町が連動して

何かそういう研修会やったり、あと自分の得意

なところについては、ほかの町に行って学校支

援やるとかという、そういう新しい動きが和歌

山なんかで事務所廃止の後に生まれてたんで

すけども、そういう事務所と市・町の関係のほ

かに、佐賀県内の市・町の横のほうの、そうい

う動きみたいなのは何かあるんですか。

【白坂】 市・町が連合してて連携しながらっ

ていうのは、それはまだ聞いたことないですけ

れど、ただ、教育事務所が単科の教育委員会の

指導主事を集めて研修会をやる、あるいは指導

するっていうのは、これはもうどんどん出てき

ております。

【小川】 それはもう事務所再編の以前から、

それはやられてて。

【白坂】 以前からです。こちらとしても市・

町から指導主事の派遣を依頼されたときには、

先ほど言いましたように、経験者をできるだけ

当初は入れていくというような状態です。

【小川】 ほかにどうですか。学校支援業務の

点で。

【聞き手Ａ】 すみません。ちょっと。

【小川】 はい。

【聞き手Ｃ】 先ほど、人員の調整、重複して

る教科についての調整を行っているというふ

うにおっしゃってましたが、５ページにある調

整中というのは、45名という枠は守るけれども、

その中で重複を解消する、……。

【白坂】 人の入れ替えっていうことだけです

ね。

【志岐】 この 45 名という職員総数は少なく

とも再編を機に、いわゆる行革として職員数を

減らすものではないということですので、これ

から先、また状況が、数年前のような行財政研
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究プログラムを策定して、新たなそういう行革

に県全体として取り組まないといけないって

いう状況になったときには、この 45 名という

のは本当に維持できるかという保証はないん

ですけども、少なくとも再編計画においては、

人を減らすという計画方針を持ってないとい

うことを内外にこれでお示しをしてると。現に

45名、今現在、維持してるということです。で

すから当面はこの数でいけると思うんですけ

ども、先々どうなるかというのは、これは保証

はできないですね。

【小川】 あと、今、学校のそういう授業の支

援の話あったんですけど、もう１つ、県の事務

所が従来やってたいろんな給与とか、いろんな

学校事務関係のあれですよね。それは、名前出

しちゃいけないよね。事務の方とちょっと知り

合いの方いらして、きのうの夜、事前勉強じゃ

ないですけども、そういう学校事務処理のレベ

ルでは、どういうふうに再編の以降、変化があ

ったのかとかって話聞いたんですけども、きの

うの話だと、もう学校事務等々の見直しという

のも、事務所再編、はるか前からかなり計画的

にやられてきてたっていう話伺ったんですけ

ど。

【白坂】 共同実施の分でいきますと、研究を

始めたのは平成 12 年から始めてます。14 年か

ら国の加配もいただきながら、事務、共同実施

関係を進めておりまして、平成 20 年度からは

県下全域でスタートいたしました。現在は県内

に 45 共同実施グループを編成し、そこに管理

職の事務長を、39名ですけれど配置をして進め

ているところです。

【小川】 学校事務関係で言えば、この事務所

廃止にかかわって、特に見直したところは何も

ないんですね。

【白坂】 ないです。

【小川】 分かりました。それにかかわって何

か。

【聞き手Ａ】 特に、その点は。その話を聞く

と、当初から給与事務とか旅費とか、そういう

ようなものは、もう既に本庁一括に変わってし

まってるということですよね。

【志岐】 そうですね。

【聞き手Ａ】 だから、教育事務所にはもう指

導機能がメーンだっていうことですよね。

【志岐】 はい。処遇しかないですね。

【聞き手Ａ】 そこで１つお聞きしたいのは、

佐賀は伝統的に社会教育関係の機能っていう

のは、事務所には割り当ててなかったんですか。

【志岐】 かつてはありました。かつては社会

教育主事を配置してたんですね。それを、現在

はもう配置してないということです。ただ、機

能としては、例えばＰＴＡの関係だとか、子ど

もクラブだとか。

【白坂】 その手の主張はいくらかは事務所が

してます。

【聞き手Ａ】 それはどの辺のラインで担当す

ることに。企画とかですか。

【白坂】 今、入ってるのは、一部指導主事が

これまでの流れの中で担当してるものが、その

まま引き継いでるっていう状況です。この中で

言うと、本当は学校経営支援とかになるんでし

ょうかね。

【聞き手Ａ】 分かりました。ありがとうござ

います。

【小川】 じゃ、人事の件でよろしいでしょう

か。川上さん。

【川上】 そこに勤めてる関係で、正直、聞き

にくいところはあるんですが。先ほど、事務所

の体制が変わられても、人事の基本的なブロッ

クというか、地域割りが変わられないというお

話をされてたんですが、これ、もうちょっと先

には２事務所体制にしていこうかなというよ

うな、何か予定ではないですけど、構想みたい

なものというのはおありなんでしょうか。

【白坂】 具体的に何年をめどにとか、そうい

った先々で変えるという明確なビジョンとい

うのは、今、持ち合わせていないわけなんです

が、ただ、全く今までのとおりでいいかという

と、そうでもないようにちょっと思ってるんで

すね。現在、県内で人の動きっていうのが非常

に大きな動きがあるわけで、例えば佐城、三神

という東のほうから佐城を中心として、先ほど

見た北部支所のほうに、絶対数の教員が少ない

んですよね。そちらのほうにぐーっと流れて、

また４年、５年たったら戻ってくるというよう

な。じゃ、佐城から行ったら、今度はそこに三

神地区からまたこっちから入るとか、あるいは

杵西教育事務所管内、以前のですね、そっちか

らの流れで。もう大きな流れが今ちょっとでき

ておりまして、その流れを今後どういうふうに

つくっていくかっていう、そのことをまず基本

的に考えていかないと、表面上の事務処理の体

制だけの区割りというのはちょっとあんまり、

本県の教育の根幹になる部分でありますので、

慎重に検討していかんといかんかなと思って

ます。

【川上】 それと、この先、１月にまたそれぞ
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れの事務所さんのほうにお伺いする予定でい

るんですが、そのときに聞けばいいことなのか

もしれないんですが、以前、５事務所でお話を

聞いてたときには、先ほどお話あったように、

指導系、管理系という言い方でいいのか、担当

分けがそれほどかっちり分かれてる感じでは

なかった印象で、結局何かというと、教科担当

して学校回られてる中で、それぞれの学校で、

ここの先生にはこんな人がいる……、人となり

の情報を収集してこられて、教育事務所の中で

情報共有してというような流れがあったかの

ような印象を持っていたんですが、これ、再編

して大所帯になってしまうと、その辺の共有と

いうのがどういうふうに変わっていくのかな

というのを少しちょっと、小規模だからできた

情報共有みたいなものが、もしかしたらあるの

かなというような気がして、その辺というのは

何かお考えになってることはありますか。

【白坂】 ６ページ、シートの６番になります

けれど、この学校経営担当は、ここのところが

人事を扱うという形になるわけなんですけれ

ど。所内では人事異動をするときには、具体的

には作業等を進めていく中で、現在、ここのと

ころは管理主任とか管理主事が入っているわ

けなんですが、このものだけでは事務作業はカ

バーできないですね。ある面、配置にかかわる

情報を元に、基本的な作業については指導主事

の応援も入れていく状況がございます。ですか

ら、所内では、例えばどの学校にはどんな人材

がいるような状況とか、学校がどういう状況で

あるとか、そういったのは十分、情報共有はで

きるんじゃないかなっていうふうに思ってお

ります。

【川上】 それはもう統合して大きくなっても、

基本的なやり方は変わらないと。

【白坂】 基本的には当面、旧教育事務所の担

当……が起こる人事異動についてはしてます

ので、基本的にはもう。

【川上】 それともう１つ、いつか聞きたいな

と思って。もともと教職員……の研究をさせて

いただいてたんですが、なかなかあそこに勤め

て、ここで聞くのは聞きにくいことで、聞けず

に今までいたんですが。基本的には異動の事務

というのは、それぞれの事務所で完結してされ

ていたような形なんでしょうか。本庁のほうの

人事関係がかなり異動案までつくられる印象

なのか。幾つかの県を、この間ずっと調査をさ

せていただいてて、教育事務所で大体の素案を

つくって、本庁に上げてきてというパターンも

あれば、本庁のほうでびっしりつくってしまっ

て、教育事務所へ情報提供みたいな分業をされ

てたり、佐賀県の場合はどういう事務の分担に

なってるんでしょうか。

【白坂】 基本的には、管理職人事は本庁が担

当しております。これは教育事務所の所長との

連携を取りながら、もちろんですけど、本庁が

担っております。本庁は教育事務所間の、今で

言いますと異動地域と言いますけれど、旧５事

務所体ですね、その間の人員のやりとりの調整

を行うと。教育事務所は教育事務所管内のそれ

ぞれの市・町の区域がありますので、その間の

調整をやっていくと。市・町の教育委員会は、

官下の学校の配置を責任持ってやっていると。

基本的にはそういう流れであります。

ただ、一部の地域、例えば旧藤津教育事務所、

南西のほうの小さなところですけど、そことか

は教育事務所が配置案までつくって、そして教

育委員会に提示をして、そして、その後調整を

しながら配置をしていくという方向を取って

る。それは、その指導主事だけの配置で、いわ

ゆる人事を扱う課長レベルの教員出身の人材

がいなかったということから、そういった状況

になってるということです。

【川上】 そうすると統合後も、例えば西部で

言うと、杵西担当の方と藤津担当の方で事務の

進め方が、ちょっと違う形が同じ事務所の中で

平行しているという。

【白坂】 それで今年度、今回統合しましたの

で、今度、来年度と再来年度ですね、26年度の

人事異動の作業のときに、実はそれを協議会方

式といいますけれど、そういう統一した方式に

持っていきたいというふうに思って、そのため

には現在、課長とかを据えてないところもござ

いますので、そういった市・町に人員体制の整

備も依頼をしていきたいと思ってるところで

す。

【川上】 この先、この再編に合わせて、少し

ずつ事務のやり方が変わってくるという。

【白坂】 そうですね、はい。

【志岐】 そこは激変緩和といいますか。看板

の付け替えをやって、１つの事務所に２つの事

務所が収まっていますけども、やはり特に人事

については、従来のエリアと従来のやり方はそ

のまま当面続けていく。混乱を避けようという

ことで。

【小川】 従来５つあったときには、人事のル

ールは事務所を超えて、例えば、あそこの地域

は必ず１回行くとか、そういうルールは。
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【白坂】 基本的なルールとしては、５教育事

務所管内を地域というわけですけど、２地域３

地区は必ず経験をしていこうと。

【小川】 ２地域。

【白坂】 ３地区の経験をするように推進して

いくというふうに位置付けをしました。

【小川】 佐賀県の教職員の年齢構成をちょっ

と見てきたんですけれども、20 代、30 代、少

ないですよね。

【白坂】 そうです。

【小川】 40後半から 50、ちょっとかなり。

【白坂】 ……。

【小川】 ええ。なってるんで、それを考える

と。あと佐賀県の場合は、県境には今度、九州

大学が来ることもあって、県内の人口の変化も

かなり今後、見通しもあるんで、そういう教職

員の年齢構成の今後のことと、県内の人事の変

化、それを考えると、今言ったような人事異動

のルールなんかも、県とすれば少し見直してい

くようなお考えですかね。

【白坂】 そうですね。おっしゃるとおり、こ

れから３年後ぐらいから大量に退職するって

いうような時代になってまいりましたですね。

それを現在、３年ぐらい前から逆に新採教員を

多く採ってるという状況で、できるだけ均衡を

図りながらって言いつつも、これまでのいびつ

な形ありますので。

ただ、人事異動については、平成 18 年度か

ら２地域３地区制というのを当県は推進して

きておりまして、45歳ぐらいであったら、もう

半数以上は経験してるという状況です。旧５事

務所間ですね、事務所間を超えて異動をするっ

ていうのは、全体の人事異動の５％はかけてい

るんですね。数で言いますと、300 程度は毎年

動かしてる。かなり推進はしてる。

文科省でこの前、ヒアリングをやったときに、

「佐賀県は非常に広域の人事異動多いですね」

とか言われたんですけれど、それは１つは年齢

構成というよりは、教師という人材の偏在です

ね、これもちょっとありまして。新たに今後、

何かルールを用いていくっていうのは、現在の

ところはちょっと考えていません。

【志岐】 うちの県は内申の話は……。

【白坂】 もちろん、内申に基づいてっていう

ことで、地教行法の改正になりまして、平成 20

年度改正になって、管内の学校については、も

う内申に基づいてということになります。

【小川】 やっぱりほかの県を聞いて、市町村

合併で市・町がかなり大きくなったのと、地教

行法改正でもって、県から見ると人事はちょっ

とやりにくくなったっていうのが、結構、いろ

いろ聞くとありましたね。

【白坂】 現在は市・町、教育事務所管内に異

動のための教育長協議会を設置をしていただ

いておりますので、その中で結構、動きはスム

ーズに動けます。聞くところによりますと、数

十年前までは非常にそのあたり、市・町間の異

動なんかも厳しい状況であったというふうな

話も聞いておりますけど、今は教育長さん方が

非常にそのあたり協力をされて、本県では免許

教科外を担当するっていうのは極めて少なく

て、島部で数件あるぐらいで、今年度は３件で

す。島のほうで発生してる。

【小川】 じゃ、やっぱりブロックを超えた人

事の比率が全国区と比べて高いというのは、今、

言ったような協議会みたいなところがしっか

り対応してるっていうことですか。

【白坂】 はい。

【小川】 ほかにどうですか。

【川上】 もう１点。今度は何か……の一部で

もあるんですけど、今は正規で採用された先生

方の話だったと思うんですが、臨時的任用の先

生とか、今までですと、事務所ごとに登録、県

で登録でしたっけ。

【白坂】 県で登録でした。

【川上】 そうすると、今回、再編になっても

その辺は変わらない？

【白坂】 変わらないです。

【川上】 希望地区は、この東部、西部で書く

形になるんですか。

【白坂】 そうですね。通勤することができる

範囲ということで、旧佐城地域なら佐城地域と

いうような表記していただいてもいいという

ようにはしてますけれど。

【川上】 ありがとうございました。

【小川】 ほかにどうですか。いいですか。じ

ゃ、質問項目の３のところは、もう今までのお

話で事務所再編に伴う、今回、市町村教育委員

会の変化についてはもう聞いてるんで、４の指

導主事の話でいいですかね。これももう今まで

のお話で、指導主事の配置、割愛の状況とかと

いうのも資料いただいてますので、１つ聞きた

いのは、佐賀県の指導主事なんかのどういうふ

うにしてピックアップしたのかという、そうい

う。試験やってるところもありますし、全く試

験なくて、「こいつ、いいな」という推薦とか、

何かそういうあれでやってるところもいろい

ろあるんですけど、佐賀の場合はどういうふう
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な状況。

【白坂】 指導主事につきましては、指導主事

の選考試験とかは実施をしておりません。市・

町の教育委員会のほうから適当な人材という

ことでの、推薦をまずはしていただいてるとい

う状況です。その中から、こちらが県の教育委

員会のほうで判断をさせていただいて、そして

指導主事としての任命といいますか、発令をし

てるところです。

【小川】 その市・町の推薦というのは、大体

おおよそどういうふうな方々ですか。推薦の大

体。

【白坂】 年齢層とか。

【小川】 年齢層とか、あと評価する場合、こ

いつは指導主事でいいなというときの決め手

というか、評価というか。

【白坂】 年齢層としては 40 前後というのが

非常に多いです。推薦状に書かれてる文面とし

ては、教科の指導力、あるいは生徒指導力、そ

ういった面での推薦というのが非常に多くご

ざいます。そして、最終的には県の教育委員会

が、あるいは教育事務所が学校訪問等をしなが

ら収集してる情報もございますので、そういっ

たのも参考にしながらですね。

【小川】 あともう１つ、先ほど事務所の仕事

の１つとして、市・町の指導主事の育成とか研

修も意識的にやってるっていう話ですけど、そ

の内容をもう少し具体的に、どういう形でやら

れてるかというのを教えていただけますか。

【白坂】 まず、事務所管内では年間に２回と

か３回とか、定期的に集めて研修会を行うと。

例えば授業のとらえ方、推進の仕方とか、そう

いったものも含めて、あるいは事務所管内の児

童・生徒の特徴、各校の状況とか、そういった

ものを研修をしてるという状況であります。事

務所が集めてるのはそういう状況でございま

すけれど、県のほうが集めて指導主事研修会で

やってるのが、年間に１回ですかね。

【小川】 年１回。

【－－】 ……をしてるんですね。

【白坂】 ４月に１回やってる。それはもう県

全体の教育施策についての説明が主になって

ます。それと共に教育事務所の所長とか指導官、

あるいは指導主任とか、市・町の教育委員会の

ほうに出ていって、いろいろと話を聞いて、困

ってるようなところをアドバイスをしたりと

いうふうなことはやっています。

【小川】 川上さん、何かあれば。

【川上】 ちょっと最初のほうのお話に戻る感

じになるんですが、先ほどお話お伺いしてる中

でもお話しさせていただいたとおり、教育事務

所の再編についても、トップダウンで急に決ま

るようなケースというのをよく聞いてきてい

た中で、非常に時間をかけてというのと、２つ

の流れの内部調整というのをご説明いただい

たかと思うんですが、実際に人数も減らさない

ままで、これ、もう少し長いスパンで言うと、

職員数増えてますよね、確か。

【志岐】 はい、増えてます。

【川上】 この５事務所の体制の中で、人を増

やして支援機能の強化というのが、その前の文

脈に確かあったかと思いますが。

【志岐】 指導主事を市・町から引き揚げたけ

ど、11 名引き揚げて、そのうち 10 名は教育事

務所のほうに配置してますので、その分、１名

減ってますけど、その時点で教育事務所の支援

強化にはなってるんです。

【川上】 こういう形での、要は行財政改革の

ほうに押し切られずにっていう言い方でいい

のか分からないんですけど、人数を守ることに

成功したわけですけど、これ、何でか考えるの

は、こちらの仕事のような気もするんですけど、

どの辺がうまくいった要因だとお考えなのか

なというのを、もう個人的な感想の範囲で結構

なんですが、少しお話いただければなと思うん

ですが。

【白坂】 当時、定数を担当しておったのが私

なんですけれど、財務課のほうからは強烈に言

われました。減らすっていうようなことですね。

ただし、県全体としての業務の量というのが減

るわけではない。だから早く言うと充て指導主

事がこっちにおっても、市・町が十分そういう

ふうに手当てをされて事務所に引き揚げたと

しても、事務所は管内のそういった先ほど申し

ましたような支援機能の充実をしていくとい

うことから、必ず必要だということで、ちょっ

と押し切っていったといいますか、理解を求め

たというような状況がありました。もうかなり

強かったです。

【志岐】 本庁は三千何百人かな。3200～3300

人ぐらいかな。その時点で、それを３分の１に

スリム化するんだと。本当に本気度はどの程度

だったか分かりませんが、知事部局のほうから

そういう投げ掛けがあって、とすると教育委員

会も３分の１減らすとすれば、どういうふうな

体制になるのかというのをシミュレーション

したこともあったわけです。この教育委員会事

務局という、本庁組織とかですね。
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ところが当時、教育委員会では博物館とか美

術館とか、いわゆる文化施設も所管してて、そ

ういったところまで含めて３分の１って、どん

なふうになるんだろうかっていう、本当になか

なか現実味がないような形での検討もやりま

したけども、その中でも何とか教育事務所は死

守した形に。結果的にはですね。

やっぱりどうしても市・町の教育委員会で学

校現場に対する指導・支援というのが十分じゃ

ないというのが、われわれの問題意識としては

強くあって、市・町で担えない部分は県がしっ

かりバックアップ、サポートしないといけない

と。その一番の力のあるところは教育事務所だ

と。教育事務所がしっかりしなきゃいけないと

いうものがあって、そこが何とか機能を維持し、

なおかつ強化する方向でということで、何とか

知事部局からの強い、そういう圧力に対して押

し返したということです。

【小川】 じゃ、あと。もう少し。

【川上】 今の点にかかわってますけれども、

先ほど内部調整をやられて、市・町からの文書

回答で決着をしたものが、政権交代で凍結され

たとおっしゃいましたけど、内部調整、今の人

員に関する調整というのは、決着前も凍結中も

あったものなんですか。

【志岐】 21年の９月に凍結したんですけども、

その前にもう行革との関係については調整済

みと。時期的には、正確に言いますと平成 20

年の 12 月に、もう教育事務所の再編について

は、現行、現状維持で、いわゆる行革の観点か

ら人を減らすということを前提とした再編じ

ゃなくて、機能強化のための再編でいくという

ことで、知事部局との協議が整ったということ

です。それで 21 年の４月には間に合わせたか

ったんですけど、ちょっと時期遅いですよね。

20年の 12月に決まって、じゃ、21年にやると

いうのはもう時間的にもなかったものですか

ら、21 年の実施も見送って 22 年にやろうとい

うことで、21年の９月を迎え入れたんです。

そういう矢先に政権交代があって、教育事務

所どころじゃないなと。教育委員会制度が抜本

的に見直されるということになると、そこは国

のまず動きを見て、それからでも遅くはないん

じゃないかということで、しばらく様子を見て、

それが３年経過したんです。

【川上】 様子見から実施に踏み切ったきっか

けというのは。

【志岐】 それは、マニフェストでそのことが

うたわれたんですけども、それから２年、ある

いは２年以上経過しても、何か具体的な動きが

見えなかったわけですね。全国の教育長会議と

かでも、佐賀県から国が打ち出した教育委員会

の抜本的な見直しについて、どういう検討がな

されてるのかという質問を投げ掛けても、これ

といった回答来なかったわけです。昨年から今

年にかけて、文科省内にタスクチームが編成さ

れたという情報は得てましたけども、そこでの

検討も進んでるという情報はなかったですし、

そのことも確認はしましたので、であれば、こ

んにち的に学習指導要領が改定されたという

大きな状況の変化もありましたし。

それともう１つは、佐賀県が今、最も力を入

れてるのがＩＣＴ利活用教育なんですけども、

こういうこんにち的な課題に対応するために

も、教育事務所の支援機能の強化というのは、

これは避けられないと。もう早急に取り組むべ

き喫緊の課題だということで、そこは踏み切っ

たわけですね。その態度決定したのが、昨年の

11月です。そこで県議会でも、いつまで教育事

務所の再編は凍結したままなのかという質問

が出されて、それを受けた形で、こういうこん

にち的な課題に対応するためにも、24年度中に

はやるということを表明して、10月１日に実施

したと。

【川上】 ありがとうございます。

【小川】 じゃ、あと全体通してよろしいです

か。何かあれば。

【聞き手Ｃ】 事務所の質と量というところか

ら伺いたいんですけども、前半で訪問要請がだ

いぶ年間 300回程度あったんですけども、この

数っていうのは多いものなのか、少ないものか

っていうのを伺いたいのと、あと普及の点では

スライドの６番には組織体制のところで、ライ

ンが企画・広報と学校経営と学校教育担当とあ

るんですけども、企画・広報の中で、危機管理

とか苦情対応というのがあるんですけども、こ

れは現代的な問題として、このラインは新しく

再編に伴ってつくられたかどうかっていうと

ころの、２点を伺いたいんですけど。

【志岐】 じゃ、１点目のほうから。

【－－】 １点目の学校訪問で指導ですね。多

いか少ないかという比較をしたことはありま

せんが、事務所のほうからの話では、やっぱり

年々増えてきているという話は聞いています。

校内研究で学校がテーマを決めて研究をして、

特に佐賀県の場合、小学校については国語と算

数がほとんど７割近くありまして、それの担当

の指導主事は、その学校が１年間に２、３回、
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公開授業とか研究授業から、その都度、その都

度行って、違う講師が来ると、また違うことを

言われたりするので、年間を通して契約をして

るというか、ぜひこの次も来てくださいという

ことで、ほとんどの学校が２年程度は、国語な

ら国語を続けてやってますので、その間はとに

かくずっと定期的に指導すると。１つの学校で

１人の指導主事が年間 20 回、30 回行くという

こともあるというような意味で、そういったこ

とで多いところもあるというようなことです。

学校のニーズにも十分対応しようと。それが教

育事務所のモットーであるということでです

ね。

【小川】 うらやましい。

【－－】 教育事務所もそれを中心に指導され

てる、助言をしてるという状況が、今あります。

【小川】 事務所の指導主事がそういう同じ学

校に、例えば国語であればもう２年ぐらい通し

て、同じ指導主事がずっと入れるんですね。

【－－】 そうですね。大体そんなので、今。

もう１つ、教育センターにもそういった研究を

してる、専門にしてる者もおりますので、事務

所が行けないときは教育センターを紹介した

り、あるいはうちの本庁のほうにしたり、当然

しますので、その辺は連携を取ってやってると

いうことでございます。

【志岐】 ２点目の危機管理対応の分について

は、正直、まだ現在の体制では教育事務所の中

にそういった専任職員を配置してるかという

と、できてません。その体制については、来年

４月以降かなというふうに思ってます。これま

での対応状況といいますと、市・町立の何か学

校で危機事象が発生したときの対応というの

は、市・町で対応できない分は、もう基本的に

本庁ですぐ。

【－－】 そうですね。要請があれば本庁で教

育事務所も支援、助言に出るということをやっ

てます。

【志岐】 ただ、そこできちっと指導できる体

制になってないでしょう。教育事務所では。経

由して結局、本庁に行くじゃないですか。

【－－】 そう。うちには来てますね。

【志岐】 結局、こちらのほうが司令塔の役割

で、ああして、こうしてという指示を、こちら、

県本庁のほうからやるような形になってるん

ですけども、まず、一義的には教育事務所で対

応できるような体制を整えたいというのが、こ

の組織の狙いなんですよね。当面、管理職、所

長でなければ、ここで言うところの教育指導官

だとかが危機管理対応の専任をするみたいな

形で、一義的には、まず教育事務所がしっかり

市・町からの連絡受けたときに対応すると。そ

れでもやはり難しいような場合には、本庁がし

っかりそれを連絡を受けて、対応、フォローす

るとかという体制を整えたいなということな

わけね。

【白坂】 ここには行政職の法務関係にも明る

い人を置きたいというふうには希望してるん

ですけど。ある程度のことは、教育事務所でも

ワンストップじゃないですけれど、ここで解決

していくというような状況が取れないかなと

思ってるんです。

【志岐】 今の配置してる行政職員は、どっち

かというと庶務系の事務職員なんですよね。そ

れを、今申し上げたように、法務にも何か精通

したような職員も置けないかと。そして今、佐

賀県では一般行政職と学校事務の一元化をし

ておりますので、学校事務の中にそういう法務

にも精通した職員がおれば、学校現場での経験

もあり、なおかつ法務関係も明るいという、両

面を備えた職員がおればこういったところに

配置できるんじゃないかなと。やっぱり教育委

員長の戦力になるんじゃないかなと。

【－－】 法学部出身の方、いらっしゃるんで

すよね。

【志岐】 法学部多いですから。ところがそう

いう法務とはあまり無縁の事務、ずっと長年や

ってきてるという状況ですけど、もったいない

ですよね。学校事務職員の経歴なり、学歴を…

…ですね。

【小川】 山下さん、いいですか。

【山下】 はい。あと、もう１点、このＩＣＴ

の利活用にかなり力入れてるっていうことだ

ったんですけど、ＩＣＴの教育導入で、ＣＩＡ

でした？ ちょっと名称忘れましたけど、そう

いう技術者を配置するっていうことを議論さ

れてたと思うんですけれど、そういった役割を

この学校教育担当のほうがなさってるという

感じですか。

【－－】 そうです。

【山下】 いろんなＬＡＮの整備とか、そうい

うところで、専門的に入ってくると。

【志岐】 そういうＬＡＮ整備だとか、技術面

は別として、教科指導の一環としてＩＣＴを活

用した、ＩＣＴ利活用教育、そちらのほうの専

任の指導主事を今も配置してます。

【山下】 そうですか。

【志岐】 はい。
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【白坂】 利活用のほうですね。

【志岐】 利活用です。技術面じゃなくて。効

果的な授業、効果的な指導という観点からの指

導主事。そこは佐賀県の独自の部分かもしれな

いですね。

【小川】 じゃ、いいですね。

【山下】 はい。

【小川】 今までお話聞いてて、僕たち、今、

事務所の廃止とか事務所再編の問題を考えな

がら、もう１つは教育行政の基礎単位をどう考

えるかということをずっとやってきてるんで

すけど、少なくとも人事を含めて考えると、人

口 60～70万、60万か 70万ぐらいあれば、現場

が主体的にやりながら、なおかつそれを支援す

るような体制をつくれるのかなという、いろい

ろ考えてたんですけど。今日お話聞いてて、佐

賀県は今、人口 80 万前後ですよね。80 万ぐら

いですね。それで県が事務所で 45で、あと市・

町もほとんど、２つの町が指導主事配置をして

ませんけれども、大体ほぼ配置してるという中

で、そういう県と市・町のすごくうまい連携、

あと人事、うまく回せてて、やっぱり 70 万前

後っていうのは人事を動かすというか、地方教

育行政のあれとしては１つの形かなというこ

とを今、思ってたんですが。

僕は今、４月から東京の足立区の教育委員や

ってるんですけど、足立区は人口 64万で、小・

中の学校数が 108なんです。それにもかかわら

ず、足立が東京都からもらってる指導主事が６

で、あと足立区の単費での指導主事が４で、10

しかいないんですよ。たった 10。それでもう、

ほとんど学校指導業務ができてなくて、事務局

の行政事務のあれに追われてて、あと、あそこ

は事件が多いので、児童・生徒数の半分が就学

援助世帯なので、そういう生徒指導上の問題起

こると、ほとんど指導主事がそっちのほうにか

かわって、ほとんど学校に入れないという。

だから今、それを何とか指導主事を学校支援

業務に集中させるように、事務局の体制とか、

何かいろいろ今、見直してるんですけれども、

64 万、108 校で指導主事 10 人というのと、今

日お話聞いて、全然やっぱり体制が違いすぎる

んでというふうなことを今、思いながら、（笑）

これぐらいの人数とこういう仕組みであれば、

非常にうまくいってる事例の１つかなという

ことを、すごい今、いろんな県の状況見て感じ

たんですが。

そういう、実際やられてみて、これぐらいの

規模で指導主事がこれぐらい、事務所でこれぐ

らいで市町村がほぼ全部配置されてるという

あれで、非常に何かうまくやれてるなという実

感、お持ちですか。

【白坂】 49市町村あったころと比べたら、今、

20 人の教育長さんたちと接してるわけなんで

すが、非常にやっぱり顔見てよく話ができます

よね。そういう面で非常にやりやすい。

【小川】 この２つの町がまだ指導主事を入れ

てないんですけど。

【白坂】 その太良町という下のほうは、嘱託

の指導主事さん。

【小川】 嘱託がいるんですか。

【白坂】 嘱託はおります。上は上峰町という、

そこが全くいない。今、検討はされてます。

【小川】 そうですか。

【聞き手Ｂ】 初歩的で申し訳ない。指導主事

っていうのはやっぱり常勤でなければならな

いんでしたっけ。常勤じゃなくても、嘱託の方

っていうのはもう非常勤扱いですものね。

【白坂】 はい。

【聞き手Ｂ】 非常勤でもいいから手厚くって

いうようなアイデアというのは、これは実務上

おかしいんですか。よく社会教育系だとそうい

うのもあると思うんですけど。

【白坂】 １つは給与の問題で大きく出るんで

すね。一般の教員を派遣する場合には、一般行

政職の、例えば課長レベルの給与になったりな

んかと、よく言われるわけなんですね。指導主

事でありながらもです。だからそこのところ、

一番負担が大きいということで、嘱託しか入れ

ることできないというような状況です。

【聞き手Ｂ】 嘱託だと退職された校長先生と

かのわけですよね。

【白坂】 はい。

【小川】 今、足立も、聞きながらちょっとあ

れですけど、足立もさっき言った指導主事が、

もうほとんどさっき言ったことで学校へ入れ

ないので、指導主事に代わって学校の支援でき

るのは、足立で今、考えようということで、退

職教員、退職の校長で教科指導とか学校経営指

導の力がある人を集めて、それは特命学校支援

担当ということで配置してるんですよ。それは

もう実質的に指導主事の役割を、もう学校に張

り付いてやってもらうという。今年７名で来年

14名で、だんだん増やしていくつもりですけど、

それは効果ありました。すごく成果が出て。全

然くだらないこと。

【聞き手Ｂ】 いや。

【小川】 何かそういう選択肢もあるんですよ
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ね。指導主事というのは何かそれにこだわらな

い、いろんな支援の形は考えられていいと思う

んですけど。

【聞き手Ｂ】 もう１つだけ。この事務所の所

管学校数というのは分かりますか。それぞれの

所管。どんな具合にあれなんですか。２等分と

いうか、同じような。

【志岐】 少し職員数の配置とかバランスがち

ょっと。

【聞き手Ｂ】 東部に偏り気味。

【志岐】 東部に多いですかね。

【聞き手Ｂ】 鳥栖と佐賀がありますものね。

それから、ついでなんですが、人口がこれから

減っていくと、またさらに学校の統廃合で学校

数そのものも減る。そのとき、またさらに西部

のほうが減る要素が大きいんですか。先ほどか

ら先生が人口移動っていうお話しされてます

けど。

【白坂】 どこかしらにあったんですがね。

【聞き手Ｂ】 すみません。

【白坂】 ……の統廃合関係は平成 24 年の３

月末で、かなり統廃合が進みまして、その後は

少し落ち着きますね。今年度末に中学校が６校、

統廃合関係になって２校になると。小学校が、

８校が４校になるという状況です。

【小川】 県内の市町村が 20か。

【白坂】 今の教育長さん方、私、感心してる

んです。非常にある面、協力的ですね。以前は

やっぱり、自分のところにいい教員は長く置き

たいと。今でもそういう気持ちは分かるんです

けれど、もうそれで我を張るという方はいらっ

しゃらないですけれど。

【志岐】 学校自体、今年の５１統計で東部教

育事務所が小学校が 75 で、中学校が 39、合わ

せて 114ですね。そして、西部のほうが北部支

所を除いてですけれども、小学校 58、中学校が

28、合わせて 86 ですね。最後に、北部支所が

小学校 35、中学校 24、合わせて 59。東部が数

的には多いんですけども、職員数は必ずしもそ

うなってないという。あそこは小規模が多い。

【－－】 佐賀市内だけと、それから唐津です

ね、北部は。学校数ほとんど変わらないんです

けど、子どもの人数も職員数も２分の１と。そ

この地区だけは。

【志岐】 その辺が市・町からも声が上がった

んですよね。学校数と比例しないんじゃないか

という話。これは歴史もありますし。

【聞き手Ｂ】 なるほど。強引には割れないわ

けですね。（笑）

【志岐】 ご質問にはなかったんですけども、

これだけ教育事務所のほうが職員数の層も厚

くなって、機能強化ができれば、これまで本庁

が担ってた機能の一部権限委譲というのを、段

階的に状況を見ながら進めていけるんじゃな

いのかなというふうに思ってます。例えば、資

料の６ページの下のほうに、企画・広報担当の

役割の１つとして、魅力ある学校づくりという

のを書いてるんですけど、これは佐賀県の事業

名なんですね。佐賀大学さんとも連携しながら

やってる事業なんですけども。小学校、中学校

の諸課題に対応しながら、魅力ある学校づくり

を進めていくという事業に対して、県が補助金

を出してるものなんです。

例えば、この事業の採択について、教育事務

所のほうで採択の案みたいなものをつくって

いただいて、こちらのほうがそれを最終的に採

択をするというふうに、現場に近いところが一

番現場の実情は分かってますので、教育事務所

にそういった企画・立案まではないですけども、

ある程度の本庁がこれまで担ってた分を、事務

所のほうでやってもらうというふうなことも

既にやってますし、今後、こういった権限委譲

を進めていくべきかなというふうに思ってま

す。

それと学力向上という点では、まだ佐賀県の

場合、全国学力学習状況調査の平均まで、教科

調査のほうでは行ってないので、今、全教科で

全国平均以上にするという目標を掲げながら

やってるんですけども。例えば、２年前から始

めた学力向上対策の１つとして、各学校に学力

コーディネーターという校務分掌を１つ設け

まして、学力向上をしっかり担当する専任職員

を配置といいますか、校務分掌を割り振ったと

いう形なんですけども。当初はこちら、教育委

員会本庁のほうでコーディネーターを全員集

めた全員研修やってましたけど、今はもうそれ

ぞれ教育事務所ごとに、そのコーディネーター

を集めての集合研修もやったり、それぞれ教育

事務所ごとにそれぞれの地域の実情に合った

対策なり、研修なりやるようになってまして、

こういったものを今回の再編で逆に層が厚く

なれば、より充実した取り組みができるんじゃ

ないのかなというふうに期待してます。

【小川】 お話聞いて、事務所レベルのところ

があれですかね。

【志岐】 ちょっと今まで指示待ちが多かった

んです。われわれから見ると教育事務所のほう

は。常に本庁のほうをうかがいながら、さあ、
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次、何しますかって、ちょっと指示を下さいと

いう、指示待ち型の支所の対する姿勢が強かっ

たんですね。それをやはり見直して、まずは教

育事務所のほうで管内の市・町学校に対する指

導、支援については、もう責任持ってやっても

らえるように、自立性を高めないといけないか

なと。自主性、自立性を。何かやるとすると、

すぐこちらのほうに指示を仰ぐようなことが

多かったものですから、先ほどのコーディネー

ターの研修についても、自然とそれも事務所の

ほうで研修を主催してもらうようになって、い

い流れになってるのかなと思ってます。

【小川】 事務所廃止の流れとはちょっと違う

意味での正しい、１つの方略ですよね。むしろ

事務所の自立性を強化しながら、事務所と学校、

市・町の連携を強めて動かしていくという。ほ

かの事務所廃止のところは、それをやめて、本

庁と市・町を何か直結させるという、そういう

あれなんだけど、ちょっと無理もあるんで。

【志岐】 人事の面でも考えられないでしょう。

【小川】 考えられない。（笑）そうなんです

ね。佐賀の、これ、１つのモデルになるんじゃ

ないの。

【志岐】 お隣の長崎も廃止されてますですね。

【白坂】 話聞くと、非常に今、厳しいってい

うようなことをおっしゃってまして、目が届か

ない。

【小川】 和歌山も１回廃止したんだけども、

やっぱりそういう距離が遠すぎるのと、市・町

学校への支援業務が従来から後退したという

ことで、今、教育支援事務所みたいなの、また

徐々に復活じゃないんですけど。ただ、それが、

今、どう機能してるかはまだフォローしてない

ので、またちょっと訪ねて行ってみようかなと

思ってますけども。

ただ、隣の長崎もちょっとヒアリング行って

きたんですけども、あそこもあまりど僻地があ

って、事務所廃止して、本当に動かせるのかな

と思って心配して行ったんですけども。ただ、

あそこは 80 幾つあった市町村が、21 の市町と

２つの町ぐらいで、ですから大体、基本が市で

５万前後なんです。１つの町が。すると大体、

県の今、支援もあって５万ぐらいで指導主事が

５から７ぐらい配置されてたので、市内の学校

支援業務はほぼ自分たちでできると。それをや

りながら、必要に応じて県からの支援を受けれ

ば、それほど事務所廃止の影響はなくて、むし

ろ学校支援という視点で考えれば、事務所があ

ったときと比べると、かなり頻繁に学校に入れ

るようになったとか、そういうふうな話してま

したね。ただ、事務所廃止したことで人事のや

りづらさ、やっぱりブロックの壁が厚くなった

というか、そういう話は少しされていたんです

けども、ただ、離島、へき地の長崎で事務所廃

止。あれも、ただ、今後ちょっと様子見ないと

と思ってるんですけども。今日、佐賀の話聞い

てて、事務所ってやっぱり必要ですね。

【白坂】 もうぜひ必要ですね。

【小川】 すみません。あと何か感想とかにな

りましたけど、ほか、どうですか？ どうぞ。

【川上】 すみません。事務所の配置のことな

んですけれども、……局の現地機関、出口機関、

総合庁舎との一致、先に総合庁舎のほうを統合

されていく中で、統合したところに後から教育

事務所も移っていったっていう形ですか。それ

ともまだ。

【志岐】 総合庁舎でいったら、まだ３・６じ

ゃなくて、どっちかな、５・６？

【白坂】 神崎が、これが抜けたことによって、

総合庁舎じゃなくなっちゃいましたんです。

【志岐】 必ずしも県の地方事務所っていいま

すか、一般的な、とはエリアが重なってないで

すね。

【川上】 じゃ、教育行政は独自にエリアは持

っていて、そのエリアに合わせて移転したって

いう形。

【志岐】 ええ。もともと５教育事務所のエリ

ア割りも教育委員会独自なんですよね。杵西と

かっていうエリア、中やろう？ 知事部局の。

【白坂】 ああ、きっと。藤津。

【志岐】 ここ数年、ずっと知事部局のほうで

も、例えば土木事務所とか、農林事務所とか、

そういう現地機関の見直しは絶えず検討はや

ってるんですけど、進んでないです。もう最近

では、私がちょうど機構改革の担当やってたと

きに、佐賀と荻野土木事務所が統合したりとか、

もう 10 年ほど前に土木事務所の統廃合、ちょ

っとその前にまた保健所の統廃合というのも

ありましたけども、それ以降はないよね。

【白坂】 ないです。

【志岐】 その後は統廃合なくて、そういった

中で教育事務所のこの再編をやったものです

から、ちょっとそれだけ県全体の流れからする

と、教育委員会だけが何か独自に動いてるよう

な。

【小川】 やっぱりそうなんだ。

【志岐】 うん。ですから、この行革の流れじ

ゃないんですよ。
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【小川】 ほかの県もそうなんですよね。

【志岐】 その流れに飲み込まれそうになった

わけですね、一時期、先ほど冒頭申し上げたよ

うに。いや、それとは路線が違うんだと、とい

うことでちょっと一線画して、ずっと市・町に

説明したし、庁内調整もやってきたということ

です。もう行革は本当に組織の簡素効率化で、

そこで職員数を減らすということが、一番の目

的なんですね。

【小川】 はい。ありがとうございました。よ

ろしいですか。あと、１月の 23 日を、今度、

２つの事務所と１支部にお伺いさせていただ

くことになってますので、よろしくお願いしま

す。今日、お話伺ったものをベースにして、基

本的には各事務所が実際、どういうふうに市・

町と連携しながら、学校支援業務やったり人事

やったり、そういう仕事のより具体のところで

お話をお伺いすることになるかと思いますけ

ど。

【志岐】 そうですね。

【小川】 はい。あらためて今日、お話伺った

ものをベースにして、質問項目は１月に入って

からでよろしいですかね。

【－－】 伺ってるのは１月 23 日、水曜日、

午前中が東部教育事務所、午後が西部教育事務

所と伺ってます。西部教育事務所には北部支所

も同席させていただきます。大体のおいでの時

間とかが分かれば、われわれでも。後日で結構

でございます。

【小川】 10時ごろで。基本的には前泊で来て、

朝から動けるようにはしたいんですけども。

【－－】 武雄からでしたら、帰りがまた飛行

機の時間とかございますでしょうから。

【小川】 そうですね。ちょっと後で。

【－－】 後日で結構でございます。

【小川】 じゃ、また後で。

【－－】 行くのは東部教育事務所は午前中、

西部のほうが午後ということで予定はしてお

ります。あと時間だけ決定していただいたら。

【小川】 すみません。お手数かけますけど、

よろしくお願いします。ありがとうございまし

た。

【志岐】 また何か足りない点で、何か必要な

データ等ございましたら、ご連絡いただければ。

【－－】 一応、参考資料は実際、９月７日に

なってる。これ、市・町の教育長に説明した資

料でございます。前のスライドの 11 のほうに

は、６月５日の説明資料と書いてあります。こ

れも同じように市・町の教育長に。全く同じも

のでございます。

【志岐】 表紙の下のほうにありますのは、９

月に説明する前の議会とのやりとりなのね。６

月議会でこの教育事務所の問題について質問

受けまして、どういうふうな答弁をしたのかっ

ていうところの説明から入っていって、今回の

再編は２段階に分けてやりますよとか、職員数

は減らしませんよ、再編後の体制、最終的にど

うしますよというふうなことをちょっと。そし

て、本所としての役割はどうなってるかとか、

ちょっと説明はできませんでしたけども、遠く

なる事務所からの負担を軽減するためにも、文

書のやりとりというのは結構多かったわけで

す。その文書のやりとりに係る負担を軽減しま

しょうということで、公印を省略して、電子デ

ータで渡せるようにとかですね。

そうすると距離は遠くなっても、市・町教育

委員会に係る負担というのは軽くなるんじゃ

ないかなということで、いろいろその辺も再編

に伴うマイナス面を解消なり、克服するための

対応をこちらのほうで取らせていただきます

ということも説明しながら、理解を得た次第で

す。

【聞き手Ｂ】 そうしたら議事録に載ってるわ

けですね。議会の議事録調べれば。

【志岐】 載ってます。大体、ここの抜粋して

る内容が。
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：佐賀県教育長東部教育事務所会議室

：田中達（東部教育事務所所長）槇原靖宏（東部教育事務所・教育指導監）

１．教育事務所の再編に伴う貴教育事務所の体制・組織の見直しについて

（１）教育事務所再編により、東部および西部教育事務所に、３つの担当部署（北支部は２部署）を置くことにな

っておりますが、それら企画広報担当、学校経営担当、学校教育担当の具体的な仕事内容について教えて

下さい。

（２）５教育事務所体制から２教育事務所１支部体制の再編により、従来からの県教育庁と教育事務所の間に

おける事務（権限）の配分、事務連絡・報告、事務処理の方法、庁内調整会議などの内容や運用にどのような

変化があったのでしょうか。

２．教育事務所の再編に伴う貴教育事務所の活動、取り組みとその効果について

（１）貴教育事務所（北支部）における企画広報担当、学校経営担当、学校教育担当の年間の活動内容・スケ

ジュールなどを具体的に教えて下さい。また、５事務所体制の当時と比較して何か変わったことや特徴的なこ

とがあれば教えて下さい。

（２）教職員の人事については、市町間の調整のため教育長協議会を通して行っているとお伺いしましたが、

具体的にどのような調整を図っているのでしょうか。

（３）教育事務所再編以降、事務所に高度な専門性を担保できるよう体制整備をしたことにより、市町村・学校

からの相談・支援要請が多くなっているとお伺いしましたが、それら市町村・学校からの相談・支援などの内容

と事務所の対応についに具体的に教えて下さい。

（４）各教育事務所所管内における市町教育委員会事務局の教育長・指導主事、学校長との日常的な連絡・

連携や、教育長・指導主事、学校長の専門性向上などについて教育事務所として何か特に取り組まれている

ことや留意されていることがあれば教えて下さい。

（５）各教育事務所が所管する地域における教育行政課題として特に留意されていることがあれば教えて下さ

い。

【聞き手】 今日お伺いした趣旨は本庁にお伺

いされてるかと思いますけれども、昨年の 11月

27 日に本庁をお訪ねして、佐賀県全体の主

に教育事務所再編のお話を伺いました。それ

で、事務所と各市町村および学校との関係の

詳細については、各事務所からお話を伺った

ほうが詳細な情報が得られるだろうということで、

ご無理をお願いして今日、東部事務所と、あと

午後が西部事務所でお話を伺うことになります。

正味１時間半から約２時間、２時間もかからな

いと思うんですけれども、お話を伺わせていた

だきたいと思います。あらかじめ 11月に本庁で

お伺いした話をベースにして一応あらかじめ。

【田中所長】 質問を。

【聞き手】 質問をお願いしておきましたけれど

も、これに即して最初にお話しいただいて、そ

の後に私たちのほうからまたあらためてお伺い

することがありましたら、追加の質問ということ

でこの場でさせていただければと思います。

【田中所長】 分かりました。

【聞き手】 よろしいでしょうか。すみません。よ

ろしくお願いいたします。

【田中所長】 まず、ごあいさつを。ちょっとこち

らの紹介をしたいと思います。私、東部教育事

務所所長を 10 月から拝命しております田中と

申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。

東部教育事務所佐城地区、大体佐賀市、

多久、小城地区でございますけれども。それか

らもう１つ三神地区といいまして、佐賀市から

鳥栖のほうまで、東部のほうを管轄しておりま

した事務所が、今回の県の事務所再編に伴

いまして、２つの地区を管轄していました事務

所が東部教育事務所というように１つにまとま

って、10 月からこの場所で執務をしているとこ

ろでございます。

隣におりますのが佐城教育事務所の所長を

しておりました、現在教育指導関係副所長で

ございますけれども、槇原と申します。

【槇原】 槇原でございます。本日、どうぞよろ

しくお願いいたします。
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【田中所長】 昨日からではなかったかと思い

ますが、遠方から、九州の佐賀の地までお見

えいただきまして本当にありがとうございます。

先ほど小川先生のほうからもお話がありました

ように、本庁のほうから事務所再編につきまし

て聞き取りをしたいというようなことがありました

ので、どこまで話ができるか分からないですけ

ども、現状をそのままお話しするというつもりで、

今日はお話をさせていただければと思っており

ます。

まず最初に概略というか、この３カ月間、10

月からの３カ月間の、私たちの受けてる感じで

ございますけども、事務所再編をした、大きくも

のすごく急激に変わってきたという、そういう実

感はまだ持っておりませんけれども、確実にこ

れから変わっていくんだなと、変えなければい

けないなという、そういうスタートラインに全職員

が本当になってきたなと、そういうのが一番の

状況かなということを今感じているところでござ

います。

今後、昔の施策等を、スクラップ・アンド・ビル

ドではございませんけれども、どういうように持

っていくのかということが来年度からの課題な

のかなということを感じているところで、それが

まず最初に申し上げたいところでございます。

では、頂きました質問について、先ほどお配

りしました資料も使いながら、お話をさせていた

だければと思っております。どういたしましょう

か。１問１問、それとも全部だーっと説明を最

後までした後でという形がよろしいでしょうか。

どういたしましょうか。

【聞き手】 多いですかね。２つに分けますかね。

１と２と。

【田中所長】 大きな１と大きな２とですね。分

かりました。お配りしました資料のほうがちょっと、

やり取りをしながら説明の中でなかなか指示す

るところが分かりにくいかもしれませんので、こ

の資料２の分についてはあそこの画面で提示

をしながら話を進めたいと思っておりますので。

といっても、これをただそのまま提示するだけ

でございまして、何ら動きもございませんので。

それではちょっと私、あちらのほうで、……しな

がら。

まず最初のクエスチョン、質問でございます

が、まず３つのストレス、これは来年度の組織

改変制度（案）として、今年度からある程度こう

いうイメージを持って今取り組んでいるところで

ございます。大きな３つの部署と申しますのは、

企画・広報、学校経営支援の部分、学校教育

支援の部分と。こちら２つは北部支所のほうで

ございます。お聞きになってると思いますけれ

ども、2.5事務所になりましたので、向こうのほう

はいわゆる東松浦の支所のラインでございま

す。大きくはこの３つのラインで業務をしてると

ころでございます。

まず、真ん中の学校経営支援業務でござい

ますけども、ここが主に教職員に関する業務を

行っているところでございまして、そこに書いて

おりますように、人事異動等、それから講師の

任用、あるいは教職員の勤務状況に関してと

いうことで、選考試験、……、これを含む全般

となっております。現在管理主任を置いており

ますけども、来年度は管理主任も増やしていこ

うというように、今、本庁のほうで計画をしてい

るところでございます。

２番目が、一番左側の企画・広報のところで

ございまして、これを見ていただきますと、これ

は今はおりませんけれども、来年度から、行政

のほうからの係長ポストを１つ入れて、その下

に主査として指導主事をそこに配置しようとい

うように考えているところでございます。

業務内容はそこに書いておりますように、給

与、旅費関係、財務オンライン関係をすべてこ

ちらのほうで。同時に少し危機管理の面、それ

から、ＩＣＴ等も含めて多忙化対策の面、そうい

うのもここのところに入れてます。広報の役割と

して指導主事等との連携をしながら、ホームペ

ージ等、ネットワーク関係の会議、そういうこと

をこちらのほうで受け持たせようかと思っており

ます。主査のほうはもう、いわゆる給与関係、

旅費関係、全般にわたっての職務をここで。

実際、下のことについてはそういう形で今進ん

でおるところです。

３つ目の学校教育支援、これが主に指導主

事が担当する学校教育の指導支援にかかわ

る部署でございます。今、東部教育事務所の

ほうは学力向上班と生徒指導班と２つラインを

つくっておりまして、それぞれに指導主任を１

名ずつ置きまして、指導主事を配置しておると

ころです。

ここが非常に再編のときに一番悩んだところ

でございまして、いわゆる２つの地区からそれ

ぞれ指導主任、指導主事ラインがあったわけ

ですね。そのグループをただ単にぽんと持って

きて、それぞれの地区をそのまま受け持ってや

るということになれば、場所はここに１つに集約

してるけれども、業務は全くそれぞれの今まで

の管轄地域の中だけをやっているというように
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なってしまいますので、10 月からはそれぞれの

指導主任を配置しましたが、指導主事は旧２

つの地区の指導主事を混在させて、10 月から

はその地区で業務を行っているところでござい

ます。

じゃ、その学力向上班と生徒指導班それぞ

れの立場に分けられるかというと、やっぱり４月

からの業務の引継ぎ等もございますので、そこ

はフレキシブルに、双方を公開をしながら行っ

たり来たりをしながら、10 月から業務を行って

いるところでございます。

あえてちょっと、作ってはみたんですけれども、

そちらの資料には載せてはいなかったんです

けど、やはりこれは載せたほうがいいかなと思

って資料には載せました。主に検討課題という

ことでここに、口頭で申し上げようかと思ったん

ですけれども、なかなか伝わりにくい部分があ

るかなと思って、これを載せさせていただきまし

たけれども。後でまとめてお話ししますけども、

学校教育支援については学力向上班と生徒

指導班というような、大枠を作って、今業務を

進めているところでございます。

続いて大きな２番目の、質問の２のほうに移り

たいと思っております。これがもう少し具体的な

個人の、１人１人の分掌事務です。資料のほう

にも、下手な字で申し訳ございません。画面も

ちょっと字が粗いので申し訳ございませんが、

……ところです。

先ほどの資料のほう、ちょっとずれが出てると

ころがございます。例えば、これは平成 24 年

度現時点での集約をしたものでございまして、

上のほうの企画・広報担当のところには、先ほ

どの行政官の係長のポスター、今は置いては

おりません。これは今年度の事業でございま

す。

それから現在、主査が２名いるんですね。も

ともと２名、４月からいましたので、それが便宜

上、企画・広報のほうに主査を１名、学校経営

支援担当のほうに主査を１名というふうに、ここ

のところでは今配置をしているところでございま

すけれども、来年度はここに行政の係長が入

ってくるというふうに考えているところです。

下のほうは、学校教育支援と学力向上班と

生徒指導班と分けて、分掌事務の一覧をつく

っておるところでございます。先ほど申しました

ように、旧２つの教育事務所のメンバーをそれ

ぞれ分けて、混在して配置をしているところで

ございます。

大きな２番目の質問のほうに移ります。これに

ついては口頭で申し上げたいんですが、本庁

との、教育事務所との事務の配分とか、事務

連絡……とか、会議等、そのようなことについ

てございますけれども、大きく２点変化があった

のかなというふうに思っております。

１点目が、事務処理の方法が非常に簡略化

されてきたなというように思っております。具体

的に申しますと、電子媒体による通知、そして

回答、処理、そういう業務がいっそう進んでき

たなと思います。そういう電子媒体による通知

等が普通化したので、回答様式だと共有化さ

れてきてるということ、これまでの業務が非常に、

文書内容の修正をまた教育委員会を通して

学校にお願いをするとか、そういうことのやり取

りがひんぱんにあったんですけれども、こちら

のほうから回答を要請する場合には、回答例

をきちんと付けて電子媒体で送っていくと非常

にミスが少なくなると。というようなことで、回答

例を明示化していくことによって、市町の教育

委員会とか、各学校の事務処理が軽減化され

てきたなというのが１点目の、事務処理の方法

が簡略化されて進んできたなということでござ

います。

２つ目が、各種会議への事務職からの参加

が、内容によってもう事務所から１名でいいで

すよと。今までは同じような会議にも、それぞれ

の２つの事務所から担当者が行って話を聞い

てきたという状況だったんですけれども、一緒

になりましたので、どちらかが、担当者が、職務

を担当している者が行って、こちらに来てから

伝えるという形で。そうすると、もう１人の指導

主事は所内業務、あるいは学校支援に出向く

ことができるようになってきたと。そういうように、

所員の時間が別のほうに振り分けることができ

るようになってきたと、そういうことが大きな変化

かなと思っております。

大きな１番についての、２つの質問について

は以上でございます。

【聞き手】 ありがとうございました。今、事務所

の中の担当部署の業務内容、本庁との関係

からスケジュール、仕事の。これについてのお

話を伺って、みんなのほうから何か質問があれ

ば。

【質問者１】 最初ちょっと大きなことでお訪ね

したいんですが、本庁でお伺いしたときに、本

庁と事務所の関係については、将来的には事

務所の採用権限を強めて、ある意味ではもう

本庁から独立させて、採用権をもっとやって、

自由に動けるような形にしたいという意見があ
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りましたけど。

僕たち、いろんな今、全国で教育事務所を

廃止してるというか統廃合、全国の調べており

ますが、教育事務所を廃止したところのお話を

聞くと、もしくは逆で、つまり、今までは事務所

が地域のいろんな諸状況で、かなり独自の色

合いがだんだんと出てきて、本庁からのいろん

な指示があっても、いろんな事務所の個性に

よって弱められるというか、多様化して、本庁の

伝達が違った形で、濃淡が事務所単位で違っ

て、なかなか事務所を通して市町村に下ろす

というのは非常に難しい面もあると。

そういうこともあって、むしろ事務所を廃止し

て、本庁から直接市町村とか学校にやったほ

うが伝わりやすいし、コミュニケーションがむし

ろ活発化するとか、そういう理由の１つとしての

事務所廃止を理由に挙げていたことがあるん

ですけど、ここはもう事務所自体が２つと１支所

なんで、おそらく各事務所に、自由にやってい

いよというふうにやったとしても、そんなに大き

な弊害は起こらないと思うんですけれども。基

本的に本庁から採用権をぼんともらって、自由

にやっていいという、そういう方向については、

所長さんはどういうふうにお考えかと。

【田中所長】 その話、方向でいくだろうという

ように、この再編がなされている方向性として

は当然出てくるだろうと思っております。先ほど

のように、業務のラインが教職課業務、そして

学校教育課業務と大きく分ければ、２つになろ

うかと思うんですね。そこの中でのどの授業と

か、どういった内容を事務所のほうにも下ろし

てきて、事務所のほうである意味業務を遂行し

ていって、リーダーも全部事務所で持っていく

と。そこの業務内容がどれぐらい出てくるのかと

いうところの話までは、まだ本庁とは詰めては

いないんですね。

いくらか例は、こういった業務はこちらで全部

受け持ちましょうとか、そこら辺までの話はいく

らか言葉としては出てきてるんですが、それを

きちっと整理をしていって、この業務は来年度

からこちらで受けて、こちらから主体的にやっ

ていきましょうという、そういうところの話し合い、

いわゆるワーキングをしてるところまでまだ至っ

てないんですね。ただ、方向性としては、いくら

かは当然それは出てくるだろうというように、こ

ちらのほうも考えてるところではございます。

【槇原】 要するに、学校の課題というのがまち

まちですよね。例えば学力向上であっても、弱

みというのは学校によってまちまちです。例え

ばＩＣＴの利活用、佐賀県は佐賀県の方針で

やってるわけですが、じゃ機器の整備は市町

によってまちまち、あるいは先生方の力量もま

ちまち。そういったときに、事務所をなくして県

と市町と学校とをスロットした組織を考えると思

いますけど、そういった細かなところにずっと支

援をしていくと。地域の実態、学校の実態に応

じて細かなところまで県のほうから支援をして

いくとなったときには、事務所の存在意義があ

るのかと。

それから佐賀県の方針も、いわゆる統廃合

ではないと。支援機能の強化なんだと。スケー

ルメリットを生かして人数を増やすことで、専門

的に指導できる人間がそれだけいるので、人

的資源を生かすために一緒にして、そして市

町、学校への支援機能を強化すると。それは

学校の課題がまちまちで、それを解決する応

援をしていかなくてはいけないからというスタン

スなのかなと思っています。私のほうもそうであ

ると思って動いているところですので、ちょっと、

他県のとは少し、事務所再編の意味合いが違

うのかなという感じは受けています。

【聞き手】 それは感じました。本庁とのお話、

……はやっぱり県の職員の……あって、統廃

合で、教育事務所も統廃合で廃止で、かなり

減らしたんですね。本当に事務所統合、全然

もともとされてないので、不思議だねって話を

してたんですけど。

【田中所長】 先ほども申し上げたように、実務

的なことについても、やはり教育委員会の要請

が非常に強いんですよね。できるだけ教育委

員会管轄、それぞれの管轄の小中学校の実

情に応じて、やはり入っていただきたいという

要望があるんですね。Ａ中学校はこういう課題

がある、Ｂ小学校はこういう課題がある。やはり

そういうのを知って、教育委員会と一緒になっ

て課題解決に協力をしていただきたいという思

いがものすごくあるので、それに対応するように、

一緒になってより専門性を発揮しながら、実際

に学校現場にどんどん出ていって何かの支援

を、できるところをどんどんやっていくと。

それが基本的なスタンスで、その中での権限

委譲とかいくらか出てきた場合には、それをう

まく発揮できるような形を、体制を取っていくと

いうのが、この再編された事務所の役割かなと

いうふうに思っております。

【聞き手】 その具体のところはまた２のところで

教えていただきたいんですけれども、まず大き

なところで、質問ありますか。
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【質問者２】 確認だけよろしいですか、管理主

事の方は来年から増予定ということだったんで

すが、これは事務所が 19名いらっしゃる中で、

主査は２名のうち１名を係長に置き換えて、管

理主事の方は管理人純増で１名追加というこ

とでよろしいわけですか。

【田中所長】 教育事務所の中の総数は基本

的には来年度は、ただ私が、こちらがする……、

本庁が最終的には計画を立ててするわけです

けれども、総数は変わらないです。ですから所

内の中での異動、配置を変えていくと。今のメ

ンバーで変えていく。実際、１人は増やす形に

なりますけど。１人は外から、来年度１名増える

形にはなりますけれども、管理主事のポストに

外から来た人を配置するのか、中にいる人を

配置するのかという、その配置の仕方はまたこ

れから検討ですけれども、ベースとしては来年

の１名増という。ほぼ、全体的な数は変わらな

い状況でやっているということでしょうか。

ですから、行政関係のところも、今の段階で

は主査が２名いるわけですけれども、主査の２

名のポストのところに１人主査が異動、転任か

何かをして、そこに行政関係の係長が来るとい

うような形で。この今の主査と、２名の枠というと

ころも変えないと。３名にならないというふうに、

今のところは本庁のほうも見通しは持っている

ようでございます。

【質問者３】 すみません。ちょっとぼんやりした

全体像の話になってしまって、お答えしづらい

部分があるのかと思うんですが。今お話聞いて

いると、今までの５事務所体制のときにはなか

なか手の出しにくかったところにも、仕事を広

げていこうという、守備範囲を広げるイメージの

話と、もう１つ、片方が会議に出ていたら、片方

は所内業務だったり、支援に出れるようにとい

うので、厚みを増す業務というんでしょうか。何

かちょっと両方の話を聞いていた気がするんで

すが、これは両方狙ってるという印象でいいん

でしょうか。どちらのほうが再編の中ではメリット

として大きい部分があるのかなと。

厚みが増した部分に強みを感じていらっしゃ

るのか、守備範囲の広がりのほうに強みを感じ

ていらっしゃるのか。少し、再編されてまだ数カ

月ですけど、ちょっとお聞かせいただきたいな

というのと、これから多分どちらかのイメージの

下に、今いらっしゃる方をただ今、かちゃっとく

っつけただけなので、そこの細かな入れ替えを

しながら体制をつくっていくと、多分どちらかの

イメージに近いものになっていくのかなと思うん

ですが、どういう形で意図されているのかを少

しお聞かせいただければなと思うんですが。

【田中所長】 状況としては、逆に学校側から

のイメージとして取られると、その両方の状況

が生まれてくるだろうと思ってるんですね。ただ、

組織の全体像を見たときには、まずはそれぞ

れの２つの地区でやっていたときに、どうしても

こういう課題があるんだけれども、この事務所と

しては非常にメンバーも限られてるし、専門性

も限られてるので、そこまで手を伸ばすことが

できなかったという課題もやっぱりいくらかある

わけですね。

それが一緒になったことによって、それぞれ

十分できなかったところを実際補完できるわけ

ですね。一緒になったから、もともと佐城地区

の指導主事が三神の学校に行ったときに、き

ちっと指導助言ができるという状況が生まれて

きてる。そういうのを学校側から見ると、今まで

の指導主事さん、事務所としてはここぐらいま

で指導はあったんだけれども、今度はもっとそ

れの上を、実践例をして、今度は指導してもら

ったなという、そういった意味ではものすごく厚

く指導してもらったなと。こちらからいくと、広げ

ていけたなという、両面が裏表のところで進ん

でいくのかなと。それでも、やっぱり今の状況

では非常に限界があると思います。

限界があるというのは、指導主事の専門性の

指導も万能ではございませんので、いくらか教

科とか専門的なものを持って行ってます。それ

と、業務の時間とか、行事との兼ね合いとか、

そういうのも全部含めて、すべてがうまくいくと

は思っておりませんけれども、ただ方向性とし

ては、いろんな教科に対応できる、そういった

技能を持った指導主事を広く配置して、できる

だけ現場のニーズに応えていこうと、そういう方

向で今動いているところでございまして、どちら

かを中心でなくて、やっぱり裏表のところがある

のかなという思いで今、業務分担も含めてやっ

てるところでございます。

【槇原】 こんな感じ、例えば旧佐城地区には、

小学校の算数の専門的指導できる指導主事

はいませんでした。中学校数学はいたんです

が、小学校算数を今まで長く研究してきた指

導主事はいませんでした。ですから、じゃ、旧

佐城管内の小学校から校内研に来てくれと言

われると、中学校の数学の指導主事が指導に

行くという形だったんですが、一緒になったの

で、旧三神地区のほうには小学校の算数を長

く研究してた指導主事がいますので、その小
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学校の算数の指導主事が小学校の算数のニ

ーズに応えることができるようになったと。それ

はいわゆる厚みという。

逆に、旧佐城には特別支援教育を指導でき

る指導主事がいた。旧三神地区にはいなかっ

た。そういうのがお互いに、いわゆるこれがスケ

ールメリットを生かした人的配置というんでしょ

うか。それで言えば、これはやっぱり厚みです

かね。それがあって逆に、指導できるエリアが

広がったという言い方もできるのかなというふう

に、多分、今所長が「裏表」と言ったのはそうい

う意味かなというふうに思っております。ですか

らもう少し、今、がちゃっとくっつけただけです

ので、教科も若干ダブってるのもあるんですよ。

ですから、そういうのが何年かたつと整備され

ていくのかなというのは思っております。

【聞き手】 そうすると、この先の人の入れ替え

というのは、少し専門性を見ながらという形の、

以前、５事務所のときにお話を伺わせていただ

いてたときに、どうしても人数に限りがあるって、

新しく来た人は前任抜けたところに、多少専門

性の合ってない部分があっても、急に勉強して

もらうなり何なりして、合わせてもらう部分がある

というお話を、どこかの事務所でお伺いしたこ

とがあったんですが。これからだと、来た人が

仕事に合わせてもらうというよりも、仕事に合わ

せて人を採るような形に変わっていくということ

になるんでしょうか。

【田中所長】 最終的には、そこは人事異動の

絡みになってくると思いますけれども、そういう

方向でこれから進んでいくというふうに思って

おります。11 月 27 日の本庁での訪問調査の

際も、たしか今年度の 10 月、昨年の 10 月の

再編を見越して、昨年度末の人事異動もいく

らか配慮をしながらしていったというような回答

も出されていたと思いますし、それでも全部は

できてない。今度のまた、今年度末、来年度４

月１日の配置を考えての人事異動でも、そうい

う方向性で、将来２年後、３年後を見ながら、

どういった教科をしっかり置いておかなければ

いけないのか。

具体的な例をいきますと、東部地区でも小学

校、中学校でのいろんな教科指導の面でのニ

ーズというのは、やはり国語とか算数とか数学、

あるいは英語とか、そういうところが多いわけで

すね。中学校とかになってきますと、今度は生

徒指導の問題とか、不登校等の問題とかいろ

いろ、それから今のＩＣＴの問題とか、そういうの

がいっぱい出てきて、そして学習状況調査に

しても、教科が非常に複数に広がってきている。

そういう対応も含めていきますと、教科の専門

というのをできるだけ広げて、そういうことができ

る人を優先的にこちらのほうに人事配置をして

いく、そういう方向でこちらのほうで今考えてい

るところでございます。

【槇原】 ただ、じゃ全教科、全領域そろえるか

といいますと、人数も限られてますし、その教

科に対する差別じゃないんですが、技術とか

家庭とか、ニーズとしては非常に少ないです。

これに対する支援をしてくれというニーズが少

ないですので、じゃそういった非常にニーズが

少ないものであれば、年に１回か２回なら、セン

ターなり何なりから行っていただけばそれで事

足りると。事務所は専門性のある職員をそろえ

ますけれど、やはりニーズの高いところに手厚

くそろえるというふうな形になるのかなと。やはり

国語、算数、特別支援、ＩＣＴ、生徒指導、不

登校といったところが、どうしても手厚くならざる

を得ないのかなと。

【質問者３】 先ほど最初に出た、組織のあれ

で、企画・広報と学校教育支援の連携の話を

されてましたね。この頂いた資料にも企画・広

報の指導主事のところに、下のほうに星印とい

うか、担当教科、支援教育の何とかという、な

ってるんですが。企画・広報というのは、仕事

の中身からすると、大学院では総合的な仕事

と、あと全体、大きな県の政策立案、企画にか

かわる……。恐らく……政策の企画立案が、

指導主事さんがかかわることでここに配置され

てると思うんですが、それはやはり学校教育支

援の中身と関係するかなと。ここを中心にして

学校教育支援と企画・広報を連携するという。

学校支援の指導主事が足りないので、企画・

広報の仕事以外にも教科指導を入れましたと

か、そういう趣旨の連携だとか、どういう趣旨な

んでしょう。

【田中所長】 どちらかというと、後半におっし

ゃったような趣旨のほうが強いですよね。先ほ

ど申し上げましたように、企画・広報のところに

指導主事を配置するといっても、ここにプラス１

来るわけではないわけです。この業務の中、今

やってる指導主事の中からそこのポジションの

業務を配置するということで、そうすると、じゃ

総務の内容すべてに、それだけ指導主事がか

かわっておっていいのかっていうふうに、業務

内容がある意味、量からいってもそこまでたくさ

んはない。逆に全部そっちに指導主事が、そ

れだけをやっていくと、今までやっていた業務、



1��
放送大学大学院文化科学研究科「教育行政研究」第 3号　�013 年

1��
佐賀県教育庁東部教育事務所インタビュー記録放送大学大学院文化科学研究科「教育行政研究」第３号 2013年

125

いわゆる教育にかかわっていた業務というとこ

ろも、どうしてもやっぱり、指導主事の数からい

っても、ちょっと落ちてくる。

ですから、当然学校教育にかかわる情報発

信等を、しかし、そこでも指導主事が十分かか

われるような、そこに例として書いてるような業

務も担当していただかないと、全体としての業

務の分担が非常に偏りが出てくると。そういっ

たところで、今のところは考えているところでご

ざいます。

【聞き手】 あと、全体の組織に……、こちらの

具体の話に入っていただければ。

【田中所長】 分かりました。じゃ２番目のほう

に。

【聞き手】 よろしくお願いします。

【田中所長】 まず１つ目の……なんですが、こ

ちらのほうにお示ししておりますが、これも、ま

だ本当に粗い来年度の計画でございますが、

先ほどの企画・広報、学校経営支援、学校教

育支援という大きな３つの部署で、本当に概略

を示したところです。それぞれのまた小さな部

署で論点を置いていただく……。下のほうには、

通年でこういうことにかかわっていると。きちん

と年何回とか、そういうことが決められない部分

も、いわゆる各市町からの要請とか、そういうも

のが随時入ってきますので、そういうものは全

部下のほうで挙げております。

あと、小さなのを挙げておりますのは、事務

所が主催を来年するであろうと、していくべき

かなと思っている研修会等を、大体このころに

という月を挙げているところでございまして、先

ほどの組織からいきますと、こういった大きな年

間の見取りになるのかなと。

ただ、先ほどちょっと申し上げましたように、

最後の、学力向上班、生徒指導班のところの

ラインが、厳密に学力向上班、向上班のもの

だけしかしないということではなくて、どうしても

先ほどの人事異動等で地区に何人か入れた

ときに、その指導主事の専門性によって、生徒

指導班にいるけれども、ほぼニーズが合った

教科のところについては、この人が学力向上

の要請の学校に行ってから指導するとか、そう

いうこともあり得るということで、指導主事の業

務が少し行ったり来たりは、個別のところはや

っているというようには、今もやっておりますし、

今後もそういうことは出てくるだろうというふうに

思っております。

これについても昨日、本課のほうと、いわゆる

研修体系の見直し作業がされておりまして、そ

こで少しお話をして、来年度の本課の研修体

系の改善点とか見直しがあった、方向性が固

まった段階で、事務所として設置したほうがい

い、改善したほうがいいような研修会というもの

も少し増えてくるのかな、あるいは、ひょっとす

ると削っていくという作業も出てくるかもしれな

いなというように思っております。

これが具体的なスケジュールでございますけ

れども、５事務所体制の当時と比較した対策、

変わったところとか特徴的なところというのは、

先ほどから何度も話の中で出てきたんですけ

れども、それぞれの地区の学校の状況、教職

員の状況、指導力とか、あるいは地域的な人

事異動上の課題とか、そういうことについて非

常に日常的に情報交換が常に、特にここと、

管理主任、所長、指導官レベルでの情報が

10 月からは常に行われるようになりました。

逆にそれをしないと進まないという状況で、

特に私と指導官、管理主任２人は隣の席同士

でいますけども、再編されたときには常に情報、

話をして、ということでつくったわけですけど、し

ているところです。指導官についても、あそこの

あの地区のあの学校ではこういう状況が行わ

れて、じゃどのように今度あそこの学校の……

には入っていけばいいのか、……、そういうこと

で、ひんぱんに相互理解が深まってきたなとい

うような……。

もう１つが、……といいますか、それぞれの地

区で業務をやってて、それぞれの指導主事が

担当してきたわけですけども、便宜上、学力向

上班と生徒指導班というふうに振り分けていっ

たときに、ある業務は両方の地区の業務を１人

が受け持つと。今までは別々にやってたんだ

けど。そういうことが協力し合って少しずつでき

るようになってきたなというように思います。

それから３つ目が、庶務のほうなんですが、

今、庶務が２名、主査が２名おります。そのとき

に業務の集約化、それから業務内容の分量と

かの均等化とかありますが、そういうことが行わ

れてきてます。ある業務については１人の主査

のほうが全部受け持っていて、そして今までは

それぞれ１名しかいなかったわけですね。そう

するとチェック機能が働かないんですね。１人

で全部をやっていて、１人でチェックをしなけれ

ばならない。最終的には決済を、当時の所長

とかに来る場合もありますけれども。

それが業務分担をしてるけれども、一方がや

ったチェックを別の人がちゃんと現場で分かっ

てるからできるわけですね。そういうことが非常
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によかったというふうに、逆に庶務のほうは話し

ております。お互い安心してこれまでと、集約

化をしていったことによってチェック機能が働く

ことになれば……話を……。

最後に、この３カ月間の課題も１つ出てきて

おります。10 月から再編をされてきております

が、いわゆるそれぞれの地区、学校を訪問す

る方法は、その年度ずっと、５月の終わりか６

月ぐらいからしてますので、変えてないわけで

すね。そうしますと、10 月、11 月の末ぐらいま

でに学校訪問が一番行事予定の中にたくさん

入ってきて、多いときには１週間に３日出ていく

ことになる、需要が出てきております。そうなっ

てきたときに、自宅からまっすぐ学校に行って、

そして夕方戻ってくると。

ところが、佐城の指導主事さんたちも別の学

校に行って、三神の地区のもともとの指導主

事も三神地区の学校に行っているという状況

で、ここに来ないわけですね、日中は全く。そ

して帰ってくるのもばらばら。というのは、例え

ば１つの学校訪問に行ったときに、１週間後の

学校訪問の打ち合わせを教頭先生とするため

に、別な市教にそのまま行くこともあるわけで

す。そうすると、職員がなかなかそろわないとい

う状況が 10 月、11 月ごろずっと続くわけです

ね。

そういう状況の中で、学校訪問の打ち合わせ、

情報交換、そして終わった後の最後の総括、

そういう時間を設定するというのが非常に難し

かったなというふうに、今それが終わってみて

感じているところもございます。この辺は来年

度の学校訪問の日程を組んでいくときの１つ

の課題なのかなということを感じているところで

ございます。今年度の部分と来年度の大きな

資料見取り図で、この見取り図、ちょっと違うこ

とも申し上げたんですけれども、課題も含めて

……課題のことも含めて。２番目の最初の……

についての回答でございます。

それから、その次の人事異動の市町間の調

整、特に教育長協議会でございますが。これ

については、実は佐城地域と三神地域、２つ

の地域というのは特徴がございます。佐城地

域については詳しくは後から、指導官のほうか

らまた補足がありますけれども、調整というのは、

各市町で教職員の指導力、それから年齢、性

別とか、そういうことが大きな偏りがないように

教育事務所が原案作成をしまして、教育長の

協議会で協議をしていただいている。というの

が、佐城地区のやり方、方法でございます。

三神地域のほうは、これは歴史的に教育長

協議会という位置付けではなかったんですね。

私のほうが三神のほうだったんですけども。そ

れで、三神の地域での事務所と教育委員会と

のやり取りについては、各市町の教育長さん

の考えを聞きながら事務所長が原案を作成し

て、最終的にそれを承認していただくという流

れになります。ですから、教育長さんとの個別

のヒアリングといいますか、面接を継続して人

事異動の再調整が行われていくという形になり

ます。

資料とか原案を作成して、佐城さんのほうは

教育長協議会の中でいろいろ教育長さんたち

がやり取りをされているのが、佐城の位置付け

ではありますけど、その部分が三神のところに

はなくて、全部事務所長が個別に教育長さん

たちとやり取りをしながら原案の修正をして、ま

た提案をして、最終的にそれが調整となって

いく、そういうような違いがあります。

次の３つ目でございます。教育事務所の再

編後の専門性を担保できるような……していく

という、支援の要請ということについてでござい

ますけど。最初に……、相談支援については

……と思います。１つは、先ほども申し上げまし

たけど、計画訪問というのがございます。これ

は市町からの計画によって、年間を通して小

中学校の事務所から訪問して行くわけでござ

います。このときには当然、市町の教育長さん

方、あるいは指導主事が一緒に行くわけでご

ざいます。

そこでは朝の登校指導から最後の授業研究

会、全体的な指導まで終日行うわけでござい

ますけれども、そのために事前に、学校の教育

課題とか、今度の学校訪問の趣旨は何なのか

とか、どういうところについて集中的に指導をし

てほしいとか、そういうことも含めて事前の打ち

合わせもいたします。そして一応終わってから

また総括をして、その後また続いて、この学校

にはどういったところについてどういう支援を行

っていくのがいいかとか、そういうようなところま

で継続的な支援も含めて、大きな計画訪問に

はこういう位置付けがございます。

２番目の計画訪問の中身として、本庁の各

課との同時訪問がございます。教職員課と学

校の訪問、それから、学校教育課のほうが施

策をしております係を配置しての、特別な係を

配置しての訪問とか授業がございます。そうい

うときに一緒にそこに出向いていって、学校の

状況を聞いて、本課と一緒に指導をしていくと、
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そういう計画的なものがございます。

もう１つの訪問が、これは佐城さんが中心で

されておりますけれども、随行訪問というのが

ございます。これは教育事務所と別に、市町の

教育委員会が学校を訪問するという、教育委

員会が行う訪問がございます。その訪問に事

務所の指導主事が数名、その学校の課題に

ついて指導助言できるようなことも含めながら、

進んで付いて行くと。そのときには所長とか指

導官、……は付いては行きませんけれども、指

導主事が随行していくというように、いくらかバ

リエーションがございます。どちらにしても、先

ほど申し上げたものは事前に計画をきちんと

つくって、そして訪問していくわけでございます。

大きなくくりはそういった計画訪問のくくりでご

ざいます。

もう１つは、年間を通じて随時、今度こういう

問題点があるので来てくださいと、こういう授業

研をするから来てくださいと、そのための指導

案を作成するから支援に来てくださいと、そう

いうふうに年間を通じた各学校とか市町からの

要請がございます。それに基づいての訪問と

いうのがございます。今年度もたくさんそういっ

た業務をこなしてきているところでございます。

これが東部教育事務所の支援実績で、12

月分まででございます。お手元の資料でもこち

らに載っておりますけれども、こちらの……で

勝手にずっと入れ込んでおりますけれども、こ

ういうことに対して、今度４月から。４月から９月

までは佐城教育事務所のデータでございます。

10 月からが一緒になってからのデータでござ

います。12月は合計が資料では 60になってい

ますけれども、後で調べてみると 67 ぐらいです

ね。入力をしてないとか、カウントしてない部分

がありましたので、ちょっと数字が増えてはきて

おりますけれども、こういった回数に、今年度

12 月までの集計が出ております。

これはグラフに表したもので、10 月から当然

管轄する学校数も増えてきてますので、当然

合計になりますけれども、やはりこちらの宣伝

効果もあったかもしれませんけれども、非常に

人数、それから記述回数も非常に多くなってき

たなというように思います。こちらの感じとして、

精算のところまでまだしてませんけれども、ただ

単に今までの別々でやっていたものを、ただ合

算したというイメージじゃないです。それ以上に、

やはり要請が来たなというように思っておりま

す。

その次の資料は、３カ年の、22 年度からの状

況でございますけれども、グラフを見ていただ

きますように、10 月、11 月は特に３カ年におい

ても非常に、……には完全なる合算じゃない

かなと。それが先ほど指導官が言いましたよう

に、広く分厚くの部分が徐々に今度できるよう

になりましたよというアピールも、学校訪問に行

ったときにいつも言うようにしておりました。そう

いう情報を発信することによって、じゃ今度呼

びましょうっていったときに、今までの管轄をし

ていない別の指導主事が来て指導助言をして

いるという回数が増えてきておりまして。

【聞き手】 それの、24 年の前の 22、23 のこの

統計は、佐城。

【田中所長】 ここは佐城のことでございます。

裏側のほうには再編からの効果があったのか

なということを書いてございます。

続きまして４番目の質問でございますが、こ

の中につきましては、連絡……の部分が非常

に中心になるのかなというように思っております。

特に日常的な連絡、連携の部分でございます

が、場所はこちらに移したわけですので、今ま

ではここから８キロぐらい東のほうの神崎市にあ

ったわけでございます。物理的な距離が非常

にここまで遠くなったと。

特に一番東側は、基山でございます。基山と

かになりますと、片道１時間 10 分ぐらいかかる

時間帯で、文書のやり取りというものも、神媒

体でやると非常に、それだけ持っていくのにも

往復２時間以上かかると。そういう状況もござ

いまして、遠くなったという感覚が、これはもうど

うしても教育委員会さんから見ればそういうこと

は否めないと思っておりました。

そこで、私たちが配慮しているのは、いろん

な研修とか学校訪問とかに行ったときに、必ず

教育委員会に寄って文書も頂いてくると。私た

ちが行けばいいわけです。先ほどのように支援

業務でいっぱい行くわけですね。指導主事が

ぽつん、ぽつんといろんなところへ行きます。そ

この教育委員会が近くにあったら、そこへ寄っ

て文書を頂いてくる。そういうようなことをずっと

心掛けてやってます。

寄ったときに、ただ単に文書だけぽんと持っ

て来るんじゃなくて、実は今日はこの学校にこ

ういう支援に入って、こういうことを指導してきま

したよとか、最近、生徒指導の問題がこういうこ

とないんですかとか、よくないですかとか、そう

いうやり取りを必ずしてくる。そういう形で情報

を一生懸命みんなが集めてこなければいけな

いだろうということを思って、できるだけ心理的
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な距離感が遠くならないように努めてきている

ところでございます。

もう１つは、先ほどの年間業務の中にもありま

したけれども、できるだけ各地区の校長会とか、

あるいは教頭会にも参加をしていく。そこで話

をするように、特に重点的なこととかについて

は指導を要請するとか、そういうことを心掛けて

おりまして、これは向こうからも来てくださいとい

う要請が強くなっておりますので、できるだけ時

間をつくって行って直接質疑応答をするように

心掛けております。

先ほどの、日常的に教育委員会に行くという

ことと同じラインかも分かりませんが、年間を通

して生徒指導上の困難な学校とかあれば、状

況、現場把握が必要なときがございます。そう

いったときには、機動的に職員が学校にすぐ

出向いていくと。ただ単に電話連絡を受けて、

情報が来るから次の対応を待っているというこ

とじゃなくて、取りあえず足を運んで生の様子

を見ていく。朝の登校の様子を見るとか、そし

てその後、生徒指導主任の先生とか教頭先

生に話を聞いてくるとか、そういう基本的なスタ

ンスが、スケールメリットを生かしてとか、指導

主事の数を増やしたからそれを生かしていくと

いう基本的なスタンスは、とにかく出て行くと。

ということで動いていくところで、できるだけ現

場のニーズに合うような……と思っているところ

です。

最後は、４点目が、教育行政の担当者がい

らっしゃいます。指導主事の、あるいは指導主

事クラス、参事とか課長とか、そういう方の配置

されてる市町もありますけれども、依然としてま

だ指導主事が配置されてない市町もございま

す。そういう中で、行政の担当の方が配置され

てるところもございます。そういう方たちとの担

当者会議を、１回ないし２回開いておりまして、

その際に情報交換をするなり、学校訪問のとき

の指導の仕方、あるいは課題を情報交換して、

市町としてはどういうかかわりをやっていくのか、

事務所としてはどういうふうなことでサポートが

できるのか、そういう話を協議する、そういう機

会を取っております。

今のところは、そういう専門性の向上とかにつ

いても取り組んでいるところで、昨年度から継

続してる部分でもございますけれども、１年間こ

ういう形でやってもらっているところでございま

す。

最後の５つ目の、教育行政課題について特

に留意してるという部分なんですが、課題は山

積しておりますけれども、この再編にかかわっ

てのことでございますが、広い課題とか、具体

的な課題が主になるかも分かりませんが、先ほ

ど申し上げましたように、まず１点目は人事異

動の方法がそれぞれ異なっているということで、

これを少しでも業務をいくらか統一できるもの

は統一していく、それをいつまでに、どのような

方法を統一していくのかという見通しがまだ十

分に立っておりませんが、これから検討してい

く必要があるかなと思っております。

２点目が、先ほどの年間計画の中にも入れま

したけれども、職員の研修をどうしていくのかと

いう、さっき、研修体系の見直しを載せてたん

ですが、必ず全員悉皆で受けなければならな

い研修とか、あるいは希望研修とか、同じ内容

を期日と場所をずらして複数回やっていって、

どこに参加していくかというような研修の方法

論、開催の方法論を変えていく研修をすると

か、いろいろこれからそれぞれで今研修を、そ

れぞれ他の地区でやったことをそのままやって

きてますので、それをどう集約して効果的に持

っていくかというのが、２番目の課題なのかなと

思います。

それと同時に、どこで開くかも大きな問題な

んですね、実は。これは出張費の問題が出て

くるわけですよね。毎回ここでやっていると、東

のほうからは出張費がたくさんかかると、そうい

うこともあるから、開催場所をどうしていくのか。

確保の問題、会場取得の問題もございます。

ということを、これからトータルで考えていかな

ければいけないと思っております。

最後はちょっと触れたんですけれども、先ほ

どのように、来年度の学校訪問の日程をどのよ

うにやっていくのか。先ほどのように、その日に

両方の地区に、例えば担当してたところが一

斉に出ていくと合わない。この中が空っぽにな

ったりもしますので、来年度はどうするか。それ

ぞれの……開催日程の調整と。そういったとこ

ろが今年度の課題なのかなという。以上で、…

…と思います。

【聞き手】 ありがとうございました。

【田中所長】 それから最後に、これは宣伝の

資料でございます。10 月に支援回数をできる

だけ増やしたいということで、こういうように一緒

になりましたと。これを持って指導官と２人で市

町村、教育委員会、教育長さんのところへ出

向いてごあいさつをしたり、最後にこれを各学

校で配ってくださいということで。今度アピール

もいくらかして……たのかなと。以上で終わりま
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す。

【聞き手】 ありがとうございました。じゃあ、大き

な２のところで。

【質問者１】 確認なんですけれども、最後の

……のところで、人事異動の異なっている部

分がありますけど。これは２の部分のところで説

明していただいた、市町村の市町間の調整が、

三神地域と佐城地区で異なっているという、こ

れと関連するんですか。

【田中所長】 大きくはもうそこですね。

【質問者１】 そのデメリットとメリットとそれぞれ

伺いたいんですけれども、三神地区の場合は

原案を事務所のほうでつくられてというパター

ンと、佐城地区のほうでは教育長さんと、教師

でつくってる形ですけども、そのメリット、デメリ

ットというか、先に原案をつくったほうが事務手

続き上……のか、……がつくってるところは事

務として煩雑にならないのか、どういうメリットと

デメリットがあるかとか。

【槇原】 メリットとデメリットは裏返しのようなとこ

ろがございまして。佐城さんの取り組みのよさ

は、先ほど所長がお認めいたしますように、私

は佐城地区なんですが、３市しかないですから、

３市の局長さん、課長さんと、それと事務所の

私と、要するに８人でここで会議をします。その

ときに異動の原案をお渡しして、これでどうでし

ょうかと言って、その場でそれぞれでご意見を

出されて、じゃこことここを変えて、じゃこれとい

うことで今回はやりますと。また次、何回か異動

は繰り返し、一定期間の間に何回か会議をや

りますので、その会議の繰り返しということです。

ある面ではオープンになってるところがいいとこ

ろでしょうか。

ですから、例えば佐賀市の教育長さんも、多

久市に誰が入っているのか、誰が出たのかも

分かる。というところがオープンになってるのが

いいのか悪いのか分からないですけれど。オ

ープンになっていますので、比較的、教育長さ

んたち、自分の市だけのわがままを言ってもい

かんねと。佐城地区全体のことを考えんばい

かんよねと。あ、ほかのとこはこういう課題があ

るのね、じゃまあ仕方ないねと。でも極端に言

えば人事異動は、いい先生は自分の市から出

したくない。悪い先生は出したい。これですけ

れど、お互いの実情を知ることによって、そうそ

う自分の市のことだけ考えてもいけないよねと

いうふうな意識は持たれるかなと思います。そ

れを調整するのが事務所の仕事だろうと。

適材を適所にと言うと非常に聞こえがいいで

すが、いい人もそれぞれの市にいる。いい人と

言っちゃいかんね、力のある先生もそれぞれい

る。ちょっと大丈夫かなと思う先生もそれぞれ

の市にいるという調整をするのが事務所なので、

みんなの前で一斉にやりますと、そういった面

はオープンになって広い視野でお考えはいた

だけるかなと。

【質問者１】 ……印象として、そのデメリットと

して、先ほども言われた性別とか年齢構成の

偏りがない部分というのは、教育長さんとの話

し合いになると難しいのかなと。そういうわけじ

ゃない。

【槇原】 まとまらないということはあるかもしれま

せんが。非常に難しいですけど、ある面じゃい

くらでも事務所の原案が、いろいろ考えてこれ

は出したんだろうと。いろいろ……出したんだ

ろうから、それは十分分かっておりますよと。だ

から、ご無理ご無体なお話はあまり乗れないこ

とが実際は実際です。よっぽどのときが出ない

わけじゃないんですけれど、基本的にはあまり、

もうよく考えていただいた上のことだろうからと

いうことで、大体治まる感じ。

【田中所長】 三神のほうは先ほど言いました

ように、直接共通した情報がぽんと出て、教育

長さんたちがいろいろ協議をして、出し入れを

しながら異動をされている場はないんです。１

対１で私がやり取りを聞いて。なぜそうなってる

かというと、これが先ほど言いましたように歴史

で、いわゆる人事を扱えるという、業務上、行

政上、人事を扱える体制が、三神のほうの教

育の体が整ってなかったんですね。

鳥栖市さんのほうは、早いときから課長職が

あって指導主事を配置していたんですけれど

も、実は長年そのほかは、人事を扱える人は

教育長さん１人しかいらっしゃらない。かつ、教

育職の経験のある教育長さんもすべてそろっ

ているかというと、そうでもなかったんですね。

行政職からの教育長さん、そうすると、本当に

学校の状況、学校の職員の指導力の状況と

いうことを踏まえながら、同じテーブルでそうい

うやり取りができるということが非常にできにくい

市町も、市はそうでなかったですけど、村もあり

ましたからね、そのとき。町村があったわけです

ね。

そうすると、やっぱりそういうところで同じに進

めていくと、情報をたくさん持っていらっしゃる、

中身が分かっている教育長さんは、人間を直

接知っていらっしゃる教育長のところにやっぱ

り集まっていくわけですね。どうしても偏りが出



13�
放送大学大学院文化科学研究科「教育行政研究」第 3号　�013 年

133
佐賀県教育庁東部教育事務所インタビュー記録佐賀県教育庁東部教育事務所インタビュー記録

130

てくる。ところが学校の課題は、本当はこうなの

になかなかそれが解決、少しでもその解決に

向かうような人が、１人でも２人でもそこに入り

にくいなという。そういうことができにくいから、

三神のほうではそういう全体の状況を全部ヒア

リングで聞いて把握している所長がそれぞれ

やり取りをして、こういうご希望があるでしょうけ

ども、この人は別のこっちに配置をさせてくださ

いというような調整を個別にずっと所長がやっ

てきた。そういう流れがあったんですね。

もう１つ、じゃ佐城のようにそういう、教育長さ

ん同士でのやり取りをできるような教育長協議

会のほうに移行して、方向性を出したと。将来

的にはそういうふうにいくかもしれません。しか

し、今の教育長さんたちはその経験がまず、ま

だイメージとして持たれないし、ちょっとこういう

のを言っていいかどうか分かりませんが、後、

記憶から消していただければ助かるんですが、

教育長さんたちの人間関係が悪くならないよう

にしてよという本心が実はあるんですよね、どこ

かに。自分たちがやり取りしとって、今まで仲

良くしてたのに、そのときに嫌な人間関係の雰

囲気つくりたくないよねと。将来的には恐らくそ

こを飛び越えなきゃいけないとは思うんですよ。

教育長協議会の形に持っていけば。

今、佐城さんはその歴史があって、お互いの

情報を分かっていらっしゃる中でお互いにされ

るから、どこか譲るところは譲るということになっ

てますけど、まだそこまでの土壌というところが、

これをつくっていくのがこの三神の課題なのか

なと。非常にそこが重要なポイントなんですね。

人事異動の入り口として大切なポイントだから。

だからこれをもう一緒に、佐城と三神と合同で

一緒の人事異動の形に持っていくというのは

非常に難しいから、実際、県のほうも今、異動

地区もまだ変えて、事務所は再編してるけれど

も、異動地区はそのまま残してるというのはそう

いった事情がある。だから、それぞれで今のと

ころの方法で進んでいると。

【質問者１】 ６月の議事録のところで、地区ご

とに残すって書いてますけど、……、ソフトラン

ディング……。ありがとうございます。

【質問者３】 今の人事の件で、関連してなん

ですが、旧佐城のほうでされている協議会だと、

旧三神でされているのもそうなんですが、特に

佐城でされている協議会の中で、扱う人のやり

取りというのは市単位のものなんでしょうか。そ

れぞれの学校までを扱うんでしょうか。

【槇原】 市単位のものです。その場で協議を

するのは市から市をまたいで動かれる方の協

議です。それが終わった後に、それぞれの市

内で動かれる方は、それぞれの市が行うことに

なっています。市をまたぐ、あるいは地域をまた

ぐ、例えば唐津から来る人をどこの市に入れま

すかと。あるいは、じゃ佐賀市からこの人を多

久市に動かしますよとか、市をまたぐのを行う

協議会です。

【質問者３】 中の配置はもう市にお任せ。

【槇原】 それぞれの市が行うと。

【質問者３】 旧三神でされている個別のやり

取りの場合はどうなるんでしょうか。

【田中所長】 三神のほうは個別のやり取りに

なりますので、当然、教育長さんからこの学校

にこういう職員をという要望がいっぱい出てくる

わけですね。ですからそれをこちらも聞いて、

三神地区でいわゆる官外から、あるいは佐城

ではなくてもっと西のほうとか、東松浦のほうと

か、ああいうとこからでも入ってくる先生につい

ても、基本的にこちらのほうから原案の中で、

この学校にどうですかというようなところまでこち

らが案をつくって、そして集約的に、後の、そこ

の市町に入ったときに、こちらがＡ中学校にど

うかなと思っていたときに、最終的にその人を

Ｂ中学校にするのは、もうそれは教育委員会さ

んが判断をして、そこをまた入れ替えましょうと

か、それは最終的には教育委員会さんがされ

ますけれども、原案を示すときのイメージは、こ

ちらは学校まできちっと考えたものをそれぞれ

の教育長さんたちにお話をしていく、そこがま

た違いでもあります。

【質問者３】 それはもう先ほどの話に出ていた、

教育長さんだったりとか人事担当者の方がそ

れほど把握が難しかったりとか、配置どこにし

ようかまで、なかなかいかない部分のフォロー

をされてきたという解釈ですよね。

【田中所長】 そうですね。

【質問者２】 ちなみに、佐城のほうの協議会で、

当初原案からどれくらい変わるもんなんですか。

結構変わるんですか。

【槇原】 実際はほとんど変わらない。１つか２

つぐらい。年間にです。というのは、協議会は

ありますけど、事前に根回しじゃないですけれ

ど、例えばある市でバスケットボールの指導者

が欲しいと言われてましたねと。実はこう出ます

けど、男性を希望されてましたけど、女性です

と。ただしバスケットボールの指導はできます。

どうされますか。バスケットができるなら男でも

女でもいいですと。いや、バスケットができても、
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女性じゃなくて男性のほうがいいなと。事前に

根回しのようなことを、全部が全部するわけじ

ゃないですけれど、いくつかこれがポイントだな

と思うのはしますので、実際に原案を出した後

に変わるというのは、本当に年間に２つか３つ

がいいところじゃないかなと。

【質問者２】 事務所で原案をつくられる前にヒ

アリングというか、意見交換をされてる中でとい

うことですね。

【槇原】 この市というか、この学校に今どんな

人材がいると。年齢であったり性別であったり、

部活動であったり、その人の資質であったり、

それはデータとして持ってますので、先ほど…

…私のほうは、どの学校にとは言わずに、市に

○○学校で特別支援学級の担任がいるとおっ

しゃってましたね、おっしゃってたのでこの先生

をこちらのほうに入れようと思いますが、いいで

しょうかという形でしますので、事前に聞いて、

ニーズに応じた方をおおむね配置するので、

非常にもめるのは少ない。

【質問者２】 その場合、普段、学校を訪問さ

れたりする中でも、くみ上げつつという形ですよ

ね。

【聞き手】 事務所として指導主事、生徒指導、

教科指導の指導主事を厚くして、市町村、学

校への支援を広げ、なおかつ厚みを増したり、

市町とかいろんな……、それ自体は事務所の

目的を１つ達成してると思うんですが。そこで

ちょっとお聞きしたいのは、皮肉な言い方にな

るかもしれないんですけども、市や町とか学校

が、自分たちがカバーできないところは当然、

事務所にお願いして、専門的な支援をもらうと

いうのはいいんですが、言葉はよくないですけ

れども、事務所に対する依存を強めて、本来

市町がやるべきことまで事務所にお願いすると

いうようなことでは駄目ですよね。

あくまで……支援をもらいつつ、市町がこれ

までできなかった新たなことを挑戦するという、

そういう事務所と市の自立のあれが相乗効果

で、市町や学校の取り組みが上がるのが最終

目的だと思うんですけど、一方では事務所に

対する専門の支援の要請が増えるのはいいで

すけども、それによって市や町や学校で新た

な取り組みとか、取り組みの芽みたいなのはで

きていますか。こういう流れの中で。

【田中所長】 おっしゃるとおりだと思います。

主従じゃないですけど、事務所が常に出てい

って主で何でもするという状況が、どうしてもし

なければ教育委員会のスタッフ、これもものす

ごく幅があるわけですよね。先ほど申しましたよ

うに指導主事が全くいないところもあるから、そ

ういった教育委員会の実情も踏まえながらな

んですけれども。この内容については、この市

町の状況からいってもやっぱり指導主事がき

ちんと入ってしなければいけないという状況も

確かにあります。しかし、おっしゃったように、

今後教育委員会が主導を取って事業計画と

か進めていくときに、ここの部分は教育事務所

の指導主事を２名派遣をして協力してもらえな

いでしょうかとか、そういうことをつくっていく必

要が当然あると思うんですね。

実際、今年度なんですけども、私が管轄して

おりました三神のほうでは、３つほどやっぱりあ

りました。そのうちの２つは、市町で職員のＩＣＴ

の協議会を立ち上げていくと。そういったときに

計画案も全部市町がやってるんですよね。そ

この協議会のメンバーにうちのＩＣＴ担当者を

入れて、アドバイスをしてほしいと。来年度から

の計画とか。あるいは、当然その研修会を開く

ときにも来て手伝ってくれと。そういうことが２つ

の市町でやって、実際その協議会のメンバー

でもうずっといっております。

もう１つが、これも鳥栖市さんのほうの行事、

来年度のことなんですけれども、鳥栖市が中

学校区ごとにずっと年度をずらしながら、小中

一貫教育を進めてるんですね。その小中一貫

教育についての市全体の職員、学校の意識

を変えていくためのワーキングといいますか、

研修会を合同で小中学校いっぺんにすると。

そういったときに、その市も市の職員から各教

科ごとに任命をして、それぞれの教科で小中

一貫カリキュラムをつくっていくときにはどうす

ればいいかと。実はつくっている作業も進めて

るんですよ、何年も前から。

ところが、いくつかの教科のところで、実際２

つの教科領域だったんですけれども、そこで、

それができる者がいないと。そこの部分の指導

計画をつくる際の留意点を、うちの指導主事

に 30分ぐらいしゃべってくれと。そういうような、

事業依頼、役割を与えて、こちらに協力依頼

が来たんですね。そういった形での協力という

のが進み始めてきてるなというふうに思います。

どこに特化して自立をしてもらうかという。それ

はやっぱり、こちらも行ったらものすごく参考に

もなるし、今後こちらの取り組みの情報収集に

もなるから、そういった動きが出てきてはおりま

す。

【槇原】 先生がおっしゃったとおり、確かに事
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務所が支援回数を増やせば増やすほど、いわ

ゆる市町、学校の自立といいますか、足腰が

いつまでたっても強くならないとおっしゃるとこ

ろは確かにあると思います。でも、今の市町と

の関係でそのあたりを見てると、所長が言った

ことと異なりますが、例えば企画は市の方針に

……行うと。そのお手伝いを要請されると。そう

いう感じが多い。例えば小中一貫校を今度つ

くりますと。計画はこうつくってますが、その委

員に事務所からも１人入って、ほかの市町の

様子を見てくださいとか、あるいは、こういった

研修会を市で計画しました。30 分間この内容

でしゃべってくださいとか、そういったことにか

かわらせていただくことが多いですね。

【聞き手】 そこはやっぱりあれですか、事務所

を統合することが市町と教育委員会のそういう、

今言ったような、例えはよくないですけど、専門

性、市町村の実質的な取り組みをサポートす

るようなものは、統合することでそういうスタイル

が生まれてきているというふうに理解してよろし

いですか。それとも、前の事務所が大体そうい

う、市町の……がそういう感じにきたというよう

な。

【田中所長】 統合をされたからそれを活用し

て、そういうようにいろんな市町が単独で施策

を考えていこうと。統合がそのきっかけになった

と。そういうようには自分はとらえてはいないで

すね。やっぱり１年、２年ぐらい前から、各市町

の課題があって、どうしていこうか、少しずつ燃

料を入れながら飛行機を飛ばす、やっと離陸

をし始めようかなというような思いがやっぱりあ

られて、その中で再編されたときに、もっと教育

できないだろうかというような、どちらかというと、

そこまで県の指導主事を呼んでいいのかなと

いう、昔やっぱりそういった思いがあられた市

町もあったんですよね。

ところが、やっぱりこちらからどんどんどんどん

出ていって、学校の状況とかを話をすることに

よって、距離感が短くなったときに、何かの計

画をしたときに、もう来てもらおうかというような

心境が少しずつ近くなってきたなという感じが

するんですね。でも、そのときに、やっぱり私た

ちも丸投げでは困るわけで、どういった計画で

どういう趣旨でこちらは支援ができますか、参

加できますかということはきちんと確認をするこ

とが必要かなと。そうしないと、その主体性のと

ころが育たないかなというようには思っておりま

すけれども。

【聞き手】 大体イメージができてきました。あり

がとうございます。

【質問者１】 今のところで、少し、訪問指導の

ことについて……ないんですけども、訪問の仕

方として、事務所独自が行っている計画訪問

と、あと本庁と連携した施策とか、もう１つ市町

村の教育委員会が行う、今随行するというよう

な形の訪問があるとおっしゃっていましたけど、

今、小川先生が言われましたように、学校側か

ら要請する場合として、指導主事が置かれて

る市町村の学校は、県の事務所に依頼要請

するのが１つと、市町村にお願いすることもで

きるということになっているのかどうかという点と、

もしそれが可能であれば、学校側からすれば

県を呼ぶか、市を呼ぶかというところの分担と

いうんですか、要請の違いというのは認識され

てるのかどうか。

もしされてるのであれば、特に県が支援でき

ることの、県だからこそできる強みというか、市

町村ではなかなかできないところができるという

のがもしあれば、ちょっとご説明していただきた

いんですけど。

【田中所長】 私の説明が、ちょっと言葉が不

足しておりましたが、学校を訪問するときに計

画訪問というのも、これは厳密には、事務所が

行きますよという訪問はできないんですよ。市

町の教育委員会が管轄している学校の計画

訪問は基本的に、自分たちの計画の実施要

領にのっとってやりますよというように計画を立

ててくるわけですね。そのときに、この学校に

教育事務所の人来てくださいという要請が、厳

密にはないといけないんですね。

ですから、計画については市町の計画にの

っとってやっていくわけです。しかし、より効果

的に指導助言が集中してできるためには、先

ほど申しましたようにそういう要請があったら、

事前の打ち合わせとか、こちらの指導主事が

実際に話を事前にするとか、そういうことをやっ

て、みんなで行くわけですね。

ですから、基本的には全部市町の教育委員

会の計画なんですね。それが市町の教育委

員会だけで行く学校のグループと、教育事務

所も一緒になって行く学校のグループと、いく

らか、それも年間分けて行っているわけですね。

そこら辺の計画は佐城さんのほうが取り組んで

いらっしゃるし、三神は 38 校あるんですけれど

も、私たち全部行くんですよ。ですから三神の

ほうは所長、指導官が行かないという学校はな

い。指導主事だけ行くという学校はないんです。

全部行くんですね。



13�
放送大学大学院文化科学研究科「教育行政研究」第 3号　�013 年

13�
佐賀県教育庁東部教育事務所インタビュー記録放送大学大学院文化科学研究科「教育行政研究」第３号 2013年

133

問題は、そこに来る指導主事とのバランスで

すね。市町の指導主事とのバランスですね。そ

この打ち合わせを、実は市町の指導主事とも

打ち合わせを事前にいたします。そして学校

の課題でここの、先ほど専門性の問題で、ここ

の専門性については市町の指導主事が対応

できる部分は指導してくださいと。ここは市町

の指導主事では、やっぱりちょっとなかなか指

導できにくい部分があるから、それはこちらの

ほうでやりましょうという役割分担を事前に全部

やって、どういうことをここの学校には指導して

いこうかという、そういう打ち合わせを事前に全

部やってからこちらが行くようにしてはおりま

す。

【槇原】 学校訪問も厳密に言えば、ちょっと

佐城、三神でやり方が違いまして、ただ共通し

ているのはあくまで、主体は市町が行う。そこ

から要請されるんだということですが、佐城地

区の場合は、……は２年に１回です。２年に１

回片方が市教委の訪問、いわゆる市教委が

主体となって訪問。２年に１回は事務所も来て

くださいと言ってきます。大体２年に１回行って、

佐賀市は応募です。事務所から来てください

と、学校が選びます。市教委のほうは原則毎

年あるわけですので、今年の訪問は事務所か

らも来てほしいという希望を学校が市に出され

て、市がそれを受けて事務所にも依頼をすると

いう形です。

ですから佐賀市は、応募される学校はもちろ

ん多くはありません。全部で学校数は小中 54

校ありますけど、毎年 10 校ぐらいが。じゃ何で

わざわざ事務所に来てくださいになるかという

と、例えばうちの校内研究テーマはこれですと。

事務所にはナントカ先生がいらっしゃって、非

常に造詣が深いと聞いてますのでぜひ来て支

援をしてほしいとか、その学校のニーズに応じ

て行くということです。

【聞き手】 市町村が主体ということで、事務所

が統合されたことによる変化というのは、基本

的には市町村と事務所のやりとりなので、あま

り変化はないと。仕事のやり方を今は踏襲して、

それに事務所が動くっていう……。指導主事

がいない市町村の場合は、その場合も市町村

が計画を立てて、事務所のほうが動くという…

…。

【田中所長】 その場合はもう、教頭先生との

事前打ち合わせが一番中心になりますね。要

望の中心は何なのかですね。

【質問者２】 今のに関連してなんですが、その

訪問のスタイルが、旧三神と佐城で違います

ね。ただ、ここにいる人は守備範囲が広くなっ

て、……やすくなって。そうすると、多分経過的

なもの、経過措置というか、ここ数年だけの話

なんでしょうけど、恐らく、旧三神で指導主事

をされてた方がここにいらっしゃって、要請され

て旧佐城のところの訪問に行ったりとか、スタイ

ルの違いの調整にご苦労されるようなところだ

ったりとかというのが出てきていたりするんです

か。

【槇原】 これは結構もう数年前から、実はこの

再編の話があったもんですから、１名ずつぐら

いそれぞれ学校訪問のとき交流をしてたんで

す。話が出始めてからですね。全部の学校じ

ゃなくて、年間に 10～15 校ぐらいはお互いに

三神、まだ事務所が再編される前でも佐城か

ら１名、オブザーバー参加みたいな形で。

【田中所長】 随行みたいな形で行ってた。

【槇原】 行っていたので。ですから比較的やり

方の違いはあっても、ショックは少なかったかな

と。

【田中所長】 それと、先ほどのように事前打ち

合わせをしたときに、そこでの内容によって、

当初の計画ではこの学校には指導主事はこ

れだけ、例えば２名とか３名配置をしようと、派

遣しようと、一緒に行こうと思ったときに、いや、

この内容については、例えば三神の例でいくと、

佐城に元いた指導主事さんが専門性があるか

ら、この人も付いて行かせようと。それで話をさ

せようとか、そういう形でメンバーの入れ替えは

その状況によって変えていく。今も行ってるん

ですよね。だからそんなに、そこでの調整がトラ

ブってるとか、そういう感じは今のところないで

すね。

【質問者２】 ちなみに、先ほどおっしゃってい

た人のやり取りというのは、お互いの発案でさ

れていたんですか。指導主事の方を入れ替え

てという、随行をしてというのは。というのは、午

後、西部事務所のほうにもお伺いするわけで

すけど、あちらでも同じようなことをされている

のか、そういう全体的な絵があってされていた

のか、お互いの発案で、そのうち一緒になるん

だからやっておこうみたいな形で。ここレベル

の工夫としてされていたのか、下りてきた方針

としてされていたのか、少し知りたいなと思いま

して。

【田中所長】 先ほどの学力向上班と生徒指

導班と分けていったときに、そこに配置するメ

ンバーも、佐城、三神のメンバーを両方とも入
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ってるように配置してますという話をいたしまし

たよね。ですから、日常的にもう佐城とか三神

の様子が、言葉を通じて出てくるわけですよね、

仕事をしながら。ここは指導主任が２人両方と

もいますけれども、学校訪問に行って指導する

指導主事を決めるときに、最初からできるだけ

指導ができる人を連れていかんばいかんという

話は、再編になる前から話はしてたんですよ。

恐らくそうしないと学校現場のほうも、去年まで

来ていた指導主事さんと同じ人が来られてい

て、何が再編なのって印象を持つわけですよ

ね、10 月以降特に。

で、発言の機会はないかもしれないけれども、

先ほど指導官が言いましたように、もう何年も

前から佐城からも随行員という形で行ってたわ

けですね。今度は実際に指導をする人も付い

ていって、そこで話をすることができるようにな

っていて、それについてはそんなに。

【槇原】 特に……言われたからしたというので

はなくて、多分、佐城、三神だけじゃなくて、当

時の所長さん方で、こういう話も上がってるから

少し入れ増ししたらいいよねというお話をされ

てから始まったような気がしますので。ただ、ち

ょっと西部のほうが実際にどれくらいやられて

いたかは分からないんですけれど。

【田中所長】 それは年間計画がもう４月から

つくっていて、それを大きく崩してまで絶対入

れ替えてしなければいけないということはして

はいない。ですから、再編後も旧三神のメンバ

ーで行った学校もあるんですよ。でも、これは

必要なところ、佐城さんのほうから来てもらった

ほうがいいというところは入れ替えたり、プラス

して行くとか、そこはそのときの前後の行事とか

を見ながら、柔軟に 10 月からは対応してきた

のかなというふうには思っております。

【聞き手】 ちょっと初歩的なことで教えてほし

いんですが、11 月の……ときに指導主事はど

ういうふうなピックアップでするんですかと言っ

たら、ここは選抜試験はなくて、市や町の教育

委員会が推薦して、力のある人を選んだとか、

その市町の指導主事と、事務所の指導主事と、

県の指導主事、これをどういうふうな形で、明

確な何かあるんですか。例えば市町の指導主

事を何年経験したら、事務所に引っ張り上げ

るとか。そういうことは全くないんですか。

【田中所長】 ないですね、全くないです。

【槇原】 そういうケースはありますけれど、意識

してキャリアアップとかそういったことは全然な

いです。逆に県の指導主事から、今度は市の

指導主事に行かれた方がいますし。適材適所

というような感じで。いつもこれで逃げるんで

す。

【聞き手】 その都度その都度の県の要請、事

務所の要請、市町の要請ということで、個別具

体の指導主事を今回あっち、あっちという流れ

で。そうですか。そういう市、事務所、県の何ら

かのキャリアステップというのは全くない。

【槇原】 ないですね。

【田中所長】 こういう言葉がいいかどうか分か

らないですけれども、毎年、同じテーブルの中

で同時に異動が。いろんな、全方位を考えな

がらやっぱり異動しなければいけないという形

です。

【聞き手】 今のに少し関連してなんですが、

今後の人の、あえて重ならせる部分と、重なり

なく守備範囲を広げるようなという調整を今後

されていくお話、前半のところでお伺いしたん

ですけど、それに向けての要望というのは、こ

ちらから本庁のほうにされるんですか。今度こう

いう人が欲しいですみたいな話をされるんでし

ょうか。それとも「こういう人」っていう言い方を

するのか、「今どこどこにいるナントカさんみた

いな人」が。（笑）

多分、広く回ってらっしゃるので、ぜひ１つの

学校じゃなくて地域全体の支援に当たってほ

しいなという方の目星も、多分付きやすい立場

にあるんじゃないかなと思うんですが、どういう

形で、こちらの人の配置であったりとかというの

を進めてらっしゃるんですか。

【田中所長】 全方位的に情報を収集して、こ

ちらも、本庁のほうの動きも当然ありますから、

本庁のほうの希望とかも当然出てくるわけです

ね。そういう人たちにできるだけ合致するような、

あるいは事務所に入る人も市町に入る人も、

そういう方も全部情報を収集して、ある程度の

候補者といいますか、そういうのを作成しなが

ら、本庁とあるいは教育委員会と全部やり取り

をしながら、最終的に異動を、誰々をという形

で決めていくという作業になりますね。

結構、計画して時間がかかっていくわけです

ね。ぽーんと行って、この人は「はいお願いし

ます」と言ったら「はい分かりました」という流れ

にはなかなかならないです。

【聞き手】 要望は出せるんですよね。

【田中所長】 そうですね。

【聞き手】 それぞれの学校だと、こうこうこうい

う指導力のある人を次欲しいというのは、要望

を出しやすいというのも分かりやすいんですが、
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こちらだと、人事の計画を立てるのがどこの役

割なのかというのが。こちらで要望を出しつつ、

ですよね。

【槇原】 最終的には教職員課のほうの指示を

受けながらといいますか、協議をしながらになり

ますが、要望はします。それは人物名であった

り、これぐらいの人が、こういう人がいいという場

合もあったりですね。

【聞き手】 そろそろ時間が迫ってるんで、もし

も１、２あれば。

【質問者１】 研修のことで少しだけ確認したい

んですけれども、事務所の研修として、本庁研

修会とか……、旧事務所のほうと合併したこと

によって、その種類がどう変わったのかというの

が１点目と、教育長会議、教育センターの役

割分担、そういうお話が出たという話なので、こ

れまでどういう話が出てるのかということと、今

後どういう課題が……説明して……。

【田中所長】 今年度につきましては、年間契

約でもしてますので、10 月から大きくまた修正

をしたというところはありません。昨日ちょっと話

をしたところでの具体的な研修、個別のこの研

修を来年度どうするかというところまでは、県の

ほうの見直し作業もまだ十分には進んでないと

ころですけども、基本的なスタンスとしては、職

務上、新任の担当者の研修はやっぱり教育セ

ンターのほうで持ってもらうという方向でまず行

ったらどうだろうかと。そして、現に具体的なこ

と、それぞれの地区の実情に応じた研修はや

はり事務所が受け持ったほうがいいだろうとい

うところは、基本的なスタンスはしております。

ただ、個別に、先ほど言いましたように、この

研修は来年度からもう悉皆研修は必要じゃな

いんじゃないかとか、あるいは、これは年間に

分散研修でもいいんじゃないかとか、うちの事

務所主催のものの見直しというのは、まだそこ

まで作業してないんです。先ほど示しました業

務計画も本当にまだ、昨年度やったもので、

同様でなればこれぐらいかなというような、大き

なざっくりしたものですので、この中から新しい

ものが入ってくるかもしれませんし、なくなるか

もしれない。どうしてもしっかりしなければならな

いものは絶対残しておかなきゃいけない。その

辺の見直し作業というのはこれから２月、３月を

かけて出来上がっていくという今段階ですので、

これぐらいしか今は言えないところです。

【質問者３】 以前、こちらでお話を伺ったとき

は、このパンフを見せていただいてて、かなりニ

ーズの掘り起こしに苦心されているというか、ニ

ーズの掘り起こしをすごく意識されていて、先

ほどの訪問の話もそうなんですが、ちょっと確

認なんですけど、ニーズの高まりというのは感

じていらっしゃるんですか。市町村合併も進ん

で、指導主事を単独で置く市町も以前より増

えてきてはいると思うんですが、そうすると、市

町単独で指導主事が置けるという状態になる

と、もしかするとこちらへの支援ニーズというの

は下がる可能性もあると思うんですが、実際の

訪問回数とかを見てると、どんどん伸びていく

感じがするんで、その辺のニーズというのをどう

感じていらっしゃるのかだけ、ちょっとざっくりし

た話で申し訳ないんですが、最後に。

【槇原】 おっしゃるとおり、市町指導主事がほ

とんどの市町には置かれてる状態ですけれど、

やっぱり足りないという、ほとんどの市町は１人

ということです。だから事務所が補完するという、

事務所の役割というのはまだあるのかなという

のと、教育課題がいろいろ多様化してきたもん

ですから、それは全体的な、社会的な教育課

題、例えばＩＣＴとか特別支援といったものもあ

れば、その学校の個別のものもあればというこ

とで、そういうのでニーズは減らないなというの

が実感です。

それともう１つは、所長が申しましたが、それ

は県の機関というのは非常に敷居が高い。う

かつに頼んだら怒られるという、非常に敷居の

高さを感じられる先生方も多かったと思うんで

すが、それが数多く出ていくようになったり、あ

るいはＰＲするようになったりして、多少敷居が

下がってきて頼みやすくなったというのも、調

査はしてませんがあるのかなというのの２つ合

わさって、ニーズはなかなか減らないなと。むし

ろ少し増えてきてるんじゃないのかなという実

感はあります。

【聞き手】 よろしいですか。最後、全然関係な

いことで、ちょっと簡単に教えてほしいんです

けど、この資料を見てたら、多忙化対策検討

会というのがありますけど、僕たち 2006 年の文

科省の例の勤務実態調査、川上さんも打ち合

わせしたんですけど、ちょっと興味があるんで

すけど、どういうことをされてるんですか。

【田中所長】 来週、前回のときには、文科省

の、多久ですか、小城だったですか。

【槇原】 文科省から派遣された方がお見えに

なってます。

【田中所長】 お見えになったんですよ。一緒

にここにいる、ちょっとこの辺の席に、ここで、こ

の部屋で行ったんですけれども。以前もそれ
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ぞれの５事務所があったときも、多忙化対策検

討会、もう４年ぐらい前になりますかね。

【槇原】 県の教職員課が中心となってというと

ころで、４年目ですね。

【田中所長】 それぞれの地区で校長先生、

教頭先生方とか事務長さん方とか、そういう代

表の方をメンバーにして、多忙化対策につい

てのその地区での共通して取り組むべき事項

について、最初は当然現状を報告しながら、

非常にここはなかなか難しいところとか、ここの

ところはこの学校ではこういうように実は解決を

してきて非常に有効だとか、そういうようなこと

をやり取りしながら、共通してできる部分はこう

いう事項じゃないだろうかというようなことを、多

忙化対策検討会のところで取り決めをして、そ

れを各市町、学校に全部配布をして、こういう

項目が重点項目ですよ、取り組んでくださいと

いうようにお知らせをして、そしてまた次の年度

には、その取り組みの状況を吸い上げて、そ

れでも課題はここにあると。

それから状況が変わった人まで、こういうこと

が多忙化の１つの原因になってますよとか、新

しい状況とか、そしたら何が取り組めますかと。

年に２回、そういう状況把握、分析、そして重

点項目を決めて周知をすると。そういうことをず

っとやってきております。

【槇原】 今年度の前半に出した重点項目は、

１つは、校内での多忙化対策検討会を定期的

に開催してくださいと。そして、学校ごとに独自

の工夫をしてくださいというのが１つと、もう１つ

はいわゆる共有、ホームサーバー、何かホルダ

ーを整理しましょうと。あれがどこにあるか分か

らなくて、あれで多忙化を感じる者が出てくる。

これは東部教育事務所管内全部の学校でぜ

ひ取り組みましょうというのが、今年の前半の

重点項目。

【聞き手】 ……点検、確認して、……そういう

流れでずっと。

【質問者２】 県でというのは、佐賀市のほうで

ちょっとされているのは。

【田中所長】 市町単位でもされてるところはあ

ったんですね。校長会の、校長先生方も集め

て、時に、多忙化対策の現状を把握して、市

町の管轄の学校ではこういうことで、ハード面と

ソフト面のところがあるし、もう１つは多忙化の

解消のためにはどういう手順を踏めばいいかと

か、そういうことも話題にもなってはきています

し、実際に東部教育事務所のこの前やったの

でも、そういうことは毎回出てはくるんです。い

ろんな業務を全部、これはカットしましょう、カッ

トしましょうという、そういう会議じゃないんです

よね。それはもう、なかなか、この会議でそうい

うことができるわけではないから。

【聞き手】 勤務実態調査の出た直後は、県と

か自治体、そういう取り組みがあって。……。

結局、２時間丸々時間を……すみませんでし

た。勉強になりました。ありがとうございました。

【田中所長】 すみません、十分な回答ではご

ざいませんでした。遠いところをおいでいただ

きまして、ありがとうございました。また今後とも

よろしくお願いします。

【聞き手】 よろしくお願いします。

【槇原】 じゃ、今から武雄のほうに。

【聞き手】 はい。（音声ファイル終了）
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○質問事項は、東部教育事務所のものと同じ。

【松尾所長】 再編統合の前は、この近くの杵西

教育事務所と言ってるんですけれども、そこの所

長をしておりました松尾と申します。よろしくお

願いします。

【福田】 教育指導官を拝命しております福田ヨ

シノリと申します。以前は藤津教育事務所の所長

をしておりました。よろしくお願いします。

【マキヤマ】 こんにちは。同じく教育指導官の

マキヤママサノブといいます。北部支所長を兼務

しております。東松浦教育事務所の所長をしてお

りました。どうぞよろしくお願いします。

【聞き手】 11月に本庁のほうで、佐賀県の教育

事務所の再編を中心にしていろいろお話を伺った

んですけれども、今日はこちらのほうを訪問した

理由については、本庁のほうからもご説明があっ

たかと思うんですけれども、本庁のほうで、事務

所再編の結果、事務所と各市町と学校とのいろん

な関係とか取り組みがどうなってるかということ

については、むしろ事務所のほうに行って聞いた

ほうが詳細が分かるんじゃないかということで、

あらためて今日、午前中に東部事務所のほうで、

今、行って２時間ばかりお話を伺ってきました。

それで今日また、西部、北部、ちょっとどうい

う違いがあるのか私たちも分かりませんので。さ

らに、東部事務所でも２つの地区の人事の姿がか

なり違うようですので、東部と西部事務所でもい

ろんな事情で違うところもあるのかなと……ので、

一応あらかじめ、本庁を通じて質問事項を送らせ

ていただいてるんですけれども、最初にその質問

項目に即してお話しいただいて、その後にお話の

内容に関して、こちらからの追加の質問をこの場

でさせていただくということでよろしいでしょう

か。

先ほどの時間、午前中も大きく２つの質問項目

に分けてますけども、最初の１について少し大ま

かな全体のお話を伺って、その後でちょっと質疑

応答をさせていただいて、……２の質問事項につ

いてお話を伺うというような、そういう順番で…

…。よろしくお願いします。

【松尾所長】 じゃ、所長の私のほうが代表して

お答えをしていきたいと思いますが。今までの事

務所、50年近く続いてきたもんですから、そう簡

単に一緒になることはなかなか難しいところがあ

りますので、ちょっと状況が違う場合はそれぞれ

の元の事務所の所長に追加の説明をさせていただ

くということで、進めていきたいと思います。

では、頂いていた質問に沿ってですが、もう 11

月に県の企画のほうで聞かれているということと、

午前中は東部のほうで聞かれているということで

すから、かなりの部分ダブってくるところがある

かと思いますけれども。

【聞き手】 構いません。

【松尾所長】 東部と西部が大きく違うというの

は、支所さんがあるというようなことですね。北

部支所という支所が存在するということが大きな

違いであるということと、もう１つは、あちらは

佐賀市とか鳥栖市とか大きな市を抱えております

が、こちらは、市はありますけれども、小さい学

校がかなり県の周辺部で小規模学級がたくさん存

在する、あるいは離島が存在する。そういうふう

にちょっと、学校の規模も小さい学校がたくさん

あるというようなことで、地域的状況もいくらか

違うところがございます。

では、大きな１番、事務所再編に伴う事務所の

体制、組織の見直しについてというようなことで、

（１）それぞれの事務所には企画・広報担当、学

校経営担当、学校教育担当の大きな３つの部署が

なっているということですが、まずカラー刷りの

パンフレットでございますが、これ、10月に再編

して、管内の教育長さん、あるいは校長さん方に

新しい事務所の形を説明する必要がありましたの

で、パンフレットをつくって、教育長会あるいは

校長会を開いて説明をしたところでございます。

佐賀市には２つの事務所に分かれまして、東部の

ほうは５市４町、そして、こちらは５市６町の市

町を管轄する事務所に大きくなったということで

ございます。

そして、組織体制図がそこにあります。所長、

教育指導官、その下に、質問にありました企画・

広報担当、学校経営担当、学校教育担当というこ
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とで、大きく３つの部署に分かれているところで

ございますが、実はもう県のほうで聞かれたと思

うんですが、この事務所再編は２段階再編でござ

いまして、第１段階が今年度の 10月から、まず人

数を事務所から一緒にするということですね。だ

から人事異動はやっていませんので、これまでの

事務所を一緒にしたと。

そして、２段階の再編が今度の４月ということ

で、この組織に合わせて人事をどうしていくかと

いうことですので、一応去年の４月、再編をもく

ろんで、いくらか人事は考えながらしたというこ

とですが、まだそのとき、こういった新しい組織

は見えていなかったので、今までの杵西とか、藤

津とか、東松浦の事務所の人事を優先してしたと

ころですので、今の段階ではこの３つの担当が効

率的に進んでいるということではなくて、これを

４月からうまくスタートさせるためにいろいろ検

討していくということです。

大きく分かれました左側が……で、学校教育担

当はこういったことをしますということで内容を

書いてるんですが、本庁でいきますと、学校教育

課ですね。学校教育というのがどんと本庁にあり

ますけれども、そこの仕事と連絡を取ってしてい

るのが学校教育担当。学校経営担当は、人事とか、

服務とか、学校マネジメントということですが、

主に……がしている仕事、ここは人事を……なり

ます。そして企画・広報担当は、この会議の窓口

になっている水沢副会長さんという方が、企画・

広報を、グループでしたね、県庁ですね、そこと

か、２年ぐらい前から教育政策課というのができ

ましたけれども、政策的な仕事をしている、そう

いったあたりの仕組みがこの部署ということです

が、今、企画・広報はこれから部署ができていく

ところで、ちょっと今のは形上というところでご

ざいますが。

ただ、企画・広報は危機管理、苦情の対応、…

…土曜日の活用ですけれども、ホームページの管

理をしようというようなことで、広報活動もしよ

うということで、西部教育事務所……、杵西と藤

津はホームページを立ち上げていませんでした。

こちらの東松浦は立ち上げていらっしゃいました

けれども、これを機会に西部教育事務所のホーム

ページをつくって、そしてこちらは西部教育事務

所の支所という、名前を変えてホームページを立

ち上げるというようなことをしています。

そして、この企画・広報は広報というところか

ら、学校には学校要覧というのがあるかと思いま

す。学校の人数とか組織とか。事務所にも事務所

要覧というのをつくってます。この要覧を、それ

ぞれ３冊あったものを１冊にまとめたものを今準

備、作成をしている、そういった広報活動です。

危機管理、苦情の対応については今のところ、そ

れぞれの主任あるいは所長あてに対応をしている

ところです。

そういったことで、それをもう少し詳しく説明

したのが別紙の紙のプリント、縦のこのプリント

でございます。別紙１という資料でございます。

一応、企画・広報、学校経営担当、そして学校教

育担当。学校教育担当は学習指導担当と生徒指導

担当ということに大きく分かれるように考えてい

ます。本庁の学校教育課になると、義務教育係と

生徒指導係と分かれていますけれども、それと似

たような感じで、今のところ学習指導係、生徒指

導係ということで。

主な業務、そして支援業務といいますけども、

市町教育委員会、あるいは学校を支援する業務、

そして、それぞれの係が担当する研修会や会議と

いうことで、それぞれ今のところそういうふうな

分担をしている。

その中の、人数的にも一番メーンになるのが学

校教育支援担当、まず３番のところになりますけ

れども、学習指導と生徒指導と大きく分かれてお

りますが、人数がこういうふうに分けていくとそ

う多くならないんですが、生徒指導はもう学習面

の指導はしないかというと、そうじゃなくて、生

徒指導の中にも例えば数学の先生がここに分担上

入ってくると、数学科の指導はその人にしてもら

うし、英語科の先生がここに入ってくると、英語

の指導は教科として……。そういった教科に関す

る指導は全員でやっていくと。それプラスこうい

った指導をしていくということで、今のところは

考えているところです。

今は、東部事務所はこの形でかなり進められて

いると聞いています。学習指導とか生徒指導とか。

10月からですね。ただ、うちの西部はそこまでま

だいってなくて、シマが２つありまして、こちら

は元の杵西教育事務所担当、元の藤津ということ

で、今までのエリアを少し引き継いできています。

10 月までその体制でしてきて、いきなり 10 月か

らぱっと一緒になるのにちょっと不安があったり

しました。

市町とか学校から問い合わせがあるときでも、

他の事務所の先生方は学校でまだ知らない顔がい

ることもありましたので、ちょっと今までの仕事

は引き継いでいかなくちゃ不安なんだろうなとい

うことで、簡単な仕事あたりはなるべく２人でし

よったのを１人でするとか、そういうことで４月

をにらんで、いくらかずつ合わせはしていますけ
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ども、問い合わせが多い学力向上とか生徒指導と

か、そういったものは担当は２人おると。そうい

うようなことで進めているところでございます。

以上、それぞれの３つの担当の仕事内容につい

てです。２つの区が補足あれば説明をしてもらい

ます。

５事務所体制から２事務所１支部体制に、従来

からは教育長と事務所の間に事務連絡、事務処理、

こういったものに変化があったのかどうかという

ようなことですが、やはり一番の変化は、事務処

理のほうが簡略化されると、ちょっと事務所が抱

えるエリアが広くなったので、今までどおりでし

ていたら遠くなる、教育委員会が非常に大変とい

うことが、電子媒体を使って文書をやり取りする。

そのためには公印承諾の文書を多くしていくとか、

今まではどうしても校長にも行ってもらうことが

多かったんですが、それを省略して、メールでや

り取りができるようなことを行っています。

そして、例えば西部だったら、太良町というの

が一番長崎県寄りにあります。県境のところです

ね。そこまで１時間近く、ここからかかります。

佐賀よりも遠いんですね。佐賀市に行くよりも遠

い。そういったところから、学校あての文書を取

りに来てくださいというのは、非常に不経済的な

のであって、事務所に学校用の……、ナントカ小

学校、ナントカ小学校、ナントカ小学校というこ

とで、ありました。だから、研究発表するから案

内を出したいときは、事務所に……。その手間を

なくしました。

つまり、近くの学校と遠い学校が、同じ紙がこ

こにあると、非常に不平等になるだろうというこ

とで、一斉に手間をなくしたりして、そういった

電子化が進むように、あえて電子でやってくださ

いというふうに。それがうまくいくんですね。あ

えて、サービスの低下になるかもしれんですけど

も、平等性を確保するためにそういうふうなこと

を。

それと、……関係ですけども、……も、羅針盤

というのが佐賀県にありますが、そういったもの

を使って回答ができるようにとか。今までは、…

…といいますか、小中学校は学校から教育委員会

に書類が回って、そこで取りまとめて事務所に来

ていました。そして事務所に来て、それを取りま

とめて、県に上げて、間がものすごくあったわけ

です。ところが間があるということは、それだけ

提出期間に時間がかかると。１週間ずつぐらい間

を空けますと、１カ月ぐらい本庁に行くまでにか

かるわけですけれども、それをいきなり県にかけ

ると。事務所を飛び越えて県で集約すべきである。

そういうふうにして、その集計結果は事務所が頂

くと。そういうことで、事務所が何も知らなかっ

たとか、教育委員会は何も知らなかったじゃ済み

ません。ということで、うまく羅針盤というシス

テムを使って、……。

そして県の会議とか、今までは５つの事務所か

ら１人ずつ担当者が参加していたんですけど、２

人のうち１人が代表で行くとか、そういった会議

に参加する人数を減らしたりしています。あるい

は、今までは杵西とか藤津とか東松浦とか、狭い

エリアで仕事をしていましたけれども、大きいエ

リアになることによって、いろんな情報が入って

きたり、今まで気付かなかった情報が入ってきた

りということで、非常にスケールメリットが大き

くなって、情報交換が非常に進むようになってま

いりました。ただ、最初に言いましたけども、50

年続いたエリアですので、なかなか簡単には意識

は変えられないところがございまして、少しずつ

ということでいろいろ変えていくところです。

あと、この再編で一番われわれが心配していた

のは、遠隔地、先ほど言いましたが、１時間も…

…ところに１つの市町が上がってきた、遠隔地の

教育委員会、学校にどうやって支援していくかと

いうことですが、やっぱり距離的なものと同時に

精神的な距離というのもありまして、特に鹿島の

ほうは事務所がなくなるということで、精神的な

距離感というのも存在しまして、それをどうやっ

て埋めていくかということで、ひんぱんに、これ

まで以上に教育委員会とかを訪問するようになり

ました。

定期的に週に１回とか、所員が帰るときにちょ

っと教育委員会に寄って帰るとか、そのときに手

ぶらで行かないで、文書があったら文書を持って

いって、あるいは事務所に提出するような文書が

あったらそれを預かってくるとか、そうやって距

離的な負担感を減らすような努力をしています。

そういうことをしていけば、何年かしたらもっと

情報化が進んで、事務所まで来てもらうことが随

分減ってくるのかなということで、思ってます。

この再編のわれわれの一番の目標は、出向いて

いって支援をすると。来てもらうんじゃなくてわ

れわれが動いていって、出掛けていって支援をす

るということを目標にしていますので、ちょっと

発想の転換もしながら、何度も事務所、今まで、

ここに来なさい、こういう会議をするというふう

なところもありましたけれども、これからはわれ

われが動いていって支援をしていくということで

やっています。以上、１番の。私のほうからは。

追加ありましたら。
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【福田】 私のところは、藤津教育事務所といっ

て、ここからは 25分ぐらいのところにあるんです

けど、鹿島市にあります。そちらのほうは 64年の

歴史がある、一応そこでお別れの会ということで、

そこは今は会議室も使われておりません。で、こ

ちらのほうに。

先ほどの変化ということですけど、おっしゃる

ように精神的な、心理的に遠くなるということで、

こちらから出向くということをしてます。と申し

ますのは、学校訪問の意味は教頭が事務所へ来て

指導案、資料を持ってきて打ち合わせをする。事

前に学校訪問に対する学校課題の把握とか、そう

いうことについての打ち合わせをしてるんですけ

ども、これをこちらから出向くというふうに変え

ました。行って資料を受け取るんですけど、その

ときに話をする。そのときは教頭だけが事務所に

来てたんですけども、私は校長と、指導主任は教

頭と話をする。学校の状況を。

今まではそういうふうに実際に学校に行って打

ち合わせをするということはありませんでした。

かなりそういう面で、逆に近くなった。出向くと

いう、そういう面でも。できるだけそういうふう

な形で、いろんなできる限りは変えていきたいと

いうことで、少しずつそういう変化が。

もう１つ、実態として、やはり距離的な……が

ありますので、よく教育長さんが相談といいます

か、いろんな打ち合わせ等に来ていただいてるん

ですけれども、やはり遠くなってからはこちらに

来ていただくという機会はかなり減りました。で

すから、逆にこちらからアポイントを取って教育

長さんにお会いしに行くということをできるだけ

多く取っているところです。

その２点が特に変わったことでありますけれど

も、先ほどから何度も出てますように、県の方針

として専門性の向上と、そういう支援機能の強化

という、……もあったんです。特に支援機能の強

化というところ、これについては学校訪問をする

だけではなくて、更に支援については校内研修が

あるので、そういう支援についても……、回数を

増やすということで進めていっています。以上で

す。

【聞き手】 ありがとうございました。じゃ、１、

２について何かみんなのほうから、さっき午前中

から東部事務所で聞いたことも含めて、ちょっと

比較しながらでもいろいろ質問していただければ

と思いますけれども。

じゃ私のほうから、今日頂いた資料でちょっと

確認しておきたいことがあるので、最初は別紙１

で、西部事務所の企画・広報担当、学校経営担当

と、あと分掌事務等々、……されてありますけれ

ども、これでちょっと不思議に思ったのは、企画・

広報担当の分掌事務の最後のところで、教育事務

所が行う会議および研修会という中で、主幹教諭

の研修会と指導主事の研修会が企画・広報担当に

分けられてるんですが、主幹と指導主事であれば、

本来であれば２の学校経営担当、ここに入っても

おかしくないと思うんですが、何で企画・広報担

当にこれ。

【松尾所長】 ここは、何らかの会議を持っても

らおうということが１つあります。何か会議を持

たないと先生方と接する機会がなくなるわけです

よね。それで、ここに、この２つは主幹教諭研修

と教育研修会というのは、どこに置いてもいいよ

うな内容であるんですけれども、仮にちょっとメ

ンバーによって、どんな指導主事がここに入るか

によっても変わってくるものもあるのかなという

ことで。あるいは、ここに内容によっては学校経

営担当の事務長が入ってるのもあります。学校の

事務の先生方ですけれど、この方の研修会を企

画・広報が持つというようなことも考えたりして

います。まだ確定ではありません。

【聞き手】 それともう１つ、全体の事務所の改

正にかかわって、午前中に東部事務所でも同じよ

うな話が出たんですけど、やはり物理的、精神的

な距離が出てきて、どうやって埋めていくかとい

うことで、事務所から学校や市町に出掛ける回数

がすごく多くなったと。

特にそういうときに、いろんな行政の研修が重

なることが 10 月、11 月のころは非常に回数が多

いということで、事務所に集まってから市町や学

校へ行くということではなくて、自宅から直に市

町に行くということを伺って、なかなか指導主事

の方々が事務所に残って一堂に会して、あそこの

市町村とか市町では、ここの学校はこういうこと

だったということで、情報をみんなで出し合って

共有して、そこで次の対応を考えるという、そう

いう時間がなかなか持てなくて、これは今後の課

題かなとおっしゃっていたんですけれども。

今までお話聞いてると、東部事務所以上にいろ

んな諸条件を抱えている、また、……もある程度

考えられる。かなりこっちから出掛ける回数とい

うのは、ある意味では東部事務所以上に非常に負

担にもなってるし、回数も多いんじゃないかと。

そんなとき、指導主事同士でいろんな市町や学校

の情報を共有する時間というのはどういうふうに

して確保されてるのかなと。ちょっと、さっきの

東部事務所のお話を伺いながら今のお話聞いたら、

西部のほうがその点についてはかなり負担が多い
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んじゃないかなと、ちょっと感じたもので。

【松尾所長】 本当に 10 月、11 月は、目が回る

ような忙しさで、毎朝朝礼、本当にこの２カ月の

間に、朝８時半からの朝礼、何回参加したろうか

と。そういうことですね。１週間丸々いないとか、

そういうこともあったりしたので。１つの原因は、

学校訪問の日程を４月に組むわけですね、１年間

の。ところがこの日程の組み方がそれぞれの事務

所で決めてますから、学校が重なったり、いろい

ろ調整をしていないから、だから同じ日に向こう

も学校を……、あるいはこちらで学校を……、全

部出払うとか、そういうことで、ちょっとそこま

でまだ見通しができなくて、来年からはある程度

重ならないようにしたいと。いくらかでも事務所

に指導主事が残るように。

主査という事務の、県の職員の方が２人いらっ

しゃるんですが、その方が電話当番もしてくれる

というようなことで、代わってやるということが

結構ありました。それと、いろんな情報をつかん

できてそれを共有化する時間ですけれども、本当

にご指摘のように、去年までは、10月までは、５

市になるまでは、学校訪問に行くと、この学校に

はこんな課題があるから、授業でその辺を見まし

ょうとか、校舎のこういったところを見て観察を

しましょうと。そして指導助言をするときにはこ

んなことに注意して。そういったことを具体化し

て学校訪問に行ったし、帰った後はそういう情報

共有していたんですけれども、次から次に学校が

入ってきますから、それを進めると……。ちょっ

と来年はもう学校訪問の組み方から変えていかな

いと、行きっぱなしではいけないし。

ただ、私も鹿島のほう、あるいは唐津のほうの

学校訪問に 10 月から行かせてもらいましたけれ

ども、非常に勉強になりました。今までは狭いエ

リアでこういうものということで頭の中が凝り固

まっていましたけれども、本当に……取り組みを

されていたようです。非常に新鮮でしたので、こ

れからはそういう意味でも、どんどんほかの地区

に行って視野を広めるというようなことで、非常

にそれはいいですね。いろんなところに行くとい

う。今までは行けなかったんですね、全く。越境

したから、暇な時に行けなかったんですけれども、

それが自由、自由というとあれですけども、行く

のが訪問になってきますので、それをどう、お金

はかかるんですがしていきたいと。この打ち合わ

せの時間は難しかったですね。

【マキヤマ】 東部でおっしゃった物理的、精神

的な距離感は、もしかしたら西部よりも東部のほ

うが強いかなと僕は思います。三神地区のほうに

それを非常に感じておられるのは、一番福岡に隣

接してるところが基山ですかね、かなり遠くて、

連携も図りにくいかなと。そうすると、これまで

の三神教育事務所の指導主事は、三神の地域から

選んできておりますので、基山に行って、事務所

に戻る……。同じエリアの中で距離感も……。と

ころが、基山出身の指導主事がおって、基山の学

校支援に行くと。終日かかって。そうするとなか

なか本庁へ行って、出向いてまた戻ったと。ここ

にものすごい時間のロスが出てくるわけですね。

そういうことで、直行して直帰させるというふう

な形も中にはあったと思うんですけど、そういう

場合の連携が非常に図りにくかったのかなと。

ここは今、藤津の一番遠いところから１時間、

そこが１つは大きな課題かなと思います。逆に、

私は北部支所ですけども、北部支所は唐津にその

まま拠点を置いてますので、そういうふうなデメ

リット、物理的、精神的な距離感というのは北部

支所には感じられないというのが現状ですね。

もう１つ、情報交換共有の場として、この事務

所再編を機に、北部支所からは人事異動そのもの

ではないんですけども、１名人間を本所のほうに

勤務をさせております。これがパイプ役となって

本所と支所の連携も図っていると。この人間は本

所に勤務はしてるんですけども、週のうち１回、

２回は支所に勤務をして、情報交換しながら、本

庁の状況を知りながら対応していくというふうな

システムになっております。

【聞き手】 １のところで何か質問があれば。

【質問者１】 今まだ各事務所単位で机を並べて

いらっしゃるということで、お互いが今まであま

り見ていなかった地域の学校に出向いていくとい

うようなことは、これから先ですか、もう今、少

しずつされている感じですか。

【松尾所長】 この事務所再編というのはもう数

年前からずっと話があって、いつ再編されてもい

いような状況が４年ほど続いてきたんですが、そ

のときからですね。例えば私、杵西の……ですが、

所員は、藤津さんがしている学校訪問に１人は行

きましょうということで、そういう交流はしてい

たんです。東松浦に行ったり、所員はしてきたん

ですね。われわれは、所長とかその辺のクラスは

いなかったんですけど、そういうことを先を見越

してしていたし、10月からはそれはひんぱんに行

うようになってきて、大体５人で出掛けると、そ

のうちの１人はほかの地域の……、あるいはプラ

ス１で６人で行くとか、来年からは３人と２人と

か、そういう感じにどんどん移行していくんでは

なかろうかなと。
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【質問者１】 そうすると、こちらにも指導主事

さんいらっしゃって、北部支所さんにもいらっし

ゃいますよね。どういう形になってるんですか。

北部支所さんから来てもらって一緒に行くという

ところもあるんですか。そうすると北部支所のほ

うの学校訪問の際に、こちらから２人とかいうこ

とも、かなり出てくると。

【松尾所長】 今までは日程が合うときは行って

いたんです。ところが日程を合わせてつながって

るんです。あるいは来てもらうとか、そういうこ

とで。

【質問者１】 そうすると、これから先の業務と

いうのは、本所と支所という言い方はしてますけ

ど、かなり一体的にされるという形で、たまたま

机が離れてると。机は離れてるけど、組織として

は同じ人の出し方をするという形になるんでしょ

うか。

【マキヤマ】 支所の、ここのところに地図が出

ておるんですよね。佐賀県の地図。ピンクのとこ

ろが西部教育事務所管轄、黄色のところが北部支

所管轄となっているんですけども、こういうイメ

ージのとらえ方が、僕らも従来そういうふうにし

てたんですけども、これが危険で、機能が生きな

いなというふうに考えてます。今考えてるのはこ

のピンクと黄色をあわせた部分、全体を西部が受

け持ちになる。ピンクエリアになる。ただ、基本

的にここから一番南に遠いのは１時間です。けれ

ども、北の方面に遠いのは１時間 40分から 50分

かかります。そうするとやっぱり唐津に拠点を１

つ置いておかないと、周辺地域までの支援はうま

くいかないと思ってるんです。そういう役割を北

部支所が担ってもらうと。

だから、やること自体は西部教育事務所と、１

つの大きな組織としてやっていくんだけども、そ

の中で十分手の届かないところ、補えないところ

を支所が細かいところまで対応できたらいいなと

いうイメージのやり方をしています。

【質問者１】 そうすると、指導主事さんの教科

とか領域の配置の仕方に少し興味があるんですけ

ど、北部である程度の指導ができるように、西部

である程度指導ができるようにという、西部と北

部で重なりがないような教科、領域の配置の仕方

になるという感じで理解していいんでしょうか。

【マキヤマ】 基本的に、北部が対応せないかん

部分が北部地域では多くなるのは間違いないんで

すね。そうすると、どうしてもニーズの高い国語、

数学、学力が非常に課題……、そういう部分であ

るとか、あるいは生徒指導、緊急性の高い生徒指

導の部分、そういう部分はどうしても置かざるを

得ないところがある。それはそれとして置きつつ、

全体のバランスは当然考慮はしとかないかんよね

という形になってます。

【聞き手】 ほかにどうですか。

【質問者２】 羅針盤の話。本庁で聞いてない。

初めて。さっき羅針盤を使って、直に情報を流す

という話が出たんですけど、確か 11月の本庁のと

きにも羅針盤の話は、僕は初めて聞いたんですが、

どういう仕組みなんですか。

【松尾所長】 県のほうから、文書とか、アンケ

ート、そういったものを直で各学校、あるいは教

育委員会とかもありますけれども、指定がされま

すね。教育委員会に、全市 20町に送る。プラス教

育事務所に送るとか。あるいは学校にも直で送る

とか、そういう設定がされますので。だから緊急

性があるのなんはすべてこっちで、紙媒体ではも

う送らないということで、そういうシステムがあ

りまして、だから紙を印刷せんで、……。今まで

は情報というのは県から事務所に来て、事務所か

ら教育委員会、教育委員会から学校という縦の流

れだったんですが、今はそれを使って全部同時に。

【質問者２】 一瞬で。

【松尾所長】 先に学校が知って、事務所ではわ

ざわざ学校訪問して、画面を開かないと情報は分

からない。学校が先に知っていく。そういったこ

とも。

【質問者２】 それはすべての先生に発信される

んですか。

【松尾所長】 いや、学校です。

【質問者２】 学校長？

【松尾所長】 学校長というよりも学校にアクセ

スしますので。各担当が決まってる。教頭先生が

大体中心ですけども。開く人が決まってるようで

すね。だから校長先生に、親展的なものはそれで

は送れないと。ほかの先生が見てしまいますから。

【聞き手】 すると、上からの伝達はそういう形

ですが、あと各学校や市町にいろんな問い合わせ

で、市町や学校が送る場合もこれで。

【松尾所長】 いや、これは回答、アンケートな

どやるときは回答って今まで……が、あとは文書

でこれが出されるというときもあります。文書で

提出してくださいとか。

【福田】 今は、市町は市町のインフラを持って

るんですよね。その中でメールで配信をしたりし

て集約をする。これのシステムを見直そうという

のが、今、県で動いてる基幹システムの構想で、

そこに教育委員会も参加をしてやれないのかとい

うふうな話が進んでますね。基幹システムについ

ては、一切中身は私たちのところにまだ知らされ
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てないので。ただ、羅針盤も含めてということだ

ったので、そういうところに考慮はしてると思い

ますけど。

【聞き手】 分かりました。ほかにいいですか、

１については。ありがとうございました。じゃ、

２について、よろしくお願いします。

【松尾所長】 ２については、ちょっと１番を先

に済ませて、２番はそれぞれの担当者で、ちょっ

と状況が、人事異動は違いますが。

まず、西部教育事務所における企画・広報担当、

学校経営担当、学校教育担当の年間活動のスケジ

ュールを具体的に教えてくださいと。５事務所体

制の当時と比較して何が変わったか。

別紙資料の２枚目になりますが、年間スケジュ

ールでございますが、なかなかスケジュールとい

えども、事務所が年間を通じてやっていくことが

多くて、帯グラフになっているわけですけれども、

企画・広報はさっきも言いましたけれども、形上、

係はありますけれども、本格的に動いていないと

いうようなことで、こういったことをしていきた

いということで、企画・広報を一番上に書いてい

ます。会議はそれぞれの月に入れているところで

す。先ほど指摘があったように、なぜ企画・広報

が指導主事研修会、あるいは主幹教諭研修会を…

…この辺はちょっと、今後煮詰めていきたいと思

います。

そして学校経営担当、ここは人事にかかわるこ

とですので、校長会とか教頭会、あるいは非常勤

講師の服務に関することですね。あるいは任用に

関する人事……。そして庶務……ですね。この辺

は今後、下のほうと協力しながらやっていく。

そして学校教育担当ですね。ここはいろんな本

庁とのかかわりを持ってやるところなんですけど、

中心が学校訪問ですね。学校訪問を中心に………。

そして、年間を通じて学校支援ですが、学校訪

問がずっと 11 月まで続いてきますけども、12 月

にその学校訪問をして、そして学校教育担当が人

事異動にかかわる、いろんな事務的な作業をして

いく。

学校支援のほうは、下のほう、緊急支援……入

ってますが、これは今でも学校から依頼があって、

２月ぐらいまで結構依頼があって出掛けておりま

す。そして生徒指導担当は、最近非常に社会問題

化しましたいじめの対応、あるいは生徒指導関係

の問題等、ここが危機管理とかかわりますので、

企画・広報の危機管理あたりと連携しながら、問

題が発生した、あるいは記者会見とか、いろんな

ことがありますので、生徒指導と一番上の企画・

広報あたりが……。なかなか、この時期にこんな

仕事をというところを細かく書けないところがあ

りましたので、こういったものを年間することと

いうことでスケジュールを、そういうことでござ

います。

それと質問は、また５事務所体制の当時と比較

して何か変わったところということですが、こち

らはまだ旧エリアで中心にしているということで

したけれども、少しずつ別々の事務所の指導主事

あたりが協力して、情報交換をしながら、やっぱ

り２人おると、相談する人がおるというのは非常

にいいですよね。今まではＩＣＴとか何とか１人

でしていたんですけども、ＩＣＴ関係がもう１人

おりますから、相談しながらすべて進めていける

と。

……とか、そういうことは……、やっぱり県の

会議とか何とか急に入ってきたときに、分担して、

１人は県の会議に行って、１人は学校支援に回っ

てとか、そういったことで非常にいいですね。人

数が増えるということは、いろんな動きができて

いいなと。ただ、来年からは違う体制でいかんと

いけないので、それを少しずつ地域分担じゃなく

て、仕事分担でやっていくということでございま

す。

２番目については、教育長協議会ということで、

これは今から仕事をしていく人事ですので、この

人事については県の方針として、これまでの５事

務所単位でやっていくと。人事については、これ

までと同じということで方針が出ておりますので、

何年か後はもしかして変わるかもしれんですけど、

当分の間はこれまでのやり方と一緒ということで。

ただ、こちらの３つの元の事務所、若干実はやっ

ぱりやり方が違います。

【聞き手】 それをちょっと教えていただきたい

んですが、先ほどの東部事務所に行ったときも、

２つの事務所で人事の進め方が、異なるというわ

けでもないんですけども、事務局のほうがいろい

ろ聞きながら原案つくって、集まってもらってそ

の場で協議して決めるという。あれはどっちだっ

け、佐城だっけ。あと１人１人の教育長さんと個

別にやるのが三神というふうに、やっぱり違って

いたので。

【松尾所長】 これはこっちから、東松浦、杵西

というふうに、ちょっと状況を説明してもらいま

しょう。

【マキヤマ】 人事異動の協議会ですけども、事

務所が担っているのは管内の教育水準のバランス、

これをきちんと取るようなというような……。う

ちは唐津市と玄海町と２つあるんですけども、圧

倒的に勢力が違います。玄海町は小中合わせて４
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校、唐津市は 50校を超えておりますので、職員数

もおよそ 20対１ぐらいですから、圧倒的に唐津が

強いです。その中から、じゃあ唐津から玄海町に

人間やるよといったときに、不足というか、力が

足りない……困るわけですよね。その全体を事務

所が見ながら調整をするというのが、一番の大き

な役割だと思っています。

配置そのものについては、市町の教育委員会の

意見を尊重する。市町の配置案に基づいて進める

というスタンスは持っております。ただ、そこに

入れ込むまでに、この人たちは唐津市に配置をす

る人間ですよと。この人たちは玄海町に配置する

人間ですよと。その入れ込むまでの役割を事務所

が持って対応してると。それぞれの地域から、東

松浦の地域からよその地域へ行く人間、それから

県立学校へ行く人間、最初にこの人たちをピック

アップするんですね。

で、お２人の教育長さんに、じゃこの人たちを

異動のテーブルに載せますねということでご理解

をいただいて、ほかの地域では……とやり取りを

いたします。同じようにもらってきた人間が出て

きますので、そのもらってきた人間も、じゃこの

方々については玄海町、この方々については唐津

市へ配置をいたしますというのが、教育事務所が

やっている具体的な人事事務というふうなことで

す。入ってしまったら、教育委員会に任せると。

【松尾所長】 東松浦さんが言われたやり方と一

緒で、杵西については２市４町、６市町あります

ので、６人の教育長さん方と協議をしていくとい

うことですが、事務所がそれぞれの市町の課題を

把握して、この市町にはこういった先生がという

ようなことで、武雄市２、伊万里市 1.5と先生を

配分して、あと具体的な枠にするのは教育委員会

がされますので、事務所としてはどの市町にどう

いった先生をと。

ところが、どうしても、うちには要らないとか、

こういう先生はというような先生も出てくるわけ

ですよね。そういったものをある市あたりに、町

に偏らないように、その辺をうまくするのが事務

所が音頭を取って、そこを話し合いをします。い

ろんな状況を話して、こういう先生ですからとい

うことで、特に教育長さん方に納得をしてもらっ

て。ここが納得しないものだったらなかなかうま

くいかないんですね。そこが事務所がどうするか

ということです。そこは協議会でもう正直に言っ

て、教育長さん方に納得してもらってということ

で。なかなかいい先生ばかり欲しがるというよう

な傾向がありますので、そこを、あるところに偏

らないようにというようなですね。

配置してしまったら、あとはもう教育委員会に

任せます。ただ、百パーセントじゃなくて、見な

がら、本当にここ大丈夫ですかと。ところで教務

主任は誰がするんですかとか、いろんなやり取り

はします。強制はしませんけど。ここはあと１人

で１クラス減になりますけどもいいですかとか、

そういったものをしながら、やり取りをしながら、

……は教育委員会で。

ただ、うちには大町とか江北のように、１小学

校、１中学校という市町もあるわけですね。だか

らそこは、ある先生をその町にやったら、自動的

にそこの中学校とか小学校に人事が決まってしま

う。そこを半分以上は事務所が配置しているよう

な状況はありますけれども、ほかはもう……。だ

からこっちが、この人はここがいいなと思いつつ

も、違うところに配置をされたり、こちらの考え

と違う配置になったりということはあります。そ

れはあちらが責任を持っていただきたいですけど。

そういうやり取りをしているのが杵西でございま

す。

【福田】 藤津は三神と同じで、協議会を通して

ではなくて、事務所のほうですべて人事配置の案

をつくるんです。最初に校長面接ということで、

それぞれの希望に沿った、それぞれ個別に各市町

に出向いて、それぞれの校長、それから教育長さ

ん方と面談の中で希望を聞いて、そしてその中で

バランスを取るように協議をする。それを基に、

各学校のすべての学校の案をつくるんです。教育

長さんと一堂に会して話し合うということはあり

ません。すべて個別に話をして、そこで調整をし

ていく。これが非常に大切です。かなりこれに労

力を使って。

なかなかそれはできん、これはもうできんだろ

うというような状況がかなりつくられますけども、

それを調整しながら、あの手この手を案を持って

いながら、それを小出しにしながら調整をしてい

くと。なかなか厳しいものがあります。

【聞き手】 ちょっと質問なんですけど、そうす

ると、今お話しいただいた……と、協議会の形を

取っていらっしゃるのは杵西だけということです

か。

【松尾所長】 杵西と、藤津と。

【聞き手】 藤津の場合は、学校ごとまでも決め

てしまうという。

【福田】 これは案ですね。

【聞き手】 この学校にはこの人がいいんじゃな

いかという案を出してという形で。

【福田】 そうです。

【聞き手】 杵西のときに出てきた、東松浦もそ
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うでしたけど、市町ごとのルールを決めるまでの

話で、あとの配分は市町でねというやり方とはま

たちょっと違うという。

【松尾所長】 これが藤津の場合は、そこまでや

ってくれるという要請なんですよね。教育長さん

たちからの。

【福田】 だから、教育長さん同士で話し合うと

いうことはまずない。

【松尾所長】 だから、事務所が押し付けてると

いうふうなことではなく、市町から要請をいただ

いて、決めてくれねとおっしゃってやってるんだ

けども、やっぱりそこにわがままが出てきて。

【福田】 事務所が調整をする。それに対しては

話し合いの場を持たなくて。

【聞き手】 教育長さん同士でも結構調整は、可

能であればそういうことができていると理解して

もいいですか。

【松尾所長】 あまり声高にわがままを言われて、

（笑）個別にだったらいろいろ……あるんですけ

ど。だから集まれば、仕方がないなと。よそも大

変だなと。そんなことで。

【福田】 そしたら、全体で話し合いをしましょ

うと。絶対それは受け付けられません。それはし

ない。

【聞き手】 それは何でなんですかね。市町の数

ですか。それともやっぱり、何でそういうふうな

違いが出るんですかね。

【マキヤマ】 やり方の違いですか。ほんの数年

前に……法が改正になって、……内申が。もとも

とは内申を……やったかな。というか、内申に基

づいて。そこのところで大きく変わってきたとこ

ろと、そこのところで意識は変わったんだけども、

形まで変わらなかったということがある。

東松浦は今はもう市町に落としたら全部やって

もらいますけども、ちょうど平成 17年、市町村合

併のとき、あのころは 10市町だったんです。唐津

が１つ、残り９町村あって、事務所がやってたの

は唐津市と残りの９町村の、このやり取りの調整

だけをした。唐津市に入った人間というと唐津市

にお任せしてたんですが、町村の分については全

部事務所が配置をして、これでやりましょうかと

いう案を出してました。今、藤津がやってるのと

同じような形の。

で、町村合併もあった、そこに……の改正もあ

ったというところで、市町にもっと人事配置の権

限を持っていこうというところで、協議会の役割

というのが大きく変わってきたところと、いやい

や、今までどおりやってくれるねということで、

教育長さんたちの要請によって藤津のような形で

残ってるところと分かれているというのが現状で

すね。

【聞き手】 分かりました。……の改正で影響は

あるんですね。

【松尾所長】 そして、杵西の場合は学校が 60

校あるんですね。こっちは 20何校。だから、うち

もしてくださいと言われても、ここはできないわ

けです。60校の配分をするということは。こちら

は……に、……はできるという学校数。

【聞き手】 学校数も影響ありますね。

【福田】 それは大きいです。

【聞き手】 分かりました。じゃ、また続けて説

明して。すみません。

【松尾所長】 じゃ、３番のほうですけども、教

育事務所再編以降、事務所に……したことにより、

市町、あるいは学校から相談要請が多くなってい

ると聞いたけれども、市町村合併後……新体制の

……事務所の……について具体的にということで

ございます。

先ほど言いました、専門性の向上と新体制の強

化というところを目標に再編がされたわけですけ

ども、２段階再編ということで、10月から、今は

ちょっと２つの事務所を合わせただけということ

で、例えば専門性ということで各教科、国、数、

社、理、英とか、そういった教科がすべているわ

けではなくて、これまでいた者が集まっていると

いうことで、今後の４月の人事異動に合わせて、

この辺を固めていくことになるわけですけども、

出向いていってということで。これまで学校は、

教育委員会を通じて事務所に支援を依頼して、文

書を出して派遣要請をしてとか、そういった形を

つくってきていたんですけども、10月以降はもう

気軽に電話１本で、電話されていただければすぐ

行きますというようなことと、教育委員会にお知

らせしとかんといかんことは教育委員会にも必ず

一報入れておいてくださいと。教育委員会が知ら

ないままわれわれが動くということもいけません

ので、そういったことで教育委員会とは連携を取

りながら支援をしてるわけですけども。

ただ、要請がないのに行くということはしてい

ません。こちらから押しかけるとか。何か問題事

があったり、生徒指導……あったら、ちょっとお

伺いしてというようなこともありますけども、そ

れ以外は要請を受けてと。

学校からすれば、要請がしやすくなったと。事

務所という今まではちょっと敷居が高かったとか、

壁があったところが、壁がちょっと低くなってき

て、気軽に寄れる雰囲気ができてきたのではない

かなということですが。こちらから市町教育委員
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会を、頭を飛び越えて行ってるわけじゃなくて、

教育委員会にも連絡をしながら、教育委員会さん

にもしてもらわんといかん業務もありますから、

全部事務所がしとるということじゃありませんの

で、そのあたり連絡を取りながら仕事をしている

ところでございます。

それと（４）は、指導主事とか学校長、そして

教育長さんの場合の専門性の向上についてという

ことですが、その支援機能の強化の中で、なかな

か私たちが、校長さんと直接話すということはあ

まりないんですね。すべてを今までは教育委員会

でつくって、校長さんとかを……いうことだった

んですが、さっきの立場から、学校訪問前に学校

に直接出向いて状況を聞いてということで、直接

校長さんと話すことができやすい雰囲気ができた

んですね。なかなか教育委員会を通じてだったら、

こちらの真意が伝わらなくて、校長さんと直接話

さないために、ちょっと行き違いがあったんです

が、直接話ができたりというようなこと、あるい

は教育委員会に出向いて、特に用事がなくても教

育長さんと話をするとか。

今までは教育長さんたちが事務所に来られてい

ました。ちょっと相談があるけんと。そのときは

何かあるときなんですけど、今は特に何もなくて

も、私たちが出向いていって、ちょっと話をお伺

いすることが。そこでいろいろ問題が発覚すると

きもあるし、今までは何か発生しないと事務所に

報告が上がってこなかったんですが、その前に把

握できるとか、そういったことで、ちょっとそれ

ぞれ壁をつくっていたんじゃないかなと、それぞ

れが。それが非常にスムーズに連携が取れるよう

になってきた。

私、県に勤めた経験もあるし、市町の教育委員

会に勤めた経験もあるんですが、あのころは全然

事務所というのは雲の上の存在、県とかは直接話

をできるような感じじゃなかったんです。そうい

うのがいい方向になっていくのかなと。県に電話

をするとか、県にいたとき、市町とか学校から直

接県の教育委員会に電話がかかるというようなこ

とはあってはならないことだというような感じが

ありましたね。そういったことが少しずつ変わっ

てきたし。今までは本当に無駄な時間を費やして

いたのが、すぐ連絡が取れるようになったり、要

するに無駄な時間がたくさんあったなというよう

な感じ。

それと、教育事務所が所管する教育行政課題と

いうことでございますけども、やっぱり行政課題

ということですが、エリアが広くなったことをど

う克服していくかということですね。どうしても

遠いところは来ていただく回数が減ってくるとか

言われてるんですが、そこをどこまで克服してい

くかというところでございます。

それと先ほどありました、出掛けていくという

ことは事務所にいないということが多くなるんで

すが、ただ、お互いの連絡調整、連絡体制をどう

取っていくかということで、知らなかったという

ことにならないような体制をつくっていくときに、

１つは……というやり取り、情報交換をしていく

ということも考えられるんですが、やっぱり私た

ち指導主事は、ああいった電子でのやり取りじゃ

なくて、お互い相対して話をしていくような体制

も取っていかなくてはいけないのかなと。行き違

いがあったら大変ですから。そういったことも考

えているところです。

それと、北部支所も含めた西部事務所です。140

校ぐらいの学校があるわけですけれども、距離的

にも武雄から上のほうに１時間 40 分ぐらいあり

まして、南のほうに１時間、140 校ぐらいの小中

学校があるんですが、例えば会議をするときの会

議の場所というのがないんですね、それだけ入る。

つまり事務所はお金を持ちませんので、どこか有

料の会議場を借りられるということがないんです

ね。だから市町教育委員会に頼んで、使用料の免

除ができる会場を押さえていただいてというよう

なことでお願いしてたんですが、そういった会議

場の問題、そして来ていただく先生方の移動時間、

あるいは旅費の問題ですね。

こういったことから、どういった会場は西部教

育事務所、一括してするのか。どういう会場は、

今までのエリアとか各地区の会場に分かれてする

のかとか、あるいはもうこれは事務所から出向い

ていって伝達していくとか、そういったものを今

検討しているんですが、非常にこれは難しい問題

で。そういったことで今後の会議のあり方、場所

の問題、旅費の問題、そういったことが３つ目で

ございます。

そして、最後は北部支所ですね。この体制はま

だ確定していません。どれくらいの支所の規模に

なるのか、それによって支所でどのくらいをして

もらって、こちらのほうでどうしていくかという

ようなことの体制を今後、煮詰めていかなくては

ならんでしょうね。そういったことで、北部支所

とこちらの本所との領有空間というか、本所にい

て支所には人がいないという部署も出てくるかと

思うんですけど、そういったあたりをどう乗り越

えていくか考えています。以上、私のほうは３、

４、５番。追加を。

【聞き手】 すみません。この別紙３も少し説明
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してください。

【松尾所長】 ……ということですが、２つの観

点から集計をしていますが、これは最近にあった

10月、11月の集計ですが、北部支所さんが集計の

仕方がちょっと違いましたので、これは杵西とこ

ちらの藤津さんのだけ、２つ事務所のだけでござ

います。

教育事務所の訪問ということで、10月以降、例

えば 10月、……が９校あって、そこに述べ 59人

の所員が行ったということになります。だから、

厳密に言うと大体６人ぐらい行ってるということ

になりますかね。１回に６人近く行っていると。

11月はそうですね。そういったことで、行った回

数と行った人数ということで集計をしている。教

育委員会から申請があった学校に来て、教育事務

所……。大体、毎年すべての学校には行っていま

せん。大体その市町の３分の１か２分の１ぐらい

ずつ行ってます。行かないところは市の教育委員

会が、その学校は自分たちだけで行っていらっし

ゃるということでございます。

朝の指導主事訪問ですが、朝のあいさつ運動等

に行って学校の様子を伺うということで、10 月、

11月となってるんですが、これは藤津教育事務所

さんの取り組みでございます。杵西は朝の訪問は

５月、６月にしていますので、もう終わっていた

わけですね、今年度は。だから、していないとい

うようなことです。

そして、真ん中から下に、市町教育委員会の随

行訪問ということで、２分の１とか３分の１しか

事務所訪問はしていないと。残りは市町教育委員

会が自分たちだけで行くという訪問になっている

わけですけれども、それに事務所から１人付いて

いくというようなことで、これは要請があって、

例えば今日この学校で英語の研究授業があるので、

事務所から英語の担当の先生来ていただけないで

しょうかと。指導助言をいただけないでしょうか

というとき、英語の担当指導主事が付いていくと。

市は市町教育委員会が指導されますけれども、

その英語の担当だけが……。大体、市町教育委員

会は指導主事は２人ぐらいしかいませんので、す

べての教科をなかなかカバーできないんです。と

いうことで、随行していくということです。そし

て本庁の訪問ということで、教職員課、あるいは

学校教育課、政策課の訪問……、それに所長が付

いていったり、指導主事が付いていったりしてい

ます。

今度は学校支援ですね。支援機能の強化という

ことで、どんな支援をしていくかということで、

学力向上、ＩＣＴ関係、不登校、……、そういっ

たことで……。今年は佐賀県の全体の課題として、

ＩＣＴの力を付けるということで、ＩＣＴ関係の

研修が多くなりました。10月、11月。そう数的に

は多くないんですよ。ただ、もう９月まではいっ

ぱい、夏休みが過ぎて９月ぐらいまではいっぱい

仕事が来て、あとは少なくなって 10 月、11 月に

……。

そして、下のほうは教育委員会に支援をすると

いうことですね。教育委員会に支援。これは、例

えば武雄市の教育委員会が生徒指導の担当を集め

て、不登校、あるいはいじめの研修会をするとい

うときに、その奉仕として事務所から指導主事を

入れていくというのが、そういったものが市町教

育委員会の支援ということでしています。各学校

じゃなくて、どこかの会議に。そういう支援が…

…ってきたところでございます。

【聞き手】 ありがとうございました。じゃ今の

２全体にかかわる質問があれば。

【質問者２】 ちょっと教えてほしいのは、別紙

３の２枚目の、学校支援の一番最後に所内援助っ

てあるんですけれども、所内援助っていうのはど

ういう。

【松尾所長】 これは、今まではこれが多かった

んですが、教えていただきたい先生が事務所に来

ていただいていたんです。先生が。

【質問者２】 あ、外部の。

【松尾所長】 外部の講師が。学校の先生が指導

案を、今度研究授業をせんといかんと。指導主事

さんにこの指導案を見てもらって指導をいただき

たいというときには、先生たちが事務所に来てい

ただく。事務所で指導をしていたんです。ところ

が今度、逆にわれわれが出向いて指導しますから、

先生たちは学校におってくださいという感じに。

去年までは、ここにもこの形式だったんですね。

習いたい先生が事務所に来て、こういった会議室

で指導主事の先生から指導を受ける。流れが逆に

なって。ただ、ちょっとまだそれが残ってはいま

すけど。残っている先生は、学校から自分の家に

帰るときの、そのちょうど中間にこの事務所があ

って、学校帰りに寄って、ちょっと聞いてそのま

ま帰るというパターンのときが多いですね、今は。

【質問者２】 分かりました。ありがとうござい

ました。

【質問者３】 よろしいですか。先ほどの、事務

所の敷居が高かったというお話があったんですけ

ど、それって今の話と少し関連があったりするん

ですか。例えば、事務所の規模が小さかったから、

自分が相談したい指導主事がいないので、あまり

行けない、行かないとか、そういった事情があっ
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て、事務所の規模が小さくて忙しいから学校に行

けない、教育委員会に行けない。で、お互い持っ

ている道具が少ないから寄り添えなかったという

意味で、結果的に敷居が高くなったんですか。

【松尾所長】 そういうこともあるかもしれない

ですけども、敷居が高いのは昔からの教育事務所

という存在というか、教育委員会というか、そう

いった行政で言う、上の者には案外言いにくい、

相談しにくいという雰囲気があったんじゃないか

なと。そして所員も少なかったので、自分が相談

したい専門の先生がいないということもあったか

もしれません。私たちが教員で勤めているとき、

教育事務所という、簡単に行ける場所じゃない。

（笑）怒られに行くとか、何かそういう。小学校

のときに職員室に呼び出されるような、そういう

何となく。

【質問者３】 文化的な感じですか。文化、習慣、

何かそんな感じ。

【マキヤマ】 私は事務所勤務が２回目なんです。

最初が平成 13年から４年間、指導主事でおりまし

た。このころの東松浦地区の学校訪問は、やっぱ

り結構威圧感ありましたね。その直前まで、職員

団体との対応で学校訪問反対とかいうようなのが

ありましたし、ものすごく毅然とした態度で事務

所が訪問をやって、指導もするという、大きなス

タンス……。

今は、確かにここでは事務所訪問とか所長さん

お話になりましたけども、ベースは学校や教育委

員会を支援するというスタンスに大きく変わって

いますね。今もう、さっきおっしゃった事務所か

ら来た……。（笑）昔は怖い、何でこいつが来たん

だというふうな、学校訪問受けてる方はあったか

なと。そういう中でそういう支援をベースに動き

始めたことによって、先生たちが相談しやすくな

ったというのがあるんですね。事務所を頼りにし

てくれるようになった。

だから、自分から事務所に電話して、これ見て

くれますかとか、教えてくれるんですかというよ

うな、当然昔の認識の中にもあったんじゃないで

すか。文化とおっしゃったけど。それが、今は先

生たちの中に、じゃ困ったときには事務所に訪ね

てみようとか、学校に指導に来てもらおうとかい

うふうな、そういう事務所のありように変わって

きてると。これが一番大きいですね。それがいっ

そう推進される、それが事務所再編の大きな役割

の１つだと。僕らはもっと積極的に学校を支援す

る、そのためのスタッフをそろえると。そういう

スケールメリットを生かすために、指導主事の数

を減らさんでと、教育長がいつも言うんですけど

も。私たちがスタッフを充実させるんだよという

ふうな意味があるんです。

【質問者１】 学校訪問について。職員団体のリ

アクションって、あまりよくないリアクションと

いう話があったんですけど、今大きくスタンスを

変えられて、その辺は何か変化はありましたか。

【マキヤマ】 今は組織率が下がってるというの

があるんですけども、職員団体ともめる場面がな

くなりましたし、もめる項目、例えば以前は東松

浦では学校訪問に行ったときには、大体代表授業

研をしていただいて、研究会合をやると。その中

で、最後に学校からの質問を聞いてお答えすると、

……いうふうになってたんです。この中に職員団

体、色の強い質問事項なんかあったんですね。例

えば教育指導にかかわらない、うちで言うと原発

のヨウ素剤の話とか、そんなのもあったんですけ

ど、その部そのものをなくしてしまいましたし、

そういうのを話題にしたり、事務所が来るんだっ

たらそういう話にさせろとかいうふうなことも、

職員団体からもなくなっているんですね。

【質問者２】 要請がなければ……という話を…

…けど、要請の数というのはどれぐらいいっぱい

……。できないっていうぐらい多いものですか。

それとも要請があれば大体行けるような感じです

か。

【松尾所長】 今のところは大体、ちょっと彼女

は来れませんとかいうことまでは、ＩＣＴが調整

をして、学校が呼べる曜日というのは水曜日が多

いんですね。水曜日が学校研修の日になってまし

て、だからそこに集中するんですが。呼んで、曜

日が多いのは小学校ですよね。小学校は非常に、

国語とか算数とか、外国語活動とか、みんなで取

り組む場面が多いんですが、中学はちょっと教科

別にばらばらなところがありますので、生徒指導

とかそういった教育の……、今後どんどん増えた

場合の対応を、どこかの事務所をホームページに

そういったスケジュールを……、どこが詰まって

いるかが分かるようにしていって、重なりのない

ように。そういうこともちゃんとしていけばいい

のかなと。

【聞き手】 先ほど１つキーワードが出た、スケ

ールメリットに関することの話だったと思うんで

すけど、今いろいろ教育問題が複雑多様化して、

いろんな要請があると思うんですけれども、今の

感触としては事務所の再編をしたことで、そうい

うスケールメリットみたいなのを生かせるような

感じ、そこは……。

【松尾所長】 今のところは２、３件はあったん

ですけども、うちの杵西の指導主事が藤津のほう
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に要請を受けて行くというのは１、２回あったで

すね。こっちが逆に、あったみたいで。それは藤

津さんに英語の指導主事がいないので、うちの英

語が行ったので英語が行くとか。それぐらいです。

まだちょっと指導主事さんもよく知らないと、お

互いが、自分のとこの指導主事さんは知ってるけ

ども、相手側の地域の人は知らないというような

こと、ＰＲ不足もあると思います。

そういったことで、ただ、先ほど言った、支援

をするというイメージが浸透していくという、教

育長というのは……、教育長さんたちは昔の事務

所なんかを経験した教育長さんがいらっしゃるの

で、事務所にこんなことを言って怒られるかなと

いうようなイメージがまだあるんですね。自分た

ちも考え方を変えていかんといかんねと、事務所

に対する意識を。本当に劇的に変わっていますね。

支援をする。今までは支援するよりも指導をする

と。上から指導をするというような立場が事務所

として。

【聞き手】 ありがとうございました。……お伺

いしたいんですけども、特にかつての事務所から

大きく支援するというように変わったということ

で、皆さん、特にマキヤマさんは、かつて指導主

事という……。例えば支援するということについ

て、市町村さん自身が大きく考え方を変えるとい

うような感じじゃないかなと思うんですけれども、

そのときに変化するきっかけといいますか、もの

すごくこの事務所再編というのがあると思うんで

す。それよりも前から皆さん、お話をされてたと

いうふうにお伺いしたので、自身は事務所の考え

方を大きく変える原動力となったものというのは、

どういうものだったのか。県の指導、県のほうか

らそういう方針があるから、研修会……とか。

例えば東部事務所でお伺いしたときに、出向く

というキーワードを使っていて、これは西部事務

所と同じだなと思ったんですけど、そういったや

り方も含めて、事務所の職員同士がこうやってい

こうという話をやりながら、こういう支援という

ものをキーワードにしながらつくり上げていく、

そのあたりもう少しお伺いしたいんですけど。

【松尾所長】 その当時、私は事務所にいなかっ

たんですけども、事務所と、充て指導主事という

指導主事がいるわけですけども、市町にはそうい

った指導主事さん方がいらっしゃったわけですね。

……形の。ところが、ほかの県もそういうふうに

全部引き揚げて、市、町……というような指導主

事に変えていくという時期がありました。私も伊

万里市にいたときは充て指導主事でしたけど、今

は２人とも市の指導主事。それが事務所に集結し

たときがあったんですね。県が吸い上げることに

よって、その指導主事さんを事務所に置くと。そ

のときに事務所の指導主事の定員が増えたわけで

す。

そのときから増えた分を……いうようなことで

少しずつ動きだして、そして事務所に公用車を買

っていただくと。支援をするけれど旅費はなかな

か増えないというようなことで、行きたくても行

けないということがあったときに、公用車を買っ

ていただいて、動けるような体制を県がつくって

いただいて、非常に抵抗はしました。やりました。

指導主事を、県……やつを引き揚げられて、市で

負担せなあかんとなったんで、その負担をいくら

かでも和らげるために出向いて支援をしますとい

うようなことで、今ちょうど私たちが遠いところ

の市町に出向いていって支援をしますというふう

にしているのとちょうど同じように、充て指導主

事が吸い上げられたときに、逆に支援を強化しま

すというふうにやったんです。

その辺の段階を踏んできてるんですね。いきな

りぱっと変わったんじゃなくて、事務所の職員の

意識も、そのぐらいから少しずつ変わったんじゃ

ないかなと。ですかね。それ以外で何か。

【マキヤマ】 私自身の中で変わってきたのは、

最初のきっかけはやっぱり市町村合併だったのか

な。唐津がずっと周りを吸収したような形で大き

くなっていく中で、唐津が自立しなければいけな

いよねというのが、自分は唐津の職員ではありま

せんでしたけども、そういう意識というのをやっ

ぱり持ち始めたんですね。そこに、先ほどの……

の改正であったり、……学級編成……とか、そう

いうものが来る中で、やっぱり市町は市町の自立

性、主体性を持ってやってもらわないかん。それ

だけ市町は頑張ってくださいよというからには、

やはりこちら側が自立できるような支援もしてや

らないかんから。

人事異動についても、確かに唐津はもともと自

分たちでいくらか……ですけども、その当時から

すると今、倍ぐらいの職員数になってますね。ほ

とんど吸収しないですから。そうすると事務作業

も非常に多いので、そのためのノウハウなんかも

十分でないことがあるんです。そういうものをや

っぱり事務所が積み上げてきた人事異動のノウハ

ウとか、そういうものをきちんと伝えていってや

らないと、自立しなさい、あんたたちはあんたた

ちですというと、ぽんと投げてもできない。そう

いうふうな気持ちになってきたなと。ちょうどそ

の流れが、この再編に続いてずっと流れてきてい

るし、やっぱり市町は主体性をでもって、……と
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してやってほしいなというふうな気持ちでいます。

【聞き手】 今の話に関連することで、さっきも

東部事務所でもお話聞いてきたんですが、事務所

の手厚い支援……というのは、もう一方では、や

り方によっては市町が事務所に大きく依存すると

いうことで、むしろ逆に市町の足腰を弱めるよう

に作用する面もなくはないんですけど、ただ、あ

くまで市町の自立を促すような事務所のかかわり

方ということで、東部事務所にもそのような考え

があって、いろいろ考えながら入り方を工夫され

てるようでしたね。

西部事務所なんかではそのあたりは、市町の創

意工夫をむしろ促しながら、市町の専門性、自立

性を促すようなかかわり方というか、入り方とい

うのを何か留意されていることはございますか。

【福田】 私、２市に９年、指導主事でおりまし

たので、こっちの事務所に来て、市にいたときに

事務所に対する考えというのがあったんですが、

というのは、もっと支援をしてほしい、ありまし

た。というのは、市では２人しか指導主事がいま

せんので、それですべて学校訪問に対応するとい

うのは、かなり多岐にわたって、なかなか充実し

てないということがありましたので、そういう面

で今こちらに来てからは、市町との連携というの

が非常に大切だと思うんです。

もちろん自立ということも含めてですけど、こ

の前もそうですけども、市町の人たちとの懇親会

をやるとか、年に１回ぐらいは研修会をしたりし

て、それで情報交換をして、それぞれの施策にお

いて趣旨等も共通理解した上で進めていく、そう

いう中でいろんな、市町も同じように学力向上の

研修会をしますが、その中に事務所が出ていく。

不登校の研修会ですね。お互いに共有しながら、

もちろん支援というところを強く持ちながら進め

ていくことは必要だというふうに思います。以上

です。

【松尾所長】 本当に今指摘されていることが非

常に悩みですね。どこまでかかわったらいいのか

ということで、今の市町の指導主事さんたちは、

本当に……してもらってありがたいと思う……け

ど、何年語ってきたか。そんなのしてもらうの当

然というような考えに変わってきてもらうのも困

るし、あくまでもこちらでは自立を促すようなこ

とから先は、市町でお願いしますというような形

で、できなかったらこの辺の部分だけは市町とか、

そういうふうに持っていかないといけないなと。

大体どこでも、学校訪問は半分か３分の１しか

行ってないんですね。残りの３分の１とか３分の

２は、今年は来ませんと。市町で。だから、市町

は毎年全校に行っていらっしゃるわけで、そうい

った学校訪問も、うちの場合は事務所訪問はいつ

いつこういう形でしますと。市町のほうは独自で

してくださいと。それぞれの考え方でやってくだ

さいと。ちょっと進め方が違うようなところがあ

ります。そういった独自性を認めた上で、そうい

うことでやっているところです。本当にまだまだ、

独自性、あるいは自主性をどう育てていくかなと

いうような。これは特に難しい問題かな。あえて

しなければいいこともあるのかなと。

ただ、危機管理が発生したときなんかは、要請

がなくて行ってます。こっちも情報をつかまねば、

記者会見もせないかん。死亡事故とか、そういっ

たとき、あるいは記者会見を行うようなときはぱ

っと行って、指導主事が１人とか２人しかいませ

んので、それに加勢する形で。

【聞き手】 そろそろ時間です。それと、今度は

ちょっと同じ事象を逆から見る感じになるんです

が、以前、５事務所体制のときに質問させていた

だいたことがあるんですが、その際、ほかの教育

事務所、どこか忘れてしまったんですけど、支援

を充実し始めている中で、教育事務所から見てる

と、とても支援が必要だと思われる学校から、支

援を要請する声が上がってこないんで、立場とし

て手を出せなくて大変にもどかしいものを感じる

ことがあるという話を、以前どこかで聞いたこと

がありまして、今ずっと自立に向けてのお話され

てたわけですけど、一方で支援機能を充実させて、

声が上がりやすくはなってきてると思うんですが、

やっぱりまだそういう事例というか、ありますか。

【松尾所長】 よくあります。多分……。去年は、

私がピックアップしました。行きたい学校を。こ

こには支援に入りたいというところをまずピック

アップして、教育長さんに、実はこの学校にはこ

ういうふうな課題があると事務所では把握をして

おります。この学校について事務所から要請がな

く、まず事務所から出向いて聞き取り調査と実態

把握をさせて……、合わせて、その場で支援要請

を出させたいと思いますというふうなことで、教

育長さんと話をします。結局教育委員会と事務所

がどれだけ情報共有して、同じ課題に意識を持て

るかということだろうと思うんです。その点、う

ちは幸い、……同じような態度で話をすると、そ

のあたりは非常にご理解いただいて、事務所から

の積極的な……という状況です。

そういった、教育長さんたちとわれわれとの関

係があれば、うまくいく。もう１つ私は、市町の

連携を図るには、１つの解決は、所員の人事とい

うか、教育委員会……の経験者が事務所に来たり、
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事務所経験者が市町に行ったり、あるいは本庁に

行ったりとか、こちらの福田先生も嬉野市と鹿島

市の両市の教育委員会を経験されている。分かっ

ていれば、また勉強の仕方も違うでしょう。佐賀

県の場合そういったきちんとしたルートがないわ

けです。

たまたま経験した先生がするとか、たまたまの

人がというようなことはありますけども、そうい

ったキャリアプランというのはないんですが、何

かそういったうまく人事の、全員がそういうふう

にできるわけじゃありませんけど、いろんなとこ

ろを経験できる。そこしか知らないと、例えば教

育事務所しか知らないとなると、予算をつくらな

いし、議会対応もないわけですね。事務所。市町

は議会対応があるし、予算要求もせないかんし、

そういったことも教育事務所の先生方には勉強し

てほしいこともあるし。そういったことで幅広い

知識を持っていただきたくためには上の部署に、

学校と事務所じゃなくてその間に市町がある。県

の指導主事がすれば、より専門性が高まってくる

かなと。こういったことは、うちだけではできな

いですよね。

【聞き手】 先ほども東部で同じようなお話を伺

って、県の指導主事、事務所の指導主事、市町の

指導主事って、これ、県全体としてキャリアステ

ップのルートがない、その時その時、それぞれが

必要な指導主事をいろいろやり取りしてるという

話ですけど。両方の話聞くと、やっぱり事務所の

指導主事というのは県に対しても、市町村に対し

ても、それなりの能力がないと対応できないのも

あるんで、事務所の指導主事が別に……というわ

けでもないんですけど、指導主事でもそういうキ

ャリアステップを踏んで、計画的な人事育成とか、

指導主事育成というものも必要なのかなと、今お

話を聞きながらちょっと考えたんですけども。

【松尾所長】 やっぱり今の所員を見てると、市

町の教育委員会を経験したらまた違うだろうなと

か、本庁を経験しとけばもう少しこの辺がチェッ

クできたろうなとか、そういうふうに思うときが

あります。本当にあの予算要求の厳しさですね。

いくらかのお金をつくるために、どれだけ資料を

つくって、……交渉してきたとか、ああいうのは

ちょっと事務所にはないんですね。教科指導中心

ですね。そういった勉強もしていただきたいし。

ということはありますね。一番最後の、課題はそ

の辺なのかなと思う。さらにレベルアップする事

務所にするためには、そういった人事も……。

【聞き手】 僕たちのほうで、ばんばん頭に入れ

て、まだ消化し切れない部分があるんで、東京へ

帰ってから少し、もう一度読み直しながら整理し

ていこうと思います。

【松尾所長】 １年後だったらもう少し、……形

でお答えできたかもしれないですけど。

【聞き手】 １年後は……いると思います。よろ

しくお願いします。

【松尾所長】 今から計画をして、こういう時期

……、十分お答えできませんでしたけども。

【聞き手】 教育事務所を廃止した県をほとんど

回って、今は事務所再編の、あと来月は岩手にも

行くんですけども、佐賀の事務所は一番今までで

……してるんじゃないかなということで、それを

感じた。そうでもない？ 感じてますけども、事

務所の……で、各事務所がカバーする学校が、…

…のかな。

【松尾所長】 岩手は何事務所ぐらいあるんです

か。

【聞き手】 今 15、15から６つに変えるというこ

とでした。さっきも言いましたけど、ただ、岩手

の場合すごく面白くて、すべての市町村に指導主

事が配置されてるんです。それは何でそうかとい

うと、国からもらう充て指導主事、これを県が給

与５カ月分、市町村が給料７カ月分というのにし

て分担し合って、そういうことで全市町村に配置

してるんで。

指導主事といっても３種類かな、県、あと市町

村の……、なおかつ今言ったような分担し合った

充て指導主事というような、３種類の指導主事が

いて、それがそれぞれの役割を担ってやってるら

しい。だから県からのあれがすごくスムーズに市

町村に入るという話でしたけど。県によっていろ

いろと違うんですけども、佐賀は……。

【福島】 教育事務所がない県ってどれぐらいあ

るんですか。

【聞き手】 今は５つ。昔は徳島と滋賀、これは

……なかったんですけども、廃止したのが奈良、

長崎、三重、和歌山。６つですかね。

【松尾所長】 廃止したところはうまくいってる

んですか。

【聞き手】 今それを全部調査して、意外と長崎

が、心配してたけど意外と、あまりへき地、長崎、

事務所廃止して大変だなと思ったんですけども、

結構うまくやってたんです。それは恐らく、市町

村合併が 80いくらあった市町村が 21市と２町に

なってて、市でも全体として大体人口５万ぐらい

なんです。それと県からの援助も受けて、大体５

万の市で指導主事が５～７名ぐらい配置してます

から、学校支援業務は自分たちでできると。足り

ないところを県から直接やれば、全然、従来より
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も学校支援をきめ細かくできてるということを言

われて。ただ、実態をまだ見てないんで、細かい。

和歌山が事務所廃止１回したんですけど、かな

り面積広いんで大変だということで、事務所の復

活じゃないですけども、支援事務所というのをい

くつかまたつくりなおしてます。でもそういうい

ろんな事例を見て、佐賀は。何でこうなのかなと

いうのを少し考えたいと思って来てるんですけど。

【松尾所長】 事務所の再編をするときに、支援

機能を強化する、今までの上から指導するイメー

ジをなくしていくということで、例えば支援機能

センターとか、名称から変えるって……ですよね。

教育事務所というイメージをこれを機会に支援セ

ンターとか、名称でしてるところは、やっぱり教

育事務所でしょう。別な名称で事務所的な仕事を

しているというところは駄目ですよね。

【聞き手】 議論の中で、そういう支援センター

という案はあったんですか。

【松尾所長】 一時期はあったんですね。

【聞き手】 面白いですね。

【福田】 いかに、事務所は事務所として生き残

らせたいという。じゃ道はどこにあるんだろうと

いうのが、この２事務所１支所体制の一番スター

トです。

【聞き手】 これもみんなでもう確認したんです

けども、ほかのところが教育事務所の再編は明ら

かに県の行財政改革で、職員減らすっていう、実

際減らしながらも事務所再編して。ここは減って

ないんですよね。それもすごく不思議だったんで

すけども、何でそういうことが可能だったのかな

と。

【松尾所長】 教育長さんの考えですね。人員整

理のための再編はないということを強く言われて。

【聞き手】 そういうことで、すごく問題意識を

持ってますので、また継続的に。１年後また。教

えていただいて。

【松尾所長】 １年後、何も変わっていなかった

ら。（笑）

【聞き手】 ありがとうございました。（音声ファ

イル終了）


